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年間計画表
短大での学び
（1） 授業科目

（2） 単位制度と学修

（3） 卒業のために必要な条件

（4） 学位の授与

履修について
（1） 履修相談　アドバイザー制度

（2） 履修登録の流れ

（3） 履修計画の立て方

　   ● CAP制（履修上限単位数）

　   ● 時間割を考える

　   ● シラバスの見方

（4） 履修登録

（5） 履修登録期間

（６） 履修取消期間

授業について
（1） セメスター制度

（2） 授業時間

（3） 受講上の注意

（4） 休講・補講・教室変更

（5） 授業の出席・欠席

　   ● 単位認定の原則

　   ● 授業の実施方法

　   ● 授業の受講準備

　   ● 授業の出席確認方法

　   ● 欠席の取り扱い

　   ● 公認欠席届の提出方法

［札幌国際大学学生受講心得］

試験について
（1） 定期試験

（2） 授業内で行われる試験

（3）  再試験

［試験の不正行為に関する取扱］

成績評価と単位の認定
（1） 成績評価基準

（2） GPA制度

（3） 成績の確認方法

（4） 成績評価についての問い合わせ

（5） 入学前に修得した単位の認定について

「学生用WEBサービス」利用方法
（1） 学生用WEBサービスについて

（2） 学生用WEBサービスへのログイン

（3） Web履修申請

（4） Web学生カルテ
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数理・AI・データサイエンス
免許・資格
　①幼稚園教諭二種免許

　②保育士

　③図書館司書

　④全国大学実務教育協会資格

　札幌国際大学・札幌国際大学短期大学部 資格取得奨励金

留学制度・単位互換
（1） 海外留学

（2） 国内留学

　   ● 提携大学への交換留学

（3） 札幌圏大学・短期大学単位互換制度

（4） 放送大学との単位互換制度

授業科目一覧
　ナンバリング

　［２０２３年度入学生］総合生活キャリア学科教育課程表

　［２０２２年度入学生］総合生活キャリア学科教育課程表

　［２０２３年度入学生］幼児教育保育学科教育課程表

　［２０２２年度入学生］幼児教育保育学科教育課程表
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春学期入学式
新入生オリエンテーション①
新入生歓迎会

新入生オリエンテーション③

在学生オリエンテーション

新入生オリエンテーション②

昭和の日

みどりの日

憲法記念日

こどもの日

補講日

清麗祭②

開学記念日の振替

清麗祭①

追試験①

追試験②

山の日

単位確認日

事務局休業（～8/16）

定期試験①

定期試験②

定期試験③

定期試験④

敬老の日

秋分の日

単位確認日

再試験①

再試験②

再試験①

再試験②

春学期学位記授与式

海の日

補講日

補講日

補講日

補講日

補講日

保護者懇談会

スポーツの日

避難訓練
オータムフェスティバル

秋学期オリエンテーション

秋学期入学式

文化の日

勤労感謝の日

補講日

補講日

成人の日

スノーフェスティバル

補講日

定期試験②

定期試験③

定期試験④

学内業界研究セミナー

追試験①

追試験②

建国記念の日

振替休日

天皇誕生日

春分の日

学位記授与式

元日

補講日

補講日

補講日

定期試験①

補講日

事務局休業（～1/3）
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１）授業日程　春学期：4月1日から9月30日　秋学期：10月1日から3月31日
2）日付欄の右端に記載している数字は、その曜日の授業回数を示しています。
3）スケジュールは変更になる可能性があります。変更になる場合はSIU学内ポータルページ等に掲載いたします。

※10/9、11/3、11/23は祝日ですが授業を行います。
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１）授業日程　春学期：4月1日から9月30日　秋学期：10月1日から3月31日
2）日付欄の右端に記載している数字は、その曜日の授業回数を示しています。
3）スケジュールは変更になる可能性があります。変更になる場合はSIU学内ポータルページ等に掲載いたします。

※10/9、11/3、11/23は祝日ですが授業を行います。
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建学の礎　　
■真理を探ね、自由を愛し、自らを省みる自立した人間を育成する。
■理想を求め、明日の地域社会を拓く創造性豊かな人間を育成する。　
■日本人としての自覚と誇りを持ち、自らの責任において行動する国際人を育成する。

教育の基本的考え方
■個性を尊重し、多様な生き方に応える生涯学習を推進する。
■学ぶ楽しさや表現する喜びを通し、真理を探究する心と豊かな感性を養う。
■日本の歴史や文化を理解し、世界の動きに目を向け、すすんで社会に貢献する態度を養う。

（1）授業科目　　
本学では、建学の礎に基づき、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）を制定し、ここに示された人材の養成を実現するために、教育課程（カリキュラ
ム）を編成しています。

（2）単位制度と学修　
1単位は45時間の学修を達成することに対して与えられます。
各授業科目の単位数は、大学設置基準により、1単位の履修時間を教室内（授業時間）および教室外（自習時間）を合わせて45時
間と規定されています。なお、1時間の授業は正味45分の活動とみなします。（90分の授業は2時間でカウントします）

各科目で効果的に学修をすすめ、単位を取得するためには、単位制度と学修の関係を理解することが大切です。
シラバスに記載されている各科目の「準備学習」の項目をチェックし、自主的な予習・復習をおこなってください。

※例えば２単位の講義科目を修得するためには、
　授業（２時間）＋　教室外自己学習（予習２時間、復習２時間）×１学期１５回＝90時間分の学修が必要であることを意味しています。

・科目区分

授業科目の詳細
各授業科目の具体的な情報はシラバスで確認します。
シラバスには、授業の概要、講義の方法、各週の授業計画、成績評価の方法、使用するテキストなどの情報が記載されています。

共通科目

学科専門科目

科目区分

学部の枠を超えて履修する科目。

各学部・学科別に設置された科目。

・科目分類

必修科目

選択必修科目

選択科目

科目分類

卒業までに必ず履修し修得しなければならない科目。

指定された科目群の中から科目を選択し、決められた科目数（単位数）以上を修得しなければならない科目。

自由に選択し単位を修得することが出来る科目。

・１単位あたりの学修量（時間数）

授業時間

自主学習

学修量

科目分類

１５

30

３０

15

45

講義・演習

３０

１５

４５

０

４５

実験・実習・実技

図書館司書課程に関する科目 図書館司書資格を取得するための科目群。卒業要件単位にはカウントされません。

・授業形態

講　義

演　習

実　験

授業形態

教員が学生に対し、学問の内容を説明することにより知識を授ける授業形態。

教員の指導のもとに学生も討議・研究活動を行い発表する授業形態。

見出した理論や仮説が正しいか、一定の条件で試してみる授業形態。

実　習 学んだ知識をもとに実際の場で学習する授業形態。

実　技 学んだ知識をもとに実地の技術や演技を行う授業形態。

（3）卒業のために必要な条件　

（4）学位の授与　

卒業のためには、次の３つの要件を充たさなければなりません。
・修業年限2年以上
2年間の在学年数が必要です。休学期間は在学年数に含まれません。
在学年限（学生として本学に在籍できる最長年数）は休学期間を除き4年です。

・卒業要件単位を62単位以上修得する
各学科で定められた教育課程および履修方法によって、62単位以上を修得すること。
科目区分ごとに修得単位数などの履修要件が定められていますのでしっかり確認してください。

・授業料を納付する
定められた授業料を在学期間中に完納すること。

本学の卒業者には、学士の称号を授与します。学士の種類は次の通りです。

専攻区分 学士の名称

総合生活キャリア学科 短期大学士（総合生活）
短期大学部

幼児教育保育学科 短期大学士（幼児教育）
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■真理を探ね、自由を愛し、自らを省みる自立した人間を育成する。
■理想を求め、明日の地域社会を拓く創造性豊かな人間を育成する。　
■日本人としての自覚と誇りを持ち、自らの責任において行動する国際人を育成する。

教育の基本的考え方
■個性を尊重し、多様な生き方に応える生涯学習を推進する。
■学ぶ楽しさや表現する喜びを通し、真理を探究する心と豊かな感性を養う。
■日本の歴史や文化を理解し、世界の動きに目を向け、すすんで社会に貢献する態度を養う。

（1）授業科目　　
本学では、建学の礎に基づき、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）を制定し、ここに示された人材の養成を実現するために、教育課程（カリキュラ
ム）を編成しています。

（2）単位制度と学修　
1単位は45時間の学修を達成することに対して与えられます。
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各科目で効果的に学修をすすめ、単位を取得するためには、単位制度と学修の関係を理解することが大切です。
シラバスに記載されている各科目の「準備学習」の項目をチェックし、自主的な予習・復習をおこなってください。

※例えば２単位の講義科目を修得するためには、
　授業（２時間）＋　教室外自己学習（予習２時間、復習２時間）×１学期１５回＝90時間分の学修が必要であることを意味しています。

・科目区分

授業科目の詳細
各授業科目の具体的な情報はシラバスで確認します。
シラバスには、授業の概要、講義の方法、各週の授業計画、成績評価の方法、使用するテキストなどの情報が記載されています。

共通科目
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科目区分

学部の枠を超えて履修する科目。

各学部・学科別に設置された科目。
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必修科目

選択必修科目
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科目分類

卒業までに必ず履修し修得しなければならない科目。

指定された科目群の中から科目を選択し、決められた科目数（単位数）以上を修得しなければならない科目。

自由に選択し単位を修得することが出来る科目。
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講　義

演　習

実　験

授業形態

教員が学生に対し、学問の内容を説明することにより知識を授ける授業形態。

教員の指導のもとに学生も討議・研究活動を行い発表する授業形態。

見出した理論や仮説が正しいか、一定の条件で試してみる授業形態。

実　習 学んだ知識をもとに実際の場で学習する授業形態。

実　技 学んだ知識をもとに実地の技術や演技を行う授業形態。
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（4）学位の授与　

卒業のためには、次の３つの要件を充たさなければなりません。
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2年間の在学年数が必要です。休学期間は在学年数に含まれません。
在学年限（学生として本学に在籍できる最長年数）は休学期間を除き4年です。

・卒業要件単位を62単位以上修得する
各学科で定められた教育課程および履修方法によって、62単位以上を修得すること。
科目区分ごとに修得単位数などの履修要件が定められていますのでしっかり確認してください。

・授業料を納付する
定められた授業料を在学期間中に完納すること。

本学の卒業者には、学士の称号を授与します。学士の種類は次の通りです。

専攻区分 学士の名称

総合生活キャリア学科 短期大学士（総合生活）
短期大学部
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（1）履修相談・アドバイザー制度
履修に関する相談、質問などは学科のアドバイザー教員を訪ねてください。
履修登録をする際にはアドバイザーの承認が必要です。各学期の履修登録期間中にアドバイザーとの面談を行い、今後の学習の進め方などの
相談をしてください。
履修科目の選択、登録は、アドバイザーとの面談を参考にし、卒業要件および希望する免許・資格に必要な要件をしっかり理解したうえで、自らの
責任において行ってください。

（3）履修計画の立て方

●時間割を考える　巻末の履修登録票に履修希望科目を記入します。
・卒業要件を確認する
　自分の所属する学科、入学年度の卒業に必要な単位数を確認する。（62単位以上）
　各科目領域（教養科目、専門科目など）から卒業までに取得しなければならない単位数を確認する。

・必修科目の履修
　①まず、必修科目の開講日程を時間割で確認し、選択する。
　②次に、空いている時間に選択科目の中から希望科目を選択する。

・免許・資格要件の履修
　①自分が希望する免許、資格要件科目を確認してください。（P33「免許・資格」 参照）
　　免許・資格の要件科目によっては、卒業要件単位にならないものもありますので、計画的な履修が必要です。
　②免許・資格課程の科目を履修する際には別途履修費がかかるものがあります。詳細は教務課へ問い合わせください。

・講義内容の確認
　①シラバスで講義の概要、授業計画、到達目標、評価方法などを確認しましょう。
　②授業の第1回目はその科目の講義内容や授業計画をより詳しく説明しますので必ず出席しましょう。

●CAP 制（履修上限単位数）
　短期大学部の学生の履修上限単位数は年間48単位です。（幼児教育保育学科の保育士資格要件科目の内、必修科目は除く）

その他　履修上のルール

（2）履修登録の流れ

この「スタディガイド」、「授業時間割」、「シラバス」などの関係書類を準備します。
開講時間、授業概要などをしっかり確認してください。準　備

自分のキャリアプランを考え履修計画を立てます。
卒業要件、希望する免許・資格要件をチェックしてください。
履修登録単位数には上限が設定されていますので、何単位まで履修できるかを確認してください。
履修科目を決定したら、巻末の「履修確認票」に記載しアドバイザーの承認を受けてください。

履修科目の間違いや漏れがあると、授業に出席し、試験を受けても単位修得は認められません。
この手続きは単位修得において最も重要な手続きです。細心の注意を払い、自分の責任で正確に
行うようにしてください。
登録期間等は、オリエンテーション資料やmanaba 等で確認してください。

履修計画

履修登録は「学生用Webサービス」によるWeb履修で行います。
履修登録エラーの警告メッセージがないことを確認してください。
指定された期間内に必ず登録をしてください。
履修登録は学内・学外どこのPCからでも登録ができます。

履修登録

「学生用Webサービス」で計画通りの科目が間違いなく履修されているかを確認してください。
履修登録期間中はWebにて自由に履修変更することができます。確　認

すべての科目は、履修可能な学年が指定されています。時間割、シラバスで確認してください。（自分より上の学
年に配当されている授業科目を履修することはできません。）
各年次に配当されている授業科目は、基本的にその年次で履修するようにしましょう。特に必修科目については、
必ず当該年次で履修してください。

配当年次

科目によって、履修可能な学科・クラスが指定されています、時間割に従い履修してください。また、科目によって
は、科目独自のクラス編成で開講する場合がありますので、時間割を確認しましょう。

学科・クラス指定

過年度に「不可」の科目は、再度履修登録することができます。
すでに修得済みの科目を、再度履修登録することはできません。

再履修

他学科および札幌国際大学で履修できる科目は、時間割・シラバスに表示しています。
最高16単位まで、修得した単位を卒業要件に加えることができます。

他学部・他学科の
科目履修

下の学年のカリキュラムが改正されて、科目名や単位数、科目の領域区分（例：学科基礎科目、専門科目等）など
が変わることがあります。
自分の入学年度カリキュラムの科目と同じ名称の科目を履修する場合は、科目領域、単位数ともに自分の入学
年度カリキュラムのものとして適用されます。
自分の入学年度カリキュラムにない下の学年の科目は履修できません。

改正された所属学科の
下の学年の科目を履
修する場合の取扱い

履修登録できない科目（自分で履修登録をしなくてもよい科目）
集中講義科目：別途履修期間を設けています。（春学期は6月下旬、秋学期は11 月下旬にご案内します）
インターンシップ科目、札幌圏単位互換科目、放送大学単位互換科目、海外研修関係科目：受講決定後、教務課で登録します
その他：教務課から指示のある科目

（4）履修登録　
履修登録は「学生用Webサービス」を利用して行います。学内・学外どこからでもアクセスして登録ができます。
登録方法はP21からの「学生用Webサービス利用方法」で確認してください。

●シラバスの見方
シラバスとは
シラバスとは、各授業科目の概要（講義方法、授業計画、到達目標、試験・成績評価方法、テキスト・参考文献、事前事後学習など）が記されたものです。
シラバスに記載された内容をよく理解し、授業に臨んでください。

シラバスの見方
シラバスはインターネットで閲覧できます。
いずれかの方法でアクセスできます。
①学外からのアクセス　本学HP（https://www.siu.ac.jp/）→「教育活動」→「授業の概要」
②学内からのアクセス　学内HP（SIU学内ポータルページ）→「学生ポータルサイト」→「WEBシラバス」
③ブラウザを立ち上げ、アドレス欄に直接以下のアドレスを入力する。　https://www2.siu.ac.jp/syllabus/

シラバスの検索方法
各科目のシラバスは、以下の条件で検索することができます。
①学部・学科から検索する
②担当教員から検索する
③フリーワードから検索する

留学生は母国語を履修できません。留学生

2023

春学期：4月4日（火）～4月21日（金）
秋学期：10月3日（火）～10月20日（金）

（5）履修登録期間

春学期：5月15日（月）～5月19日（金）
秋学期：11月13日（月）～11月17日（金）

（6）履修取消期間
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（1）履修相談・アドバイザー制度
履修に関する相談、質問などは学科のアドバイザー教員を訪ねてください。
履修登録をする際にはアドバイザーの承認が必要です。各学期の履修登録期間中にアドバイザーとの面談を行い、今後の学習の進め方などの
相談をしてください。
履修科目の選択、登録は、アドバイザーとの面談を参考にし、卒業要件および希望する免許・資格に必要な要件をしっかり理解したうえで、自らの
責任において行ってください。

（3）履修計画の立て方

●時間割を考える　巻末の履修登録票に履修希望科目を記入します。
・卒業要件を確認する
　自分の所属する学科、入学年度の卒業に必要な単位数を確認する。（62単位以上）
　各科目領域（教養科目、専門科目など）から卒業までに取得しなければならない単位数を確認する。

・必修科目の履修
　①まず、必修科目の開講日程を時間割で確認し、選択する。
　②次に、空いている時間に選択科目の中から希望科目を選択する。

・免許・資格要件の履修
　①自分が希望する免許、資格要件科目を確認してください。（P33「免許・資格」 参照）
　　免許・資格の要件科目によっては、卒業要件単位にならないものもありますので、計画的な履修が必要です。
　②免許・資格課程の科目を履修する際には別途履修費がかかるものがあります。詳細は教務課へ問い合わせください。

・講義内容の確認
　①シラバスで講義の概要、授業計画、到達目標、評価方法などを確認しましょう。
　②授業の第1回目はその科目の講義内容や授業計画をより詳しく説明しますので必ず出席しましょう。

●CAP 制（履修上限単位数）
　短期大学部の学生の履修上限単位数は年間48単位です。（幼児教育保育学科の保育士資格要件科目の内、必修科目は除く）

その他　履修上のルール

（2）履修登録の流れ

この「スタディガイド」、「授業時間割」、「シラバス」などの関係書類を準備します。
開講時間、授業概要などをしっかり確認してください。準　備

自分のキャリアプランを考え履修計画を立てます。
卒業要件、希望する免許・資格要件をチェックしてください。
履修登録単位数には上限が設定されていますので、何単位まで履修できるかを確認してください。
履修科目を決定したら、巻末の「履修確認票」に記載しアドバイザーの承認を受けてください。

履修科目の間違いや漏れがあると、授業に出席し、試験を受けても単位修得は認められません。
この手続きは単位修得において最も重要な手続きです。細心の注意を払い、自分の責任で正確に
行うようにしてください。
登録期間等は、オリエンテーション資料やmanaba 等で確認してください。

履修計画

履修登録は「学生用Webサービス」によるWeb履修で行います。
履修登録エラーの警告メッセージがないことを確認してください。
指定された期間内に必ず登録をしてください。
履修登録は学内・学外どこのPCからでも登録ができます。

履修登録

「学生用Webサービス」で計画通りの科目が間違いなく履修されているかを確認してください。
履修登録期間中はWebにて自由に履修変更することができます。確　認

すべての科目は、履修可能な学年が指定されています。時間割、シラバスで確認してください。（自分より上の学
年に配当されている授業科目を履修することはできません。）
各年次に配当されている授業科目は、基本的にその年次で履修するようにしましょう。特に必修科目については、
必ず当該年次で履修してください。

配当年次

科目によって、履修可能な学科・クラスが指定されています、時間割に従い履修してください。また、科目によって
は、科目独自のクラス編成で開講する場合がありますので、時間割を確認しましょう。

学科・クラス指定

過年度に「不可」の科目は、再度履修登録することができます。
すでに修得済みの科目を、再度履修登録することはできません。

再履修

他学科および札幌国際大学で履修できる科目は、時間割・シラバスに表示しています。
最高16単位まで、修得した単位を卒業要件に加えることができます。

他学部・他学科の
科目履修

下の学年のカリキュラムが改正されて、科目名や単位数、科目の領域区分（例：学科基礎科目、専門科目等）など
が変わることがあります。
自分の入学年度カリキュラムの科目と同じ名称の科目を履修する場合は、科目領域、単位数ともに自分の入学
年度カリキュラムのものとして適用されます。
自分の入学年度カリキュラムにない下の学年の科目は履修できません。

改正された所属学科の
下の学年の科目を履
修する場合の取扱い

履修登録できない科目（自分で履修登録をしなくてもよい科目）
集中講義科目：別途履修期間を設けています。（春学期は6月下旬、秋学期は11 月下旬にご案内します）
インターンシップ科目、札幌圏単位互換科目、放送大学単位互換科目、海外研修関係科目：受講決定後、教務課で登録します
その他：教務課から指示のある科目

（4）履修登録　
履修登録は「学生用Webサービス」を利用して行います。学内・学外どこからでもアクセスして登録ができます。
登録方法はP21からの「学生用Webサービス利用方法」で確認してください。

●シラバスの見方
シラバスとは
シラバスとは、各授業科目の概要（講義方法、授業計画、到達目標、試験・成績評価方法、テキスト・参考文献、事前事後学習など）が記されたものです。
シラバスに記載された内容をよく理解し、授業に臨んでください。

シラバスの見方
シラバスはインターネットで閲覧できます。
いずれかの方法でアクセスできます。
①学外からのアクセス　本学HP（https://www.siu.ac.jp/）→「教育活動」→「授業の概要」
②学内からのアクセス　学内HP（SIU学内ポータルページ）→「学生ポータルサイト」→「WEBシラバス」
③ブラウザを立ち上げ、アドレス欄に直接以下のアドレスを入力する。　https://www2.siu.ac.jp/syllabus/

シラバスの検索方法
各科目のシラバスは、以下の条件で検索することができます。
①学部・学科から検索する
②担当教員から検索する
③フリーワードから検索する

留学生は母国語を履修できません。留学生

2023

春学期：4月4日（火）～4月21日（金）
秋学期：10月3日（火）～10月20日（金）

（5）履修登録期間

春学期：5月15日（月）～5月19日（金）
秋学期：11月13日（月）～11月17日（金）

（6）履修取消期間
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（1）セメスター制度
春学期：４月１日から９月30日まで　　秋学期：10月１日から翌年３月３１日まで
セメスター制度とは、半年間の学期ごとに授業が完結し、単位を修得する制度で、授業は春学期と秋学期に分けて開講されます。
各授業科目は、学期毎に15週にわたり行います。2年間は、 合計4つの学期に分けられることになります。
計画的に単位を修得していくことにより、授業以外の活動（留学、ボランティア、就職活動等）に集中して時間を費やすことも可能です。

　①座席は特に指定がない場合、前から詰めて座りましょう。
　③指示とは異なる言動をして授業を妨げない。
　⑤授業にふさわしい服装、身だしなみで授業に臨みましょう。
　⑦授業中は、教員が許可した場合を除き、携帯電話・スマートフォンなどの
　　電源を切るかマナーモードにすること。
　⑨ゴミは所定の場所に分別して捨てましょう。

②必要のない私語をしない。
④居眠りをしない。
⑥授業中の飲食は禁止します。
⑧教室内の整理整頓に努めること。

⑩机、椅子などに落書きをしない。

（3）受講上の注意
授業を活性化させるためには、教員だけではなく学生のみなさんも主体的にかかわることが必要です
受講マナーを身につけ、互いに快適な学習環境をつくりましょう！

・学習へ主体的・能動的に取り組む
　①単位制度を理解し、事前学習、事後学習をしっかり行いましょう。
　②自分の意見を述べる、理解できなかったことは授業内で質問するなど、授業に集中し積極的に参加しましょう。

・受講マナー

・授業評価アンケート
　本学では、教育内容・教授方法を改善・向上させることを目的に各学期ごとに授業評価を行なっています。
　学生が教員の評価を行うと同時に学生自身についての自己評価を行います。調査は、統計的に処理され、自分の名前が教員に知られたり、
　成績上不利に扱われたりすることはありません。
　（P16札幌国際大学学生受講心得 参照）

（2）授業時間
１講目 9:00～10:30
2講目 10:40～12:10
昼休み 12:10～13:00
3講目 13:00～14:30
4講目 14:40～16:10
5講目 16:20～17:50
6講目 18:20～19:50
7講目 20:00～21:30

・オフィスアワー
本学では、授業科目等に関する学生の質問・相談に応じるための時間として、教員が予め示す特定の
時間帯である「オフィスアワー」を設けています。
学生は、基本的に予約なしで研究室を訪問することができます。
専任教員のオフィスアワーは、manaba、または研究室のドア等に掲示しています。
非常勤講師については、授業終了後に教室で質問を受け付けます。

（4）休講、補講、教室変更
・やむを得ない事情により授業をおこなえない場合は休講とします。
・授業開始後20分を経過して、科目担当者から連絡がない場合は休講とします。
・授業が休講となった場合は補講を行います。補講日は別途お知らせします。

休講、補講、教室変更の連絡方法
①本学ホームページ
　https://www.siu.ac.jp
②２号館２階 学生ホール
③manaba
※いずれも、毎日できれば複数回確認する習慣をつけてください。
※急な変更については情報提供が間に合わない場合があります。

●単位認定の原則

（5）授業の出席・欠席

科目の単位は、原則として授業のすべてに出席し、事前事後の自己学習を含めた学習に対して認められます。
病気などによりやむを得ず欠席したとしても、学習内容の理解と習得には３分の２以上の出席が必要です。
欠席回数が3分の1を超えると、その授業科目の単位は認定されません。（「不可」）

●授業の実施方法
授業には、大学の教室内で受講する従来の「対面授業」と遠隔システム（Zoom）を用いて自宅等で受講する「遠隔授業」があります。
自分が受講する授業が「対面」なのか「遠隔」なのかを授業時間割等で確認してください。時間割の教室欄に「遠隔」の表記がある授業
科目が遠隔授業です。なお、学期途中に変更になる場合がありますので担当教員の指示に従ってください。

【遠隔授業で用いるZoom の準備】

初めてZoomを利用するときは、以下の手順に従いZoomアカウントのアクティベート、インストール及びサインアップを行ってくださ
い。詳細は、遠隔授業関連特設サイト（https://siu-online.jp/）をご覧ください。

1）Zoomアカウントのアクティベート
学生のZoomアカウントは大学から配付された学生用メールアドレス（学生番号@ss.siu.ac.jp）です（CAMPUS 
GUIDE「学生用メールアドレス」ページ参照）。

① 学生用メールアドレスにZoomのアカウント招待メールが届いています。
② メール本文の「Zoomアカウントのアクティベート」をクリックします。
③ 「パスワードでサインアップ」をクリックします。
④ Zoomのサイトに繋がります。必要事項を記入し、「続ける」をクリックします。
※「名」欄には学生番号、「姓」欄にはフルネーム、パスワードには学生用メールアドレスのパスワードを入力します。

2）Zoomクライアントのインストールとサインイン
① Zoomのサイト（https://zoom.us/）にアクセ
スします。

② サイトのフッター（一番下）にある「ミーティング
クライアント」をクリックします。

③ ダウンロードセンターからミーティング用
Zoomクライアントの「ダウンロード」をクリック
するとZoomクライアントがダウンロードされパ
ソコンにインストールされます。

④ Zoomクライアントを起動し「サインイン」をク
リックします。

⑤ 「メールアドレス」欄に学生用メールアドレス、
「パスワード」欄に学生用メールアドレスのパス
ワードを入力し「サインイン」をクリックします。
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（1）セメスター制度
春学期：４月１日から９月30日まで　　秋学期：10月１日から翌年３月３１日まで
セメスター制度とは、半年間の学期ごとに授業が完結し、単位を修得する制度で、授業は春学期と秋学期に分けて開講されます。
各授業科目は、学期毎に15週にわたり行います。2年間は、 合計4つの学期に分けられることになります。
計画的に単位を修得していくことにより、授業以外の活動（留学、ボランティア、就職活動等）に集中して時間を費やすことも可能です。

　①座席は特に指定がない場合、前から詰めて座りましょう。
　③指示とは異なる言動をして授業を妨げない。
　⑤授業にふさわしい服装、身だしなみで授業に臨みましょう。
　⑦授業中は、教員が許可した場合を除き、携帯電話・スマートフォンなどの
　　電源を切るかマナーモードにすること。
　⑨ゴミは所定の場所に分別して捨てましょう。

②必要のない私語をしない。
④居眠りをしない。
⑥授業中の飲食は禁止します。
⑧教室内の整理整頓に努めること。

⑩机、椅子などに落書きをしない。

（3）受講上の注意
授業を活性化させるためには、教員だけではなく学生のみなさんも主体的にかかわることが必要です
受講マナーを身につけ、互いに快適な学習環境をつくりましょう！

・学習へ主体的・能動的に取り組む
　①単位制度を理解し、事前学習、事後学習をしっかり行いましょう。
　②自分の意見を述べる、理解できなかったことは授業内で質問するなど、授業に集中し積極的に参加しましょう。

・受講マナー

・授業評価アンケート
　本学では、教育内容・教授方法を改善・向上させることを目的に各学期ごとに授業評価を行なっています。
　学生が教員の評価を行うと同時に学生自身についての自己評価を行います。調査は、統計的に処理され、自分の名前が教員に知られたり、
　成績上不利に扱われたりすることはありません。
　（P16札幌国際大学学生受講心得 参照）

（2）授業時間
１講目 9:00～10:30
2講目 10:40～12:10
昼休み 12:10～13:00
3講目 13:00～14:30
4講目 14:40～16:10
5講目 16:20～17:50
6講目 18:20～19:50
7講目 20:00～21:30

・オフィスアワー
本学では、授業科目等に関する学生の質問・相談に応じるための時間として、教員が予め示す特定の
時間帯である「オフィスアワー」を設けています。
学生は、基本的に予約なしで研究室を訪問することができます。
専任教員のオフィスアワーは、manaba、または研究室のドア等に掲示しています。
非常勤講師については、授業終了後に教室で質問を受け付けます。

（4）休講、補講、教室変更
・やむを得ない事情により授業をおこなえない場合は休講とします。
・授業開始後20分を経過して、科目担当者から連絡がない場合は休講とします。
・授業が休講となった場合は補講を行います。補講日は別途お知らせします。

休講、補講、教室変更の連絡方法
①本学ホームページ
　https://www.siu.ac.jp
②２号館２階 学生ホール
③manaba
※いずれも、毎日できれば複数回確認する習慣をつけてください。
※急な変更については情報提供が間に合わない場合があります。

●単位認定の原則

（5）授業の出席・欠席

科目の単位は、原則として授業のすべてに出席し、事前事後の自己学習を含めた学習に対して認められます。
病気などによりやむを得ず欠席したとしても、学習内容の理解と習得には３分の２以上の出席が必要です。
欠席回数が3分の1を超えると、その授業科目の単位は認定されません。（「不可」）

●授業の実施方法
授業には、大学の教室内で受講する従来の「対面授業」と遠隔システム（Zoom）を用いて自宅等で受講する「遠隔授業」があります。
自分が受講する授業が「対面」なのか「遠隔」なのかを授業時間割等で確認してください。時間割の教室欄に「遠隔」の表記がある授業
科目が遠隔授業です。なお、学期途中に変更になる場合がありますので担当教員の指示に従ってください。

【遠隔授業で用いるZoom の準備】

初めてZoomを利用するときは、以下の手順に従いZoomアカウントのアクティベート、インストール及びサインアップを行ってくださ
い。詳細は、遠隔授業関連特設サイト（https://siu-online.jp/）をご覧ください。

1）Zoomアカウントのアクティベート
学生のZoomアカウントは大学から配付された学生用メールアドレス（学生番号@ss.siu.ac.jp）です（CAMPUS 
GUIDE「学生用メールアドレス」ページ参照）。

① 学生用メールアドレスにZoomのアカウント招待メールが届いています。
② メール本文の「Zoomアカウントのアクティベート」をクリックします。
③ 「パスワードでサインアップ」をクリックします。
④ Zoomのサイトに繋がります。必要事項を記入し、「続ける」をクリックします。
※「名」欄には学生番号、「姓」欄にはフルネーム、パスワードには学生用メールアドレスのパスワードを入力します。

2）Zoomクライアントのインストールとサインイン
① Zoomのサイト（https://zoom.us/）にアクセ
スします。

② サイトのフッター（一番下）にある「ミーティング
クライアント」をクリックします。

③ ダウンロードセンターからミーティング用
Zoomクライアントの「ダウンロード」をクリック
するとZoomクライアントがダウンロードされパ
ソコンにインストールされます。

④ Zoomクライアントを起動し「サインイン」をク
リックします。

⑤ 「メールアドレス」欄に学生用メールアドレス、
「パスワード」欄に学生用メールアドレスのパス
ワードを入力し「サインイン」をクリックします。
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3）ログインすると、manabaのマイページが開きます。
①お知らせ
全学に関するお知らせが表示されます。
②コース一覧
・manabaでは授業科目のことを「コース」と呼ん
でいます。
・必要なコースを選択し、担当教員の指示に従って
操作してください。
・学生用WEBサービスで履修申請した授業科目
（コース）が表示されます（STUDY GUIDE「学生
用WEBサービス」利用方法の履修申請を参照）。
・履修申請していない授業科目はmanaba上に表
示されません。あらかじめ履修申請をしたうえで
受講してください。
・学生用WEBサービスで履修申請した授業科目の
情報は翌日にmanabaに反映されます。余裕を
もって申請するよう心掛けてください。
③マニュアル
詳しい操作方法を知りたい場合には「マニュアル」
をクリックしてください。「学生用マニュアル」が表
示されます。

①
②

③

4）「大学からのお知らせ」は、全学生を対象にした特別なコースです。
　 日々、情報がアップされますので、毎日確認してください。

①全体や一部のグループを対象としたニュースを
掲載します。
②SIU学内ポータルページへのリンク、年間計画
表、教員の研究室などが確認できます。
③時間割、WEBシラバス、休講情報、教室変更、公
認欠席、教科書販売など授業に関する情報が確
認できます。
④定期試験、追試験、再試験に関することが確認で
きます。
⑤キャンパスガイド、スタディガイドなどを確認でき
ます。
⑥教職課程履修者向けの情報確認、教職履修カル
テのダウンロードができます。
⑦本学の海外留学制度、国内留学制度、札幌圏大
学単位互換制度などについて確認できます。
⑧各種奨学金に関する情報が確認できます。
⑨学生サポートセンターからの情報が確認できま
す。

【遠隔授業の入り方】
遠隔授業へは「manabaの各授業科目のコース」から入室します。

●授業の受講準備
授業では、講義資料の提示やレポートの回収、出席確認などに利用できるクラウド型授業支援ツールの「manaba（マナバ）」を利用
することがあります。manabaはパソコンだけではなく、タブレット端末やスマートフォンからでも利用可能で、インターネット接続さ
えできれば、どこでも利用できます。授業でmanabaを利用するかどうかは担当教員の指示に従ってください。

【manaba のログイン方法】
1）学内ポータルページ（CAMPUS GUIDE「学内
ポータルページ」参照）の「manaba」のバナーを
クリックします。

もしくは札幌国際大学ＨＰ（https://www.siu.
ac . jp）の「学生生活」→「在学生の方へ」から、
「manaba」をクリックしても開くことができます。

2）ユーザーＩＤとパスワードを入力してログインをク
リックしてください。
※ユーザーＩＤは学生番号、パスワードは「Siu西暦
８桁の生年月日」（初期値）です。（S=大文字）

（パスワード例）生年月日：2000年４月8日→
Siu20000408

※2022年度以前の入学生については、現在のパ
スワードがそのまま利用できます。

①

② ③ ④ ⑤
⑥ ⑦ ⑧ ⑨

国際 太郎
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詳しい操作方法を知りたい場合には「マニュアル」
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示されます。

①
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②SIU学内ポータルページへのリンク、年間計画
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きます。
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クリックします。
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８桁の生年月日」（初期値）です。（S=大文字）

（パスワード例）生年月日：2000年４月8日→
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※2022年度以前の入学生については、現在のパ
スワードがそのまま利用できます。
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●授業の出席確認方法
授業の出席確認は、授業担当者が口頭で行う場合、受講カードで行う場合、manabaのオプション機能である「respon（レスポン）」
で行う場合があります。どの方法で出席確認を行うかは授業担当者の指示に従ってください。

【受講カードの書き方】

responは授業中に出席確認をしたり、アンケートができる
スマホアプリです。授業中に教員が示す9桁の受付番号を
responに入力することで出席確認やアンケートの画面が表示されます。

1）responアプリの準備
responアプリは無料です。App Store、もしくはGoogle Playか
らダウンロードして、授業が始まる前に設定を完了してください。
responアプリの設定方法は、manabaにログインして「教務関連
事項のお知らせ」-「授業に関する情報」-「responによる出席確認」
に掲載している「responアプリの準備方法」を確認してください。

2）出席確認方法
responアプリを起動し、教員が示す9桁の番号を入力して「GO」
をタップします。
科目名及び担当者が表示されますので確認して「提出」をタップし
ます。
送信完了メッセージが表示されます。

【respon による出席確認】

受講カードは、ボールペン、鉛筆どれでも記入可能です。
必要事項をすべて記入してください。ただしくマークされていない場合は出席が無効になることがあります。

マークシートになっているので、それぞれの番号を
はみ出さないように塗りつぶしてください。
間違えた場合は跡が残らないように、きれいに消してください。

学生番号を8桁で記載

自分の名前を正確に記載

学科・学年を正確に記載

授業科目名を正確に記載

授業の日時を正確に記載

※1　 学校保健安全法施行規則第 18条において第１種～第３種の学校が予防すべき感染症
　　　第１種　エボラ出血熱、クリミア･コンゴ出血熱、痘そう、南米出血熱、ペスト、マールブルグ病、ラッサ熱、急性灰白髄炎、ジフテリア、重症急性呼吸器症候群、
　　　　　　  鳥インフルエンザ及び新型コロナウイルス感染症
　　　　　  　出席停止期間：治癒するまで
　　　第２種　インフルエンザ ( 鳥インフルエンザを除く)、百日咳、麻疹、流行性耳下腺炎、風疹、水痘、咽頭結膜熱、結核及び髄膜炎菌性髄膜炎
　　　　　　  出席停止期間：次の期間。ただし、医師の判断により、この限りではない。
 イ インフルエンザ（鳥インフルエンザ除く）発症後５日を経過し、かつ解熱した後２日まで
 ロ 百日咳　特有の咳が消失、または5日間の抗菌性物質製剤による治療終了まで
 ハ 麻疹　解熱後３日を経過するまで
 ニ 流行性耳下腺炎　耳下腺の腫脹が出た後 5日経過し、かつ全身状態が良好になるまで
 ホ 風疹　発疹が消失するまで
 ヘ 水痘　すべての発疹が痂皮化するまで
  ト 咽頭結膜熱　主要症状が消退した後２日を経過するまで
 チ 結核及び髄膜炎菌性髄膜炎　医師の判断による
　　　第３種　コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症、腸チフス、パラチフス、流行性角結膜炎、急性出血性結膜炎、その他の感染症
　　　　　　  出席停止期間：医師の判断による
※2　 忌引きは葬儀の前後の欠席につき算出 (日・祝含む)。配偶者 10日、父母・子 7日、兄弟姉妹 5日、祖父母 3日、伯叔父母（おじ・おば）・曽祖父母 1日
※3　 学内団体の顧問が、年度当初に提出した活動に限ります。「旅行・出場等届」と一緒に参加学生分を一括して大会開催前に提出する必要があります。
※4　 就職試験を理由に欠席する場合は、あらかじめ「就職活動証明書」の用紙を受験する企業に持参して証明印をもらうことが必要です。
※5　 授業の出席に著しく困難を伴う場合で、軽症のものは含みません。学生教育研究災害傷害保険（学研災）に全員が加入していますので、事故に遭った場合は速やかに
　　　学生課に届け出ることが必要です。
　　　傷病証明書（本学様式）は大学ホームページからダウンロードすることができます。
※6　 入学時健康調査、または在籍中に新たに判明した障がいや病弱・虚弱等で本人より大学へ配慮申請のあったもの

●欠席の取り扱い
以下の表に該当する理由で授業を欠席する場合のみ、所定の「公認欠席届」を届け出てください。
【公認欠席とは】
以下の理由により授業を欠席する場合は、公認欠席として扱います。ただし、公認欠席として認められた理由により欠席した場合が含
まれていても、３分の２以上の出席がなければ単位は認定されません。特別な事情等により公認欠席が多くなる場合はあらかじめ
ご相談ください。

欠席理由 提出先

学生サポートセンター

届出期日

出席停止解除日より
1週間以内

学校保健安全法施行規則第 18 条に
規定する感染症にかかった場合（※1）

必要書類

傷病証明書（本学様式）または
感染症名と療養期間が入った診断書等

教務課 事前
裁判員候補者として裁判所に出向く場合
及び裁判員として職務に従事する場合

教務課 欠席日より1週間以内忌引き（※2） 香典返しの葉書等

教務課 欠席日より1週間以内天災・交通機関の障害による場合 公共交通機関の遅延証明書

学生サポートセンター 再登校日より1週間以内正課中・学内行事・通学中・部活動中の怪我（※5） 傷病証明書（本学様式）または
傷病名と療養期間が入った診断書等

教務課 事前その他特別な事情によるもの
（教務部の審査により認めるもの）

キャリア支援センター 欠席日より2週間以内就職試験（※4）、インターンシップ 就職活動証明書

教務課 事前

事前

学外における授業としての実習（教育実習、保育
実習、介護等実習等）

学生課課外活動（試合・公演・発表など）（※3） 大会等出場届、開催要項等

教務部の求める証明書

学生サポートセンター 再登校日より1週間以内通院時の病院領収書

裁判所が発行する証明書

障がいや病弱等に関わる定期検診・通院（※6）

●公認欠席届の提出方法
公認欠席届はWEB上でフォームから申請します。

①公認欠席届WEBサイトにアクセスします。
(学内ポータルページからも入ることができます)
　https://www2.siu.ac.jp/kouketsu/index.html

②該当の提出フォームから公認欠席届を送信します。

③１～３日ほど待つと「承認」か「非承認」のメールが届きます。

◆承認の場合はそのまま出席状況に反映されるのをお待ちください。（反映までは1～ 2週間程度）
◆非承認（拒否）の場合は、その理由がメールに記載されていますので確認してください。書類の不備などがあれば指示に従い用意してください。

公認欠席届WEBサイト

14

04

授
業
に
つ
い
て

授業について



●授業の出席確認方法
授業の出席確認は、授業担当者が口頭で行う場合、受講カードで行う場合、manabaのオプション機能である「respon（レスポン）」
で行う場合があります。どの方法で出席確認を行うかは授業担当者の指示に従ってください。

【受講カードの書き方】

responは授業中に出席確認をしたり、アンケートができる
スマホアプリです。授業中に教員が示す9桁の受付番号を
responに入力することで出席確認やアンケートの画面が表示されます。

1）responアプリの準備
responアプリは無料です。App Store、もしくはGoogle Playか
らダウンロードして、授業が始まる前に設定を完了してください。
responアプリの設定方法は、manabaにログインして「教務関連
事項のお知らせ」-「授業に関する情報」-「responによる出席確認」
に掲載している「responアプリの準備方法」を確認してください。

2）出席確認方法
responアプリを起動し、教員が示す9桁の番号を入力して「GO」
をタップします。
科目名及び担当者が表示されますので確認して「提出」をタップし
ます。
送信完了メッセージが表示されます。

【respon による出席確認】

受講カードは、ボールペン、鉛筆どれでも記入可能です。
必要事項をすべて記入してください。ただしくマークされていない場合は出席が無効になることがあります。

マークシートになっているので、それぞれの番号を
はみ出さないように塗りつぶしてください。
間違えた場合は跡が残らないように、きれいに消してください。

学生番号を8桁で記載

自分の名前を正確に記載

学科・学年を正確に記載

授業科目名を正確に記載

授業の日時を正確に記載

※1　 学校保健安全法施行規則第 18条において第１種～第３種の学校が予防すべき感染症
　　　第１種　エボラ出血熱、クリミア･コンゴ出血熱、痘そう、南米出血熱、ペスト、マールブルグ病、ラッサ熱、急性灰白髄炎、ジフテリア、重症急性呼吸器症候群、
　　　　　　  鳥インフルエンザ及び新型コロナウイルス感染症
　　　　　  　出席停止期間：治癒するまで
　　　第２種　インフルエンザ ( 鳥インフルエンザを除く)、百日咳、麻疹、流行性耳下腺炎、風疹、水痘、咽頭結膜熱、結核及び髄膜炎菌性髄膜炎
　　　　　　  出席停止期間：次の期間。ただし、医師の判断により、この限りではない。
 イ インフルエンザ（鳥インフルエンザ除く）発症後５日を経過し、かつ解熱した後２日まで
 ロ 百日咳　特有の咳が消失、または5日間の抗菌性物質製剤による治療終了まで
 ハ 麻疹　解熱後３日を経過するまで
 ニ 流行性耳下腺炎　耳下腺の腫脹が出た後 5日経過し、かつ全身状態が良好になるまで
 ホ 風疹　発疹が消失するまで
 ヘ 水痘　すべての発疹が痂皮化するまで
  ト 咽頭結膜熱　主要症状が消退した後２日を経過するまで
 チ 結核及び髄膜炎菌性髄膜炎　医師の判断による
　　　第３種　コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症、腸チフス、パラチフス、流行性角結膜炎、急性出血性結膜炎、その他の感染症
　　　　　　  出席停止期間：医師の判断による
※2　 忌引きは葬儀の前後の欠席につき算出 (日・祝含む)。配偶者 10日、父母・子 7日、兄弟姉妹 5日、祖父母 3日、伯叔父母（おじ・おば）・曽祖父母 1日
※3　 学内団体の顧問が、年度当初に提出した活動に限ります。「旅行・出場等届」と一緒に参加学生分を一括して大会開催前に提出する必要があります。
※4　 就職試験を理由に欠席する場合は、あらかじめ「就職活動証明書」の用紙を受験する企業に持参して証明印をもらうことが必要です。
※5　 授業の出席に著しく困難を伴う場合で、軽症のものは含みません。学生教育研究災害傷害保険（学研災）に全員が加入していますので、事故に遭った場合は速やかに
　　　学生課に届け出ることが必要です。
　　　傷病証明書（本学様式）は大学ホームページからダウンロードすることができます。
※6　 入学時健康調査、または在籍中に新たに判明した障がいや病弱・虚弱等で本人より大学へ配慮申請のあったもの

●欠席の取り扱い
以下の表に該当する理由で授業を欠席する場合のみ、所定の「公認欠席届」を届け出てください。
【公認欠席とは】
以下の理由により授業を欠席する場合は、公認欠席として扱います。ただし、公認欠席として認められた理由により欠席した場合が含
まれていても、３分の２以上の出席がなければ単位は認定されません。特別な事情等により公認欠席が多くなる場合はあらかじめ
ご相談ください。

欠席理由 提出先

学生サポートセンター

届出期日

出席停止解除日より
1週間以内

学校保健安全法施行規則第 18 条に
規定する感染症にかかった場合（※1）

必要書類

傷病証明書（本学様式）または
感染症名と療養期間が入った診断書等

教務課 事前
裁判員候補者として裁判所に出向く場合
及び裁判員として職務に従事する場合

教務課 欠席日より1週間以内忌引き（※2） 香典返しの葉書等

教務課 欠席日より1週間以内天災・交通機関の障害による場合 公共交通機関の遅延証明書

学生サポートセンター 再登校日より1週間以内正課中・学内行事・通学中・部活動中の怪我（※5） 傷病証明書（本学様式）または
傷病名と療養期間が入った診断書等

教務課 事前その他特別な事情によるもの
（教務部の審査により認めるもの）

キャリア支援センター 欠席日より2週間以内就職試験（※4）、インターンシップ 就職活動証明書

教務課 事前

事前

学外における授業としての実習（教育実習、保育
実習、介護等実習等）

学生課課外活動（試合・公演・発表など）（※3） 大会等出場届、開催要項等

教務部の求める証明書

学生サポートセンター 再登校日より1週間以内通院時の病院領収書

裁判所が発行する証明書

障がいや病弱等に関わる定期検診・通院（※6）

●公認欠席届の提出方法
公認欠席届はWEB上でフォームから申請します。

①公認欠席届WEBサイトにアクセスします。
(学内ポータルページからも入ることができます)
　https://www2.siu.ac.jp/kouketsu/index.html

②該当の提出フォームから公認欠席届を送信します。

③１～３日ほど待つと「承認」か「非承認」のメールが届きます。

◆承認の場合はそのまま出席状況に反映されるのをお待ちください。（反映までは1～ 2週間程度）
◆非承認（拒否）の場合は、その理由がメールに記載されていますので確認してください。書類の不備などがあれば指示に従い用意してください。

公認欠席届WEBサイト
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［札幌国際大学学生受講心得］
（目的）
第１条 本心得は札幌国際大学（短期大学部を含む。以下本学という）の授業等の受講にあたり、学生が留意すべき事項を定める。
（受講上の遵守事項）
第２条 学生は授業の受講に際し、次の事項を遵守しなければならない。
  （１）  授業を休まない。また、学期始めのオリエンテーションやその他の集会にも必ず参加すること。
  （２）  遅刻、無断退席をしない。特別な事情があって遅刻や途中退出する場合も、必ず授業担当教員に説明し、許可を得てから入退室すること。
  （３）  授業に集中し積極的に参加するため、以下の点を実行する。
　①   帽子を脱ぎ、コートやマフラー等は着用しない。ただし、授業担当教員が特別に許可した場合は許されるので、冬場などで特に教室が　
　　   寒冷の際あるいは風邪等のためコート着用が必要な場合は、授業担当教員の許可をもらうこと。
　②   座席は、前の席から詰めて座る。
　③   筆記用具を準備する。
　④   特に必要のない場合私語をしない。
　⑤   指示とは異なる言動をして、授業の進行を妨げない。
　⑥   居眠り等をせず、授業内容の理解に努める。
　⑦   学習にふさわしい服装、身だしなみで授業に臨む。
　⑧   飲食は慎む。教室内は、授業時間以外でも飲食が禁止されている。
　⑨   携帯電話等を使用しない。教室内では、機器の電源を切るかまたは着信音やバイブレーションで騒音を立てない設定にする。
　　　ただし、授業担当教員が必要を認める場合は、使用することができる。緊急連絡等が予想される場合は、授業開始前に授業担当教員の
　　　許可を得て、指示に従うこと。
　⑩   机上には学習用品以外のものを置かず、授業に集中する環境をつくる。
　⑪   かばんや荷物は椅子の下などに置く。非常時の安全のためにも、通路には置かない。
　⑫   教室内にゴミを捨てない。
　⑬   机や椅子等に落書きをしない。
  （４）  その他、教員が指示した事項
　２ 　学生が前項に抵触しその行為の程度が悪質な場合は、当該授業の受講停止を含めた厳しい措置を受けることがある。
（予習、復習）
第３条 学生は単位制の本旨に則り授業等の受講に際し、事前学習、事後学習を行わなければならない。
　２ 　事前学習や事後学習に対し、授業担当教員の特別の指示がある場合には、それに従うこと。
（出席確認）
第４条 原則として出席確認に際しては、授業担当教員の指示する方法（respon、受講カードなど）に従うこと。
　２ 　出席確認に際して、不正を行うこと（たとえば、responの受付番号の不正入手、受講カードを不正に記入し代返行為をするなど）は
　　　許されない。
　３ 　学生が出席確認に際して不正を行ったことが明らかになり、その行為の程度が悪質な場合は、厳しい措置を受けることがある。
（教員遅刻時）
第５条 授業担当教員が事前に連絡がなく教室に現れない場合でも、最低20 分は待機しなければならない
　　　（20 分以上来ない場合は休講となり、日を改めて補講が実施される）。
（授業評価）
第６条 学生には授業評価アンケートその他により各授業の評価および意見を、成績に影響しない形で表明する機会が適宜与えられるが、
　　　その場合、真摯かつ誠実に行わなければならない。
（授業への取り組み）
第７条 学生は授業に対し、あたう限り真剣かつ精力的に取り組まねばならない（教員による成績評価とは、学生の達成度だけではなく
　　　その姿勢も含めたものである）。
　２ 　正当な評価が与えられていないと思われる場合に学生は疑義を呈することができるが、その際真摯かつ誠実に、別途定められている　
　　   方法（STUDY GUIDEなどを参照）で、疑義を呈すること。

試験は学期末の一定期間に実施する定期試験（筆記試験）と、授業期間内に実施する試験（筆記試験、実技試験、レポート等）の二つに大別されます。
また科目によっては定期試験と授業期間内の試験の両方を行う場合と、授業期間内の試験だけを行う場合とがあります。科目の試験方法や評価基準な
どについては、シラバスで確認してください。

春学期：8月1日から4日まで　　　秋学期：1月31日から2月6日まで
定期試験を欠席し、かつ追試験の受験を認められなかった場合、当該科目は不可となります。

●受験資格
・受験科目を履修登録していること。
・授業実施回数の３分の２以上出席をしていること。 
・授業料等の諸費用を完納していること。

（1）定期試験
１講目 10:00～10:50
2講目 11:10～12:00
昼休み 12:00～12:50
3講目 12:50～13:40
4講目 14:00～14:50
5講目 15:10～16:00
6講目 16:20～17:10

●定期試験の時間割
試験開始の約１週間前に掲示
でお知らせします。
試験時間は、１科目50分です。

●定期試験受験上の注意（追試験・再試験を含む）
①机上に学生証を提示してください。忘れた場合、学生課で当日限りの仮学生証の発行を受けてください。
②机上には、筆記用具以外のものは置くことができません。（ペンケースも不可）
③試験場では監督者の指示に従ってください。
④遅刻者の入室を認めません。ただし、試験開始後20分以内に教務課で許可を受けた学生には許可証を発行します。
　許可証を持っている学生については入室を許可します。なお、試験開始後25分以降の入室はいかなる場合でも認めません。
⑤試験開始後25分以降の退室を許可します。
⑥答案用紙は、白紙の場合でも、学生番号と名前を記入して必ず提出してください。
⑦不正行為は絶対に禁止です。不正行為と認定された場合、定期試験期間内の全ての試験科目の単位を認めません。
　（P18試験の不正行為に関する取扱参照）
⑧携帯電話等の情報機器は電源を切ってカバンの中にしまってください。

●定期試験を欠席する場合
①やむを得ない事由で欠席する場合は、事前連絡が必要です。事後は認められません。欠席する科目の試験開始前に証明書等を添えて、
定期試験欠席届を教務課に提出してください。

②試験当日に緊急な事由で受験できない場合は、試験開始前に電話により教務課に申し出て、指示に従ってください。

札幌国際大学 代表電話　TEL（011）881－8844

【やむを得ない事由例と必要な証明書類】
・病気
・事故・忌引
・就職試験
・実習
・課外活動（体育系・文化系）等で大学を代表して学外活動に参加した場合
・雪害等で交通機関が遅れた場合
・天災その他やむを得ない事由

傷病証明書（本学書式）または診断書など
父母または保証人の証明書
就職活動に関する証明書
証明書
旅行・出場届
交通機関が発行する遅延証明書

…………………………………………………………………………………………
…………………………………………………………………………………
…………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………
………

………………………………………………………

【追試験を認めない事由例】

・具合が悪くて家で休養していた。
・交通機関が遅れ、途中でタクシーに乗り換えたが間に合わなかった。
・就職試験ではないが企業セミナーに出席した。
・試験終了後に連絡した。

病院の証明がないので認めない。
遅延証明書がないので認めない。
就職試験に限るので認めない。
事前に連絡しなかったので認めない。

………………………………………………………
……………

………………………………………
…………………………………………………………………

※なお、特別な事情があり、事前連絡ができなかった場合、理由や証明書の有無により、認められることがあります。

①春学期：8月7日・8日　　　秋学期：2月8日・9日
追試験は、やむを得ない事由で定期試験を受験できなかった者のうち、追試験受験資格の判定会議で受験を認められた者に対して
特別に行われる試験です。

②追試験の手続き
判定会議で受験を許可された者は、「追試験願」に追試験手数料（１科目につき400円）の証紙を貼付し教務課に提出してください。
追試験時間割は、SIU学内ポータルページ・manabaで確認してください。

●定期試験における追試験
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［札幌国際大学学生受講心得］
（目的）
第１条 本心得は札幌国際大学（短期大学部を含む。以下本学という）の授業等の受講にあたり、学生が留意すべき事項を定める。
（受講上の遵守事項）
第２条 学生は授業の受講に際し、次の事項を遵守しなければならない。
  （１）  授業を休まない。また、学期始めのオリエンテーションやその他の集会にも必ず参加すること。
  （２）  遅刻、無断退席をしない。特別な事情があって遅刻や途中退出する場合も、必ず授業担当教員に説明し、許可を得てから入退室すること。
  （３）  授業に集中し積極的に参加するため、以下の点を実行する。
　①   帽子を脱ぎ、コートやマフラー等は着用しない。ただし、授業担当教員が特別に許可した場合は許されるので、冬場などで特に教室が　
　　   寒冷の際あるいは風邪等のためコート着用が必要な場合は、授業担当教員の許可をもらうこと。
　②   座席は、前の席から詰めて座る。
　③   筆記用具を準備する。
　④   特に必要のない場合私語をしない。
　⑤   指示とは異なる言動をして、授業の進行を妨げない。
　⑥   居眠り等をせず、授業内容の理解に努める。
　⑦   学習にふさわしい服装、身だしなみで授業に臨む。
　⑧   飲食は慎む。教室内は、授業時間以外でも飲食が禁止されている。
　⑨   携帯電話等を使用しない。教室内では、機器の電源を切るかまたは着信音やバイブレーションで騒音を立てない設定にする。
　　　ただし、授業担当教員が必要を認める場合は、使用することができる。緊急連絡等が予想される場合は、授業開始前に授業担当教員の
　　　許可を得て、指示に従うこと。
　⑩   机上には学習用品以外のものを置かず、授業に集中する環境をつくる。
　⑪   かばんや荷物は椅子の下などに置く。非常時の安全のためにも、通路には置かない。
　⑫   教室内にゴミを捨てない。
　⑬   机や椅子等に落書きをしない。
  （４）  その他、教員が指示した事項
　２ 　学生が前項に抵触しその行為の程度が悪質な場合は、当該授業の受講停止を含めた厳しい措置を受けることがある。
（予習、復習）
第３条 学生は単位制の本旨に則り授業等の受講に際し、事前学習、事後学習を行わなければならない。
　２ 　事前学習や事後学習に対し、授業担当教員の特別の指示がある場合には、それに従うこと。
（出席確認）
第４条 原則として出席確認に際しては、授業担当教員の指示する方法（respon、受講カードなど）に従うこと。
　２ 　出席確認に際して、不正を行うこと（たとえば、responの受付番号の不正入手、受講カードを不正に記入し代返行為をするなど）は
　　　許されない。
　３ 　学生が出席確認に際して不正を行ったことが明らかになり、その行為の程度が悪質な場合は、厳しい措置を受けることがある。
（教員遅刻時）
第５条 授業担当教員が事前に連絡がなく教室に現れない場合でも、最低20 分は待機しなければならない
　　　（20 分以上来ない場合は休講となり、日を改めて補講が実施される）。
（授業評価）
第６条 学生には授業評価アンケートその他により各授業の評価および意見を、成績に影響しない形で表明する機会が適宜与えられるが、
　　　その場合、真摯かつ誠実に行わなければならない。
（授業への取り組み）
第７条 学生は授業に対し、あたう限り真剣かつ精力的に取り組まねばならない（教員による成績評価とは、学生の達成度だけではなく
　　　その姿勢も含めたものである）。
　２ 　正当な評価が与えられていないと思われる場合に学生は疑義を呈することができるが、その際真摯かつ誠実に、別途定められている　
　　   方法（STUDY GUIDEなどを参照）で、疑義を呈すること。

試験は学期末の一定期間に実施する定期試験（筆記試験）と、授業期間内に実施する試験（筆記試験、実技試験、レポート等）の二つに大別されます。
また科目によっては定期試験と授業期間内の試験の両方を行う場合と、授業期間内の試験だけを行う場合とがあります。科目の試験方法や評価基準な
どについては、シラバスで確認してください。

春学期：8月1日から4日まで　　　秋学期：1月31日から2月6日まで
定期試験を欠席し、かつ追試験の受験を認められなかった場合、当該科目は不可となります。

●受験資格
・受験科目を履修登録していること。
・授業実施回数の３分の２以上出席をしていること。 
・授業料等の諸費用を完納していること。

（1）定期試験
１講目 10:00～10:50
2講目 11:10～12:00
昼休み 12:00～12:50
3講目 12:50～13:40
4講目 14:00～14:50
5講目 15:10～16:00
6講目 16:20～17:10

●定期試験の時間割
試験開始の約１週間前に掲示
でお知らせします。
試験時間は、１科目50分です。

●定期試験受験上の注意（追試験・再試験を含む）
①机上に学生証を提示してください。忘れた場合、学生課で当日限りの仮学生証の発行を受けてください。
②机上には、筆記用具以外のものは置くことができません。（ペンケースも不可）
③試験場では監督者の指示に従ってください。
④遅刻者の入室を認めません。ただし、試験開始後20分以内に教務課で許可を受けた学生には許可証を発行します。
　許可証を持っている学生については入室を許可します。なお、試験開始後25分以降の入室はいかなる場合でも認めません。
⑤試験開始後25分以降の退室を許可します。
⑥答案用紙は、白紙の場合でも、学生番号と名前を記入して必ず提出してください。
⑦不正行為は絶対に禁止です。不正行為と認定された場合、定期試験期間内の全ての試験科目の単位を認めません。
　（P18試験の不正行為に関する取扱参照）
⑧携帯電話等の情報機器は電源を切ってカバンの中にしまってください。

●定期試験を欠席する場合
①やむを得ない事由で欠席する場合は、事前連絡が必要です。事後は認められません。欠席する科目の試験開始前に証明書等を添えて、
定期試験欠席届を教務課に提出してください。

②試験当日に緊急な事由で受験できない場合は、試験開始前に電話により教務課に申し出て、指示に従ってください。

札幌国際大学 代表電話　TEL（011）881－8844

【やむを得ない事由例と必要な証明書類】
・病気
・事故・忌引
・就職試験
・実習
・課外活動（体育系・文化系）等で大学を代表して学外活動に参加した場合
・雪害等で交通機関が遅れた場合
・天災その他やむを得ない事由

傷病証明書（本学書式）または診断書など
父母または保証人の証明書
就職活動に関する証明書
証明書
旅行・出場届
交通機関が発行する遅延証明書

…………………………………………………………………………………………
…………………………………………………………………………………
…………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………
………

………………………………………………………

【追試験を認めない事由例】

・具合が悪くて家で休養していた。
・交通機関が遅れ、途中でタクシーに乗り換えたが間に合わなかった。
・就職試験ではないが企業セミナーに出席した。
・試験終了後に連絡した。

病院の証明がないので認めない。
遅延証明書がないので認めない。
就職試験に限るので認めない。
事前に連絡しなかったので認めない。

………………………………………………………
……………

………………………………………
…………………………………………………………………

※なお、特別な事情があり、事前連絡ができなかった場合、理由や証明書の有無により、認められることがあります。

①春学期：8月7日・8日　　　秋学期：2月8日・9日
追試験は、やむを得ない事由で定期試験を受験できなかった者のうち、追試験受験資格の判定会議で受験を認められた者に対して
特別に行われる試験です。

②追試験の手続き
判定会議で受験を許可された者は、「追試験願」に追試験手数料（１科目につき400円）の証紙を貼付し教務課に提出してください。
追試験時間割は、SIU学内ポータルページ・manabaで確認してください。

●定期試験における追試験
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（2）GPA制度
GPAは科目毎の成績評価に対し0.0～４.0点のグレードポイント（GP）をつけ、1単位当たりの平均成績評価点を算出したものです（履修を
途中で放棄した場合も不合格科目と同様の扱いとします）。
GPA制度は学習を効果的に進め、その質を高めるため導入されました。学生の成績を数値化することで、客観的に学習結果をモニターする
ことができます。
学生にとってのメリットは、自分の能力や意欲に合わせて履修を行い、学習効果をあげることができることです。また、大学側にとっては学生
のGPAを参考にし、各学生の目標に応じた学修指導や進路指導を効果的に行うことができます。
GPA制度のもとでは、学生は一度登録した科目は責任をもって履修することが求められます。

GPAはGPと履修単位数によって算定されます。GPAは該当する学期で履修登録した科目のGPに単位数をかけたものの総和を履修登
録した科目の総単位数で除したものです。

GPA の算出方法

GPA　＝
（A科目GP×A科目単位数）＋（B科目GP×B科目単位数）・・・  ＋  （ｎ科目ＧＰ×ｎ科目単位数）

Ａ科目単位数＋Ｂ科目単位数･･･  ＋  ｎ科目単位数

●本学ではGPA制度を履修登録単位数の上限を定めたCAP制、奨学金貸与資格、教職課程履修資格、留学の選抜などに利用しています。
GPA の活用方法

●〔学修支援プログラム〕
成績不振の学生は、学修支援プログラムの対象になります。
成績不振とは、学期のGPAが1.0未満になるか、あるいは修得単位数が著しく少ない（１２単位以下）のことを指します。
内容：定期的に本学の担当教職員と面談を行い、学習・学生生活に対する助言及び指導を行います。

2期連続で成績不振となった場合、保証人を含めた三者面談を行います。学業継続が極めて困難と判断される場合は、退学を含
めた進路再考を促すことがあります。（札幌国際大学・札幌国際大学短期大学部GPA運用規定による）

（1）成績評価基準
成績評価は、優＋、優、良、可、不可をもって表し、優＋、優、良、可を合格とし単位を認定します。不可は単位が認定されません。
成績の評価は、それぞれ科目で示された方法により判定された総合点に従って決まります。それぞれの科目の評価基準は「シラバス」で確認し
てください。

優＋

優

良

可

認定

不可

成績
評価

合　格

不合格

90～100

80～ 89

70～ 79

60～ 69

ー

0～ 59

総合点

4.0

3.0

2.0

1.0

(対象外)

0.0

ＧＰ 備　考

他大学等で取得した単位の認定等

定期試験放棄を含む

判定内容

特に優れた成績

優れた成績

妥当と認められる成績

合格と認められる最低限度の成績

不合格

目標は「良」以上
合格点は60点以上になりますが、これは合格と認められる最低の成績であって、70点以上がその科目の達成目標を満たす成績と考え
ています。
みなさんが「良」以上の成績を修めればその科目を概ね理解できていると考えられ、次の学びにつながることになります。
みなさんが常に「良」以上の成績が修められることを期待します。

不合格になった科目は、次年度以降に再履修することができます。
短期大学部開講科目の再試科目に合格した場合、結果に関わらず成績評価は「可」（GPは1.0）になります。

授業科目担当教員が任意で平常授業時間内に行う試験です。筆記試験、実技試験、レポートなどの方法があります。それぞれ科目担当者の
指示に従ってください。授業内で行われる試験についても定期試験の実施に準じて行います。
授業内に実施する試験のうち、実技試験、レポート等の実施については、授業担当者の指示に従ってください。

●授業内で行われる筆記試験の注意
①机上には原則として学生証を提示してください。忘れた場合、学生課で当日限りの仮学生証の発行を受けてください。
②机上には、筆記用具以外のものは置くことができません。（ペンケースも不可）。
③試験の際は授業担当者の指示に従ってください。
④やむを得ない事由で遅れた場合は授業担当教員の指示に従ってください。
⑤答案用紙は、白紙の場合でも、学生番号と名前を記入して必ず提出してください。
⑥不正行為と認定された場合、この科目の単位を認めません。
⑦携帯電話等の情報機器は電源を切ってカバンの中にしまってください。

●授業内試験を欠席する場合
①やむを得ない事由で欠席する場合は事前連絡が必要です。事後は認められません。欠席する科目の試験開始前に授業担当教員に
　申し出てください。
②試験当日に緊急な事由で欠席する場合は、試験開始前に教務課に申し出て指示に従ってください。
③授業内で行われる試験を欠席した場合の措置は、授業担当教員の指示に従ってください。

●レポートの提出について
授業科目において、レポート提出を求められた際には、所定の期限までに指定された場所に提出してください。

（2）授業内で行われる試験

出席不足・定期試験放棄を除き、総合点が59点以下の者に対して行う試験です。
「単位確認日」に再試験時間割をSIU学内ポータルページ・manabaで確認してください。
所定の期間内に、「再試験願」に再試験手数料（１科目につき1,000円）の証紙を貼付し教務課に提出してください。

春学期：9月11日・12日　　　秋学期：2月21日・22日

（3）再試験

［試験の不正行為に関する取扱］
（目的）
第１条：この取扱は、札幌国際大学の試験の不正行為に関して必要な事項を定める。
（不正行為）
第２条：不正行為とは、次の行為をいう。
①他人に受験させ、また他人の代わりに受験する行為
②カンニングペーパー等を使用する行為
③答案用紙を交換する行為
④あらかじめ所持品その他に、受験科目に関する内容を記入し使用する行為
⑤その他不正な手段を用いて受験する行為
（単位の認定）
第３条：定期試験で不正行為が認定された場合は、定期試験期間内の全ての科目の単位を認定しない。また、授業期間内に行われ
る試験で不正行為が認定された場合は、当該科目の単位を認定しない。
（処分）
第４条：試験で不正行為と認定された場合は、学則に基づき懲戒を行うことがある。
（雑則）
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（2）GPA制度
GPAは科目毎の成績評価に対し0.0～４.0点のグレードポイント（GP）をつけ、1単位当たりの平均成績評価点を算出したものです（履修を
途中で放棄した場合も不合格科目と同様の扱いとします）。
GPA制度は学習を効果的に進め、その質を高めるため導入されました。学生の成績を数値化することで、客観的に学習結果をモニターする
ことができます。
学生にとってのメリットは、自分の能力や意欲に合わせて履修を行い、学習効果をあげることができることです。また、大学側にとっては学生
のGPAを参考にし、各学生の目標に応じた学修指導や進路指導を効果的に行うことができます。
GPA制度のもとでは、学生は一度登録した科目は責任をもって履修することが求められます。

GPAはGPと履修単位数によって算定されます。GPAは該当する学期で履修登録した科目のGPに単位数をかけたものの総和を履修登
録した科目の総単位数で除したものです。

GPA の算出方法

GPA　＝
（A科目GP×A科目単位数）＋（B科目GP×B科目単位数）・・・  ＋  （ｎ科目ＧＰ×ｎ科目単位数）

Ａ科目単位数＋Ｂ科目単位数･･･  ＋  ｎ科目単位数

●本学ではGPA制度を履修登録単位数の上限を定めたCAP制、奨学金貸与資格、教職課程履修資格、留学の選抜などに利用しています。
GPA の活用方法

●〔学修支援プログラム〕
成績不振の学生は、学修支援プログラムの対象になります。
成績不振とは、学期のGPAが1.0未満になるか、あるいは修得単位数が著しく少ない（１２単位以下）のことを指します。
内容：定期的に本学の担当教職員と面談を行い、学習・学生生活に対する助言及び指導を行います。

2期連続で成績不振となった場合、保証人を含めた三者面談を行います。学業継続が極めて困難と判断される場合は、退学を含
めた進路再考を促すことがあります。（札幌国際大学・札幌国際大学短期大学部GPA運用規定による）

（1）成績評価基準
成績評価は、優＋、優、良、可、不可をもって表し、優＋、優、良、可を合格とし単位を認定します。不可は単位が認定されません。
成績の評価は、それぞれ科目で示された方法により判定された総合点に従って決まります。それぞれの科目の評価基準は「シラバス」で確認し
てください。

優＋

優

良

可

認定

不可

成績
評価

合　格

不合格

90～100

80～ 89

70～ 79

60～ 69

ー

0～ 59

総合点

4.0

3.0

2.0

1.0

(対象外)

0.0

ＧＰ 備　考

他大学等で取得した単位の認定等

定期試験放棄を含む

判定内容

特に優れた成績

優れた成績

妥当と認められる成績

合格と認められる最低限度の成績

不合格

目標は「良」以上
合格点は60点以上になりますが、これは合格と認められる最低の成績であって、70点以上がその科目の達成目標を満たす成績と考え
ています。
みなさんが「良」以上の成績を修めればその科目を概ね理解できていると考えられ、次の学びにつながることになります。
みなさんが常に「良」以上の成績が修められることを期待します。

不合格になった科目は、次年度以降に再履修することができます。
短期大学部開講科目の再試科目に合格した場合、結果に関わらず成績評価は「可」（GPは1.0）になります。

授業科目担当教員が任意で平常授業時間内に行う試験です。筆記試験、実技試験、レポートなどの方法があります。それぞれ科目担当者の
指示に従ってください。授業内で行われる試験についても定期試験の実施に準じて行います。
授業内に実施する試験のうち、実技試験、レポート等の実施については、授業担当者の指示に従ってください。

●授業内で行われる筆記試験の注意
①机上には原則として学生証を提示してください。忘れた場合、学生課で当日限りの仮学生証の発行を受けてください。
②机上には、筆記用具以外のものは置くことができません。（ペンケースも不可）。
③試験の際は授業担当者の指示に従ってください。
④やむを得ない事由で遅れた場合は授業担当教員の指示に従ってください。
⑤答案用紙は、白紙の場合でも、学生番号と名前を記入して必ず提出してください。
⑥不正行為と認定された場合、この科目の単位を認めません。
⑦携帯電話等の情報機器は電源を切ってカバンの中にしまってください。

●授業内試験を欠席する場合
①やむを得ない事由で欠席する場合は事前連絡が必要です。事後は認められません。欠席する科目の試験開始前に授業担当教員に
　申し出てください。
②試験当日に緊急な事由で欠席する場合は、試験開始前に教務課に申し出て指示に従ってください。
③授業内で行われる試験を欠席した場合の措置は、授業担当教員の指示に従ってください。

●レポートの提出について
授業科目において、レポート提出を求められた際には、所定の期限までに指定された場所に提出してください。

（2）授業内で行われる試験

出席不足・定期試験放棄を除き、総合点が59点以下の者に対して行う試験です。
「単位確認日」に再試験時間割をSIU学内ポータルページ・manabaで確認してください。
所定の期間内に、「再試験願」に再試験手数料（１科目につき1,000円）の証紙を貼付し教務課に提出してください。

春学期：9月11日・12日　　　秋学期：2月21日・22日

（3）再試験

［試験の不正行為に関する取扱］
（目的）
第１条：この取扱は、札幌国際大学の試験の不正行為に関して必要な事項を定める。
（不正行為）
第２条：不正行為とは、次の行為をいう。
①他人に受験させ、また他人の代わりに受験する行為
②カンニングペーパー等を使用する行為
③答案用紙を交換する行為
④あらかじめ所持品その他に、受験科目に関する内容を記入し使用する行為
⑤その他不正な手段を用いて受験する行為
（単位の認定）
第３条：定期試験で不正行為が認定された場合は、定期試験期間内の全ての科目の単位を認定しない。また、授業期間内に行われ
る試験で不正行為が認定された場合は、当該科目の単位を認定しない。
（処分）
第４条：試験で不正行為と認定された場合は、学則に基づき懲戒を行うことがある。
（雑則）
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優＋

優＋

優

良

可

不可

不可

成績評価

２

２

２

２

２

２

２

単　位

北海道論

住生活論

課題解決演習Ⅰ

ビジネス実務総論

生活と銀行

マーケティング

サービスの心理学

履修登録科目

4.0

4.0

3.0

2.0

1.0

０.0

０.0

Ｇ　Ｐ GPA

2.0

8

8

6

4

2

0

0

GP × 単位

GPA　＝ ＝ ＝　2.0
(4×2)＋(4×2)＋(3×2)＋(2×2)＋(1×2)＋(0×2)＋(0×2)

2＋2＋2＋2＋2＋2＋２　　

28
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GPA の算出例

GPA 除外科目

GPAには、①学期ごとのGPA（各学期の履修登録科目を対象として算出）と②累積GPA(入学時からの履修登録科目を対象として算出)があ
ります。

GPから除外する科目は以下のとおりです。
・通年科目の春学期履修分
・インターンシップ Ⅰ・Ⅱ
・夏季冬季集中講義科目
・保育実習Ⅰ・保育実習Ⅱ（保育所）・保育実習Ⅲ（施設）
・幼稚園実習（基礎）・幼稚園実習（応用）
・海外研修（事前・事後指導を含む）
・（大学科目）図書館司書課程科目
・認定科目（入学前の既修得単位、放送大学との単位互換科目、札幌圏大学・短期大学間単位互換科目など）

学期ごとの GPAと累積 GPA

（3）成績の確認方法
自分の成績は単位確認日以降に「Web学生カルテ」から確認することができます。詳細はP27を参照ください。

（5）入学前に修得した単位の認定について
本学入学以前に他の短期大学、大学等で修得した単位等は、本学で修得した単位として認める場合があります（認定科目という）。
当該科目の成績は「認定」と表記されます。該当する場合は、入学後４月下旬までに教務課に申し出てください。

（4）成績評価についての問い合わせ
正当な理由によって、成績に疑問や質問をもった場合は、次の通り確認することができます。
　　①科目担当教員に直接問い合わせる。
　　②教務課にて「成績確認願」（所定様式）に質問事項を記入し提出する。
確認の申し出期限は、春学期成績は10月末、秋学期成績は５月末（卒業年度は2月末）です。
※成績確認の前にまずシラバスで評価方法を確認してください。
　授業の2/3以上出席していない科目や所定の試験を受けていない、所定のレポートを提出していない科目についての確認はできません。

（1）学生用WEBサービスについて 
このシステムは大学内および大学外の PC から利用可能です。

（2）学生用WEBサービスへのログイン

①本システムへのアクセス
●学内のパソコンから

ブラウザからSIU学内ポータルページ（アドレス：http://www.ed.siu.ac.jp/）を開いて、「学生用WEBサービス」をクリック
してください。

③本学のパソコン設置場所
大学内の設置されている各機器は、原則として授業での利用を最優先としますが、授業で使用しない場合、設置場所・施設の開講時
間中は、自由に利用することができます。

②利用上の注意
本システムは、大学に設置しているパソコンで利用します。大学のシステム関連機器は、多くの学生で共有するものです。個人の勝手な
扱いにより、故障等を引き起こすと他の利用者に迷惑をかけることになります。各自が責任をもって利用することを心がけてください。
また、本システムでは本人確認をユーザーIDとパスワードを用いて行います。パスワードが他者に知られると大切な自分の個人情報が
漏えいする可能性がありますので、パスワードの管理には十分注意してください。

①このシステムでできること
・Web履修申請
本学の履修登録はWebで行います。
履修登録期間内に各自申請を行ってください。履修登録期間内であれば、自由に履修科目の追加、変更ができます。

・Web学生カルテ
履修している科目や過去の成績情報、住所など大学に届け出ている各個人の登録情報を閲覧することができます。
連絡先（住所、電話番号等）に変更があった場合は学生課に届け出てください。

・履修・出欠席状況の確認
自分の履修状況の確認と、履修している講義の出席状況を確認することができます。

・情報教育センター

４階
401パソコン室
402パソコン室
403パソコン室

３階

301パソコン室
302パソコン室
303パソコン室
304パソコン室

2階 ICT Commons

１階
101パソコン室
102パソコン室

利用時間
平日（月～金）
　8:30 ～ 20:00
土曜日
　8:30 ～ 13:00

ICT Commons
平日（月～金）
　8:30 ～ 20:00
土曜日
　8:30 ～18:00
日曜祝日
10:00 ～16:00

・1号館

ライティング
ラボ

グローバル
コモンズ

４階
8：00 ～21：30

9：00 ～17：00
8：00 ～20：00

（月～金）

（日）
（土）

※PC貸出は平日9:00-17:00
　（印刷用に設置のPCあり）

3階

（PC ５台設置）

8：00 ～21：30

9：00 ～17：00
8：00 ～20：00

（月～金）

（日）
（土）
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優＋

優＋

優

良

可

不可

不可

成績評価

２

２

２

２

２

２

２

単　位

北海道論

住生活論

課題解決演習Ⅰ

ビジネス実務総論

生活と銀行

マーケティング

サービスの心理学

履修登録科目

4.0

4.0

3.0

2.0

1.0

０.0

０.0

Ｇ　Ｐ GPA

2.0

8

8

6

4

2

0

0

GP × 単位

GPA　＝ ＝ ＝　2.0
(4×2)＋(4×2)＋(3×2)＋(2×2)＋(1×2)＋(0×2)＋(0×2)

2＋2＋2＋2＋2＋2＋２　　
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GPA の算出例

GPA 除外科目

GPAには、①学期ごとのGPA（各学期の履修登録科目を対象として算出）と②累積GPA(入学時からの履修登録科目を対象として算出)があ
ります。

GPから除外する科目は以下のとおりです。
・通年科目の春学期履修分
・インターンシップ Ⅰ・Ⅱ
・夏季冬季集中講義科目
・保育実習Ⅰ・保育実習Ⅱ（保育所）・保育実習Ⅲ（施設）
・幼稚園実習（基礎）・幼稚園実習（応用）
・海外研修（事前・事後指導を含む）
・（大学科目）図書館司書課程科目
・認定科目（入学前の既修得単位、放送大学との単位互換科目、札幌圏大学・短期大学間単位互換科目など）

学期ごとの GPAと累積 GPA

（3）成績の確認方法
自分の成績は単位確認日以降に「Web学生カルテ」から確認することができます。詳細はP27を参照ください。

（5）入学前に修得した単位の認定について
本学入学以前に他の短期大学、大学等で修得した単位等は、本学で修得した単位として認める場合があります（認定科目という）。
当該科目の成績は「認定」と表記されます。該当する場合は、入学後４月下旬までに教務課に申し出てください。

（4）成績評価についての問い合わせ
正当な理由によって、成績に疑問や質問をもった場合は、次の通り確認することができます。
　　①科目担当教員に直接問い合わせる。
　　②教務課にて「成績確認願」（所定様式）に質問事項を記入し提出する。
確認の申し出期限は、春学期成績は10月末、秋学期成績は５月末（卒業年度は2月末）です。
※成績確認の前にまずシラバスで評価方法を確認してください。
　授業の2/3以上出席していない科目や所定の試験を受けていない、所定のレポートを提出していない科目についての確認はできません。

（1）学生用WEBサービスについて 
このシステムは大学内および大学外の PC から利用可能です。

（2）学生用WEBサービスへのログイン

①本システムへのアクセス
●学内のパソコンから

ブラウザからSIU学内ポータルページ（アドレス：http://www.ed.siu.ac.jp/）を開いて、「学生用WEBサービス」をクリック
してください。

③本学のパソコン設置場所
大学内の設置されている各機器は、原則として授業での利用を最優先としますが、授業で使用しない場合、設置場所・施設の開講時
間中は、自由に利用することができます。

②利用上の注意
本システムは、大学に設置しているパソコンで利用します。大学のシステム関連機器は、多くの学生で共有するものです。個人の勝手な
扱いにより、故障等を引き起こすと他の利用者に迷惑をかけることになります。各自が責任をもって利用することを心がけてください。
また、本システムでは本人確認をユーザーIDとパスワードを用いて行います。パスワードが他者に知られると大切な自分の個人情報が
漏えいする可能性がありますので、パスワードの管理には十分注意してください。

①このシステムでできること
・Web履修申請
本学の履修登録はWebで行います。
履修登録期間内に各自申請を行ってください。履修登録期間内であれば、自由に履修科目の追加、変更ができます。

・Web学生カルテ
履修している科目や過去の成績情報、住所など大学に届け出ている各個人の登録情報を閲覧することができます。
連絡先（住所、電話番号等）に変更があった場合は学生課に届け出てください。

・履修・出欠席状況の確認
自分の履修状況の確認と、履修している講義の出席状況を確認することができます。

・情報教育センター

４階
401パソコン室
402パソコン室
403パソコン室

３階

301パソコン室
302パソコン室
303パソコン室
304パソコン室

2階 ICT Commons

１階
101パソコン室
102パソコン室

利用時間
平日（月～金）
　8:30 ～ 20:00
土曜日
　8:30 ～ 13:00

ICT Commons
平日（月～金）
　8:30 ～ 20:00
土曜日
　8:30 ～18:00
日曜祝日
10:00 ～16:00

・1号館

ライティング
ラボ

グローバル
コモンズ

４階
8：00 ～21：30

9：00 ～17：00
8：00 ～20：00

（月～金）

（日）
（土）

※PC貸出は平日9:00-17:00
　（印刷用に設置のPCあり）

3階

（PC ５台設置）

8：00 ～21：30

9：00 ～17：00
8：00 ～20：00

（月～金）

（日）
（土）
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②ログイン
学生用Webサービス　ログイン画面が表示されます。

利用者はユーザーIDとパスワードを入力して本シス
テムへログインします。
ユーザーIDは学生番号（8ケタ）です。
パスワードは初回のみ生年月日（西暦8ケタ）です。

・ユーザーID・パスワードについて
ユーザーIDとパスワードは利用者の機密保護のため、
利用者が特定のユーザーであることを確認するため
の英数字を指します。以下のような容易に推測できる
ようなパスワードを使用することは勧めらません。
・ユーザーIDや利用者の名前そのもの
・誕生日や電話番号など、他人に容易に類推できる情報 
・一般的な単語1語 
・同じ数字4桁（「0000」など）や、連続する数字
（「0123」など） 

●学外のパソコンから
1）札幌国際大学の公式ホームページ
札幌国際大学の公式ホームページ（アドレス：
https://www.siu.ac.jp/）を開いて、画面右
上にある「学生教職員ポータル」ボタンをクリッ
クしてください。

2）SIUポータルのログインIDとパスワードを入力
SIUポータルのログインIDとパスワードを入力
する。

ログインが成功すると初回のみパスワードの変更
画面が出てきます。
旧パスワードには生年月日（西暦で８桁）を入力し、
新パスワードには自分で好きなパスワードを入れて
ください（半角英数記号６文字以上）。
パスワードを忘れてしまうと、システムにログインで
きなくなるのでパスワードは忘れないように注意し
てください。万一、パスワードを忘れた場合、教務課
へ申し出てください。

システムを終了しログイン画面に戻る場合は画面
右上の「ログアウト」ボタンをクリックしてください。
ログインした状態のままパソコンから離れると個人
の情報が漏えいすることが考えられますのでパソ
コンから離れる場合は必ずログアウトを実行してく
ださい。

③パスワードの変更

④ログアウト

自分の名前が表示されていること
を確認してください。

パスワードの上限は40文字です。
パスワードの英字は大文字小文字
を区別します。

初回のみ
生年月日(西暦８ケタ)

②学生番号8ケタ

SIUポータルのログインIDとパスワードは、「大学
内のPCを立ち上げる際」のものと同一です。

［注意］
ログインに3回失敗するとロックがかかりログ
インできなくなります。
ログインができなくなった場合は、教務課へ申
し出てください。

3）ログイン後
ログイン後は、P25の「SIU学内ポータルペー
ジ」画面へ移動します。

注）スマートフォンやタブレットからアクセスする
場合、GoogleやYahooのアプリでは動作しな
い場合があります。SafariやChromeなどブラ
ウザアプリを利用してください。

学生番号8ケタ

パスワード
Siu生年月日（西暦8ケタ）
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②ログイン
学生用Webサービス　ログイン画面が表示されます。

利用者はユーザーIDとパスワードを入力して本シス
テムへログインします。
ユーザーIDは学生番号（8ケタ）です。
パスワードは初回のみ生年月日（西暦8ケタ）です。

・ユーザーID・パスワードについて
ユーザーIDとパスワードは利用者の機密保護のため、
利用者が特定のユーザーであることを確認するため
の英数字を指します。以下のような容易に推測できる
ようなパスワードを使用することは勧めらません。
・ユーザーIDや利用者の名前そのもの
・誕生日や電話番号など、他人に容易に類推できる情報 
・一般的な単語1語 
・同じ数字4桁（「0000」など）や、連続する数字
（「0123」など） 

●学外のパソコンから
1）札幌国際大学の公式ホームページ
札幌国際大学の公式ホームページ（アドレス：
https://www.siu.ac.jp/）を開いて、画面右
上にある「学生教職員ポータル」ボタンをクリッ
クしてください。

2）SIUポータルのログインIDとパスワードを入力
SIUポータルのログインIDとパスワードを入力
する。

ログインが成功すると初回のみパスワードの変更
画面が出てきます。
旧パスワードには生年月日（西暦で８桁）を入力し、
新パスワードには自分で好きなパスワードを入れて
ください（半角英数記号６文字以上）。
パスワードを忘れてしまうと、システムにログインで
きなくなるのでパスワードは忘れないように注意し
てください。万一、パスワードを忘れた場合、教務課
へ申し出てください。

システムを終了しログイン画面に戻る場合は画面
右上の「ログアウト」ボタンをクリックしてください。
ログインした状態のままパソコンから離れると個人
の情報が漏えいすることが考えられますのでパソ
コンから離れる場合は必ずログアウトを実行してく
ださい。

③パスワードの変更

④ログアウト

自分の名前が表示されていること
を確認してください。

パスワードの上限は40文字です。
パスワードの英字は大文字小文字
を区別します。

初回のみ
生年月日(西暦８ケタ)

②学生番号8ケタ

SIUポータルのログインIDとパスワードは、「大学
内のPCを立ち上げる際」のものと同一です。

［注意］
ログインに3回失敗するとロックがかかりログ
インできなくなります。
ログインができなくなった場合は、教務課へ申
し出てください。

3）ログイン後
ログイン後は、P25の「SIU学内ポータルペー
ジ」画面へ移動します。

注）スマートフォンやタブレットからアクセスする
場合、GoogleやYahooのアプリでは動作しな
い場合があります。SafariやChromeなどブラ
ウザアプリを利用してください。

学生番号8ケタ

パスワード
Siu生年月日（西暦8ケタ）
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（3）Web履修申請　

①Web履修申請の流れ
・事前に行うこと
P8の「履修計画の立て方」をよく読んでください。
履修科目を決定したら、巻末の「履修登録票」へ記入
し、アドバイザーの承認（サイン）を得てください。

・Web履修申請
学生用メニューのＷｅｂ履修申請をクリックすると
Web履修申請メニュー画面が表示されます。
自分の名前が画面左上部に表示されていることを確
認してください。

②履修申請（時間割）
1）Web履修申請画面
Web履修申請メニューの中の「履修申請（時間
割）」をクリックします。

2）履修科目の追加と削除
右図のような時間割画面が表示されます。各曜日
時限ブロックにある ＋ ボタンをクリックすると、そ
の時限に開講されている科目のうち、履修すること
ができる科目の一覧が表示されます。

一覧から履修したい科目を選んで「選択」ボタンをク
リックすると、選択した科目が時間割形式の画面に反
映されます。一旦登録した科目を削除する場合は － 
ボタンをクリックします。

一旦、確認画面が表示されるので、これまでの処理
で登録した科目情報を確認して「履修申請確認」画
面の下部にある「登録」ボタンをクリックします。
※この画面が表示された段階ではまだ履修申請が
完了していないので注意してください。

※選択した曜日に履修できる科目が存在しなかった場
合には右図のような画面が表示されます。
尚、異なる曜日時限の講義科目でも、カリキュラム上同
一の科目を重複して登録しようとすると、メッセージが
表示され、科目を追加することが出来ません。

3）履修科目の登録
履修する科目が決まったら登録処理を行います。画
面をスクロールして「履修申請（時間割）」画面の下
部にある「登録に進む」ボタンをクリックします。
※この画面が表示された段階ではまだ履修申請が
完了していないので注意してください。

春学期

［注意］
内容を修正する場合
は、必ずこの「戻る」ボ
タンで履修申請画面に
戻ってください。

春学期

春学期

春学期
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（3）Web履修申請　

①Web履修申請の流れ
・事前に行うこと
P8の「履修計画の立て方」をよく読んでください。
履修科目を決定したら、巻末の「履修登録票」へ記入
し、アドバイザーの承認（サイン）を得てください。

・Web履修申請
学生用メニューのＷｅｂ履修申請をクリックすると
Web履修申請メニュー画面が表示されます。
自分の名前が画面左上部に表示されていることを確
認してください。

②履修申請（時間割）
1）Web履修申請画面
Web履修申請メニューの中の「履修申請（時間
割）」をクリックします。

2）履修科目の追加と削除
右図のような時間割画面が表示されます。各曜日
時限ブロックにある ＋ ボタンをクリックすると、そ
の時限に開講されている科目のうち、履修すること
ができる科目の一覧が表示されます。

一覧から履修したい科目を選んで「選択」ボタンをク
リックすると、選択した科目が時間割形式の画面に反
映されます。一旦登録した科目を削除する場合は － 
ボタンをクリックします。

一旦、確認画面が表示されるので、これまでの処理
で登録した科目情報を確認して「履修申請確認」画
面の下部にある「登録」ボタンをクリックします。
※この画面が表示された段階ではまだ履修申請が
完了していないので注意してください。

※選択した曜日に履修できる科目が存在しなかった場
合には右図のような画面が表示されます。
尚、異なる曜日時限の講義科目でも、カリキュラム上同
一の科目を重複して登録しようとすると、メッセージが
表示され、科目を追加することが出来ません。

3）履修科目の登録
履修する科目が決まったら登録処理を行います。画
面をスクロールして「履修申請（時間割）」画面の下
部にある「登録に進む」ボタンをクリックします。
※この画面が表示された段階ではまだ履修申請が
完了していないので注意してください。

春学期

［注意］
内容を修正する場合
は、必ずこの「戻る」ボ
タンで履修申請画面に
戻ってください。

春学期

春学期

春学期
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右記のような画面が表示されれば履修制限単位数の警告はあ
りません。
「ログアウト」をクリックして終了してください。

4）履修登録エラーが出た場合
「履修申請で登録エラーがあります」という警告メッセージが
表示された場合、「履修チェック結果を確認する」ボタンをク
リックして、エラー内容を確認してください。

履修の訂正が完了したら再度履修申請画面に戻り、登録内容を確認してください。
履修登録期間内であれば自由にログインして履修申請内容を変更することができます。

履修申請を終了する場合は画面右上の「ログアウト」ボタンをクリックしてください。
不明な点は教務課まで問い合わせください。

1）メイン画面
メイン画面が表示されますので、関連情報にある各メニュー
をクリックすると、学生本人に関わる各情報が表示されます。

2）成績情報
成績情報画面は、自分の成績情報が表示されます。

（4）Web学生カルテ 

①Web学生カルテ
Web学生カルテは、各自の届け出情報（本人の住所等、保護者
の連絡先、成績情報）の参照が可能です。学生用メニューの
「Web学生カルテ」をクリックするとWeb学生カルテメニュー
画面が表示されます。
※自分の名前が画面左上部に表示されていることを確認してく
ださい。

②Web学生カルテ参照
Web学生カルテメニューの中の「学生カルテ参照」をクリックし
ます。

過去に修得した科目の成績
や、現在履修中の科目につい
て表示します。

「制限単位数チェックエラー」
CAP制で定められた履修上限単位数を超えていますので、
履修できる単位数を確認して、科目を削除してください。

「講義エラーあり」
GPA1.0未満で履修制限中に他学部・他学科科目を履修し
ています。
画面をスクロールしてエラー講義を確認して、削除してくだ
さい。
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右記のような画面が表示されれば履修制限単位数の警告はあ
りません。
「ログアウト」をクリックして終了してください。

4）履修登録エラーが出た場合
「履修申請で登録エラーがあります」という警告メッセージが
表示された場合、「履修チェック結果を確認する」ボタンをク
リックして、エラー内容を確認してください。

履修の訂正が完了したら再度履修申請画面に戻り、登録内容を確認してください。
履修登録期間内であれば自由にログインして履修申請内容を変更することができます。

履修申請を終了する場合は画面右上の「ログアウト」ボタンをクリックしてください。
不明な点は教務課まで問い合わせください。

1）メイン画面
メイン画面が表示されますので、関連情報にある各メニュー
をクリックすると、学生本人に関わる各情報が表示されます。

2）成績情報
成績情報画面は、自分の成績情報が表示されます。

（4）Web学生カルテ 

①Web学生カルテ
Web学生カルテは、各自の届け出情報（本人の住所等、保護者
の連絡先、成績情報）の参照が可能です。学生用メニューの
「Web学生カルテ」をクリックするとWeb学生カルテメニュー
画面が表示されます。
※自分の名前が画面左上部に表示されていることを確認してく
ださい。

②Web学生カルテ参照
Web学生カルテメニューの中の「学生カルテ参照」をクリックし
ます。

過去に修得した科目の成績
や、現在履修中の科目につい
て表示します。

「制限単位数チェックエラー」
CAP制で定められた履修上限単位数を超えていますので、
履修できる単位数を確認して、科目を削除してください。

「講義エラーあり」
GPA1.0未満で履修制限中に他学部・他学科科目を履修し
ています。
画面をスクロールしてエラー講義を確認して、削除してくだ
さい。
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●卒業要件集計欄について
卒業までに必要な単位数や取得した
単位数、履修中の単位数について表
示しています。それぞれの内容は以
下のとおりです。
なお、履修申請により登録した科目
の単位は、履修登録期間終了後に卒
業要件集計欄に反映されます。

項　目 内　容
要件必要単位数
修得済単位数
履修中単位数
認定済単位数

認定可能履修単位数

不足単位数

修得済振替単位数

履修中振替単位数

判定用単位数

卒業要件を満たすために必要な単位数
既に修得した単位数
現在履修している単位数
修得した単位のうち認定される単位数
現在履修している単位数のうち認定単位数に含まれる単位数

要件必要単位数から判定用単位数を引いた単位数

既に修得した単位で他の領域から振替られた単位数
（本学では使用しません。０が入ります。）

現在履修中の単位で他の領域から振替られる単位数
（本学では使用しません。０が入ります。）

認定済単位数に修得済振替単位数と履修中振替単位数を
足した単位数（本学では認定済単位数と同一です。）

③履修・出欠席状況の照会
履修・出欠席状況照会では、学生本人の履修状況の確認と、履
修している講義の出欠席状況を確認することができます。

1）履修状況確認
「学生カルテ参照」の画面から「履修・出欠席情報」をクリック
します。

クリックして出てきた画面から、時間割形式の画面で、現在の
履修状況について確認することができます。

※授業に出席しているにも関わらず、履修状況の画面に
該当する講義名が出ていない場合は、履修登録期間で
あれば履修追加の手続きを行ってください。
履修登録期間後の場合は、速やかに教務課まで申し出
てください。
（申し出のない場合、授業に出席していても単位を認め
ない場合があります）

また、履修状況確認画面から、「出欠席一覧」をクリックする
と、履修登録されているすべての講義の出欠席状況が確認で
きます。

2）出欠席情報確認
自分の履修している講義の出欠席状況を確認するためには、
履修状況確認画面から各講義をクリックすると、それぞれ講
義別の出席状況が表示されます。
出席は「○」、欠席は「×」、公欠は「公欠」で表示され、その上に
は講義日時と回数が表示されます。

※講義が終わっても空欄のままになっているところは、まだ出
欠席の登録がされていない状態なので、日を改めて確認して
みてください。
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●卒業要件集計欄について
卒業までに必要な単位数や取得した
単位数、履修中の単位数について表
示しています。それぞれの内容は以
下のとおりです。
なお、履修申請により登録した科目
の単位は、履修登録期間終了後に卒
業要件集計欄に反映されます。

項　目 内　容
要件必要単位数
修得済単位数
履修中単位数
認定済単位数

認定可能履修単位数

不足単位数

修得済振替単位数

履修中振替単位数

判定用単位数

卒業要件を満たすために必要な単位数
既に修得した単位数
現在履修している単位数
修得した単位のうち認定される単位数
現在履修している単位数のうち認定単位数に含まれる単位数

要件必要単位数から判定用単位数を引いた単位数

既に修得した単位で他の領域から振替られた単位数
（本学では使用しません。０が入ります。）

現在履修中の単位で他の領域から振替られる単位数
（本学では使用しません。０が入ります。）

認定済単位数に修得済振替単位数と履修中振替単位数を
足した単位数（本学では認定済単位数と同一です。）

③履修・出欠席状況の照会
履修・出欠席状況照会では、学生本人の履修状況の確認と、履
修している講義の出欠席状況を確認することができます。

1）履修状況確認
「学生カルテ参照」の画面から「履修・出欠席情報」をクリック
します。

クリックして出てきた画面から、時間割形式の画面で、現在の
履修状況について確認することができます。

※授業に出席しているにも関わらず、履修状況の画面に
該当する講義名が出ていない場合は、履修登録期間で
あれば履修追加の手続きを行ってください。
履修登録期間後の場合は、速やかに教務課まで申し出
てください。
（申し出のない場合、授業に出席していても単位を認め
ない場合があります）

また、履修状況確認画面から、「出欠席一覧」をクリックする
と、履修登録されているすべての講義の出欠席状況が確認で
きます。

2）出欠席情報確認
自分の履修している講義の出欠席状況を確認するためには、
履修状況確認画面から各講義をクリックすると、それぞれ講
義別の出席状況が表示されます。
出席は「○」、欠席は「×」、公欠は「公欠」で表示され、その上に
は講義日時と回数が表示されます。

※講義が終わっても空欄のままになっているところは、まだ出
欠席の登録がされていない状態なので、日を改めて確認して
みてください。
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④ガイダンス受講にあたっての注意事項・ルール
・ガイダンス
春学期・秋学期それぞれ開講しますが、インターンシップ派遣を希望する学生は、秋学期派遣希望でも必ず4月の初回ガイダン
スには出席するようにしてください。初回ガイダンスは掲示にて場所と時間をお知らせします。

・出席
事前授業を１回も休まず出席することがインターンシップ派遣の条件です。１回でも無断欠席があった場合は原則派遣できま
せん。正当な理由がある場合は事前に担当教員へ連絡してください。

・受講しなければならない科目

・履修登録
派遣先決定後に教務課で一括して登録しますので、学生が個々に登録する必要はありません。

・派遣先からの条件
派遣先の企業・団体によっては、学科指定、男女別、学年の制限、語学力などの受け入れ条件が設定されている場合があります。
その場合は該当する学生のみ派遣対象となります。
また、事務手数料などを請求される派遣先もありますので、事前に条件を確認してください。

・単位認定
インターンシップ科目の単位は総合報告会終了後に認定されます。（春学期 １０月以降・秋学期 ４月以降）
事前・事後指導、派遣先からの評価、報告書をもとに成績評価を行います。

③インターンシップの系統
本学では、「スポーツ系」「NPO/NGO系」「行政系」「金融系」「医療事務系」「小売サービス系」「観光系」などのインターンシップが実
施されています。

札幌国際大学・札幌国際大学短期大学部では、インターンシップを重要なキャリア教育の一環としてとらえ、授業科目としてインターンシップ科
目を開講しています。この科目を受講し、自らの専攻や希望に関連した職場での就業体験を行うことで、将来の自分のキャリアについてより深く
考える機会となると考えます。

●インターンシップとは
「インターンシップ」とは、学生が長期休み等を利用して、企業や団体等のさまざまな職場で一定期間就業体験を行うことができる制度です。

●インターンシップのメリット
・働くことや仕事に対しての漠然としたイメージを、しっかりした認識に変える「きっかけ」となる。
・自分の強み・弱みを把握することができ、その後に何を勉強していくべきなのかが明確になる。
・様々な社会人の方々との出会いがあり、視野が広がる。
・企業・業界研究に役立つ。
・就職後のミスマッチを防げる。

●インターンシップとアルバイトの違い
アルバイトは労働力を提供する代わりに賃金を得ることを目的としているのに対し、インターンシップは自分の将来のキャリアプランを考え
るために役立つ就業体験を得ることを目的としています。
本学のインターンシップでは、受入れ先企業・団体にこの趣旨を理解していただき、実習中の指導および実習後の評価をお願いしています。

①本学のインターンシップ科目の特徴
・派遣先とのマッチング
過去にインターンシップで本学学生を派遣した企業・団体（100団体以上）を紹介し、希望にあった派遣先とのマッチングを行いま
す。また、希望先に自ら交渉し、自己開拓することも可能です。
・充実した事前、事後指導
本学独自のテキストやワークシートを活用した事前学習を行います。業界研究や職場でのケーススタディを基にした事前研修を行っ
た後に、インターンシップへ派遣します。派遣終了後は受講者全員で総合報告会を行います。
・７つの「社会人基礎力」の養成
経産省が提示する社会人基礎力のうち、以下の7つの要素の確立を目指します。派遣前・派遣後の自己評価を比較し、自分の強みと
弱みを理解します。
（1) 主体性　　　自分から取り組む力
（2) 働きかけ力　他者と協働する力
（3) 実行力　　　積極的に取り組む力
（4) 発信力　　　説明する力
（5) 傾聴力　　　相手の話を理解する力
（6) 情況把握力　自分の役割や状況を理解する力
（7) 規律性　　　指示を守り集団行動ができる力

（1）インターンシップ科目

②インターンシップ科目

総合生活キャリア学科教養科目
インターンシップⅠ 2単位

インターンシップⅡ 1単位

⑤インターンシップの流れ
春学期：事前授業4月～7月　派遣は主に夏季休暇（8月～9月）。派遣先により、6月ごろから土日を利用しての派遣となる場合がある。
秋学期：事前授業9月～1月　派遣は主に春季休暇（2月～3月）。派遣先により、冬季休暇（12月）や、11月ごろから土日を利用しての

　派遣となる場合がある。

ガイダンス

講義：インターンシップとは

講義：エントリーに向けて

エントリーと面接、派遣先決定

派遣決定後講義

事前指導

インターンシップ派遣

事後指導

総合報告会

受講ルールの確認の他、過去の派遣先や体験報告、予備調査 など

インターンシップの目的

業界研究、提出書類の記入　派遣先希望調査

提出書類と面接で派遣選考

派遣先決定後、一般的マナーや、トラブルに関するケーススタディ、職場に関する研修

派遣前準備、個別指導（派遣先別注意事項）

日誌の確認、お礼状・報告書の作成

グループワークで達成状況の確認、成果報告、経験の共有

授業内容

2023年度生 オフィス実務Ⅰ、キャリア形成、キャリア基礎演習、業界知識

2022年度生 オフィス実務Ⅰ・Ⅱ、ビジネス文書、キャリア形成、業界知識

必修科目、必須科目は少なくとも
事前または同学期に受講すること。
※短大は学科スタンダード科目の
　履修が必須となっています。
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④ガイダンス受講にあたっての注意事項・ルール
・ガイダンス
春学期・秋学期それぞれ開講しますが、インターンシップ派遣を希望する学生は、秋学期派遣希望でも必ず4月の初回ガイダン
スには出席するようにしてください。初回ガイダンスは掲示にて場所と時間をお知らせします。

・出席
事前授業を１回も休まず出席することがインターンシップ派遣の条件です。１回でも無断欠席があった場合は原則派遣できま
せん。正当な理由がある場合は事前に担当教員へ連絡してください。

・受講しなければならない科目

・履修登録
派遣先決定後に教務課で一括して登録しますので、学生が個々に登録する必要はありません。

・派遣先からの条件
派遣先の企業・団体によっては、学科指定、男女別、学年の制限、語学力などの受け入れ条件が設定されている場合があります。
その場合は該当する学生のみ派遣対象となります。
また、事務手数料などを請求される派遣先もありますので、事前に条件を確認してください。

・単位認定
インターンシップ科目の単位は総合報告会終了後に認定されます。（春学期 １０月以降・秋学期 ４月以降）
事前・事後指導、派遣先からの評価、報告書をもとに成績評価を行います。

③インターンシップの系統
本学では、「スポーツ系」「NPO/NGO系」「行政系」「金融系」「医療事務系」「小売サービス系」「観光系」などのインターンシップが実
施されています。

札幌国際大学・札幌国際大学短期大学部では、インターンシップを重要なキャリア教育の一環としてとらえ、授業科目としてインターンシップ科
目を開講しています。この科目を受講し、自らの専攻や希望に関連した職場での就業体験を行うことで、将来の自分のキャリアについてより深く
考える機会となると考えます。

●インターンシップとは
「インターンシップ」とは、学生が長期休み等を利用して、企業や団体等のさまざまな職場で一定期間就業体験を行うことができる制度です。

●インターンシップのメリット
・働くことや仕事に対しての漠然としたイメージを、しっかりした認識に変える「きっかけ」となる。
・自分の強み・弱みを把握することができ、その後に何を勉強していくべきなのかが明確になる。
・様々な社会人の方々との出会いがあり、視野が広がる。
・企業・業界研究に役立つ。
・就職後のミスマッチを防げる。

●インターンシップとアルバイトの違い
アルバイトは労働力を提供する代わりに賃金を得ることを目的としているのに対し、インターンシップは自分の将来のキャリアプランを考え
るために役立つ就業体験を得ることを目的としています。
本学のインターンシップでは、受入れ先企業・団体にこの趣旨を理解していただき、実習中の指導および実習後の評価をお願いしています。

①本学のインターンシップ科目の特徴
・派遣先とのマッチング
過去にインターンシップで本学学生を派遣した企業・団体（100団体以上）を紹介し、希望にあった派遣先とのマッチングを行いま
す。また、希望先に自ら交渉し、自己開拓することも可能です。
・充実した事前、事後指導
本学独自のテキストやワークシートを活用した事前学習を行います。業界研究や職場でのケーススタディを基にした事前研修を行っ
た後に、インターンシップへ派遣します。派遣終了後は受講者全員で総合報告会を行います。
・７つの「社会人基礎力」の養成
経産省が提示する社会人基礎力のうち、以下の7つの要素の確立を目指します。派遣前・派遣後の自己評価を比較し、自分の強みと
弱みを理解します。
（1) 主体性　　　自分から取り組む力
（2) 働きかけ力　他者と協働する力
（3) 実行力　　　積極的に取り組む力
（4) 発信力　　　説明する力
（5) 傾聴力　　　相手の話を理解する力
（6) 情況把握力　自分の役割や状況を理解する力
（7) 規律性　　　指示を守り集団行動ができる力

（1）インターンシップ科目

②インターンシップ科目

総合生活キャリア学科教養科目
インターンシップⅠ 2単位

インターンシップⅡ 1単位

⑤インターンシップの流れ
春学期：事前授業4月～7月　派遣は主に夏季休暇（8月～9月）。派遣先により、6月ごろから土日を利用しての派遣となる場合がある。
秋学期：事前授業9月～1月　派遣は主に春季休暇（2月～3月）。派遣先により、冬季休暇（12月）や、11月ごろから土日を利用しての

　派遣となる場合がある。

ガイダンス

講義：インターンシップとは

講義：エントリーに向けて

エントリーと面接、派遣先決定

派遣決定後講義

事前指導

インターンシップ派遣

事後指導

総合報告会

受講ルールの確認の他、過去の派遣先や体験報告、予備調査 など

インターンシップの目的

業界研究、提出書類の記入　派遣先希望調査

提出書類と面接で派遣選考

派遣先決定後、一般的マナーや、トラブルに関するケーススタディ、職場に関する研修

派遣前準備、個別指導（派遣先別注意事項）

日誌の確認、お礼状・報告書の作成

グループワークで達成状況の確認、成果報告、経験の共有

授業内容

2023年度生 オフィス実務Ⅰ、キャリア形成、キャリア基礎演習、業界知識

2022年度生 オフィス実務Ⅰ・Ⅱ、ビジネス文書、キャリア形成、業界知識

必修科目、必須科目は少なくとも
事前または同学期に受講すること。
※短大は学科スタンダード科目の
　履修が必須となっています。
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幼稚園教諭二種免許状の基礎資格として、短期大学士の学位を有し、以下の表に示す教科・教職に関する科目を含めて、62 単位以上修得
することで免許を取得することができます。

①幼稚園教諭二種免許（幼児教育保育学科）

領域及び
保育内容の
指導法に
関する科目

領域に
関する
専門的
事項

教育の
基礎的理解に
関する科目

道徳、総合的な
学習の時間の
指導法及び
生徒指導、
教育相談等に
関する科目

教育実践に
関する科目

12

6

4

2

5

環境
言葉
表現

人間関係
健康

保育内容の指導法
（情報機器及び教材の活用を含む。）

教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校運営への対応を含む。）

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

幼児、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程

特別の支援を必要とする幼児、児童
及び生徒に対する理解

教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを含む。）

教育の方法及び技術
（情報機器及び教材の活用を含む。）

幼児理解の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関する
基礎的な知識を含む。）の理論及び方法

教育に関する社会的、制度的又は
経営的事項（学校と地域との連携及び
学校安全への対応を含む。）

教職実践演習

教育実習

1

1

1

1

1
1
1
1
1
1
1
1

1
2
3
2

2

2

2

1

2

2

1

2

○保育内容（健康）
○保育内容（人間関係）
○保育内容（環境）
○保育内容（言葉）
○保育内容（表現）

○保育内容総論
○保育指導法（健康）
○保育指導法（人間関係）
○保育指導法（環境）
○保育指導法（言葉）
○保育指導法（造形表現）
○保育指導法（音楽表現）

○教育原理

○幼稚園実習指導
○幼稚園実習（基礎）
○幼稚園実習（応用）
○保育・教職実践演習（幼稚園）

○保育の心理学

○特別支援教育・保育（基礎）

○教育課程総論

○教育と保育の方法

○幼児理解

○子ども家庭支援の心理学

○保育者論

施行規則に定める科目区分等
科目区分 各科目に含めることが必要な事項 単位 単位 年次授業科目

本学で開設する授業科目
備　　考

教育職員免許法
施行規則
第66条の
6に定める科目

8

2
1
1
1
1
1
1

1

1

1

1

1
1
1
1
2
2
2
2

2
1
2
2

1

1

1

1

2

2

2

2

1
2
2
2
2
2
2

○日本国憲法
○健康とスポーツⅠ
○健康とスポーツⅡ
○外国語コミュニケーション（基礎）
○外国語コミュニケーション（応用）
○情報処理演習（データ活用）
○情報処理演習（文書処理）

日本国憲法

体育

外国語コミュニケーション

情報機器の操作

施行規則に定める科目区分等
科目区分

注：①　○は必修科目

各科目に含めることが必要な事項 単位 単位 年次授業科目
本学で開設する授業科目

備　　考

札幌国際大学短期大学部では、「AI戦略2019」にもとづき、数理・AI・データサイエンスに関わる教育を重要視しており、関連する授業科目を
開講しています。基礎となる知識や技術は全学生が履修する科目で、またより広い知識やスキル、検定試験を受験することを検討している人は
専門的な科目で、情報社会で生活するための「基本的な知識や技術を身に付ける」ことを目的に学びます。これらは在学中の授業・学生生活は
もちろん、社会に出てからの生活・就業にも大きく役立つはずです。

○なぜこれらを学ぶのか…Society5.0時代に向けて
現在、政府がすすめる「AI戦略2019」では、高校卒業までに「数理・AI・データサイエンス」に関する基礎的なリテラシー（能力）を学
び、社会のあり方や製品・サービスのデザイン等に向けた問題発見・解決の体験などを通して、創造性を育てることを目標とすること
になっています。

「数理・AI・データサイエンス」が私達の生活とどのようにつながるのでしょうか。例えば、スマホを使っていると、おすすめの商品や動
画が表示されることがあります。これらは、自分自身の情報検索や閲覧などの履歴情報が分析されて表示されています。
これらは、ビッグデータと呼ばれる大量の情報やAI（人工知能）による予測技術によって実現されています。やみくもに表示されてい
るのではなく、すべてプログラムによって計算された「結果」として表示されているのです。
このように、AI技術やビッグデータは、すでに私たちの生活に取り入れられており、また今後、急速に進展していくことが予測されてい
ます。

情報通信技術（ICT）が社会の中心インフラとして活用されることで「情報」が持つ価値は日増しに大きくなっています。さらに、現在で
はAIによるビッグデータの分析が可能になったことで、膨大な情報がサイバー空間に集積され、さらに分析精度を高めます。その結果
が人間にフィードバックされ、これまでには出来なかった新たな価値が産業や社会にもたらされると言われているのが、Society 5.0
時代です。

このような社会で働き、生活することになる皆さんにとって数理・AI・データサイエンスの知識や技術は、現代の「読み・書き・そろば
ん」というような社会人の基礎能力として必須なものとなります。その能力を本学でぜひ身に付けてください。

○本学における「数理・AI・データサイエンス」科目　
●総合生活キャリア学科
 全員が学ぶ科目
・コンピュータリテラシー（オフィスソフトの操作、情報倫理など）
 より幅広い知識・スキルを学ぶための選択科目
・コンピュータ統計（データ分析・課題探求など）
・情報特別演習（ITパスポート取得を目指す）　
●幼児教育保育学科
 全員が学ぶ科目
・情報処理演習（データ活用）（情報倫理、データ分析手法など）

※上記科目の学修内容については、シラバスをご参照ください。

○ITパスポートとは
「ITパスポート」はITを利活用するすべての社会人・これから社会人となる学生が備えておくべき、ITに関する基礎的な知識が証明で
きる国家試験です（情報処理推進機構Webサイトより）。

2009年から始まった情報処理技術者試験の一つで、コンピュータ上で受験するCBT試験となっています。新技術やプログラミング
手法、また経営・IT・プロジェクトマネジメントに関わる「幅広い分野の総合的知識を問う」試験で、どのような業種・職種でも不可欠で
ある情報利活用のための技術・知識を測ることができます。

就職活動においても、企業の中では評価・積極的活用されている場合があります。
本学では、授業や大学共通科目などでの取得を支援しています。みなさんも是非取得を目指してみてください。

教育に関する社会的、制度
的又は経営的事項（学校と
地域との連携及び学校安全
への対応を含む。）を含む。

［2023年度入学生］
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幼稚園教諭二種免許状の基礎資格として、短期大学士の学位を有し、以下の表に示す教科・教職に関する科目を含めて、62 単位以上修得
することで免許を取得することができます。

①幼稚園教諭二種免許（幼児教育保育学科）

領域及び
保育内容の
指導法に
関する科目

領域に
関する
専門的
事項

教育の
基礎的理解に
関する科目

道徳、総合的な
学習の時間の
指導法及び
生徒指導、
教育相談等に
関する科目

教育実践に
関する科目

12

6

4

2

5

環境
言葉
表現

人間関係
健康

保育内容の指導法
（情報機器及び教材の活用を含む。）

教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校運営への対応を含む。）

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

幼児、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程

特別の支援を必要とする幼児、児童
及び生徒に対する理解

教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを含む。）

教育の方法及び技術
（情報機器及び教材の活用を含む。）

幼児理解の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関する
基礎的な知識を含む。）の理論及び方法

教育に関する社会的、制度的又は
経営的事項（学校と地域との連携及び
学校安全への対応を含む。）

教職実践演習

教育実習

1

1

1

1

1
1
1
1
1
1
1
1

1
2
3
2

2

2

2

1

2

2

1

2

○保育内容（健康）
○保育内容（人間関係）
○保育内容（環境）
○保育内容（言葉）
○保育内容（表現）

○保育内容総論
○保育指導法（健康）
○保育指導法（人間関係）
○保育指導法（環境）
○保育指導法（言葉）
○保育指導法（造形表現）
○保育指導法（音楽表現）

○教育原理

○幼稚園実習指導
○幼稚園実習（基礎）
○幼稚園実習（応用）
○保育・教職実践演習（幼稚園）

○保育の心理学

○特別支援教育・保育（基礎）

○教育課程総論

○教育と保育の方法

○幼児理解

○子ども家庭支援の心理学

○保育者論

施行規則に定める科目区分等
科目区分 各科目に含めることが必要な事項 単位 単位 年次授業科目

本学で開設する授業科目
備　　考

教育職員免許法
施行規則
第66条の
6に定める科目

8

2
1
1
1
1
1
1

1

1

1

1

1
1
1
1
2
2
2
2

2
1
2
2

1

1

1

1

2

2

2

2

1
2
2
2
2
2
2

○日本国憲法
○健康とスポーツⅠ
○健康とスポーツⅡ
○外国語コミュニケーション（基礎）
○外国語コミュニケーション（応用）
○情報処理演習（データ活用）
○情報処理演習（文書処理）

日本国憲法

体育

外国語コミュニケーション

情報機器の操作

施行規則に定める科目区分等
科目区分

注：①　○は必修科目

各科目に含めることが必要な事項 単位 単位 年次授業科目
本学で開設する授業科目

備　　考

札幌国際大学短期大学部では、「AI戦略2019」にもとづき、数理・AI・データサイエンスに関わる教育を重要視しており、関連する授業科目を
開講しています。基礎となる知識や技術は全学生が履修する科目で、またより広い知識やスキル、検定試験を受験することを検討している人は
専門的な科目で、情報社会で生活するための「基本的な知識や技術を身に付ける」ことを目的に学びます。これらは在学中の授業・学生生活は
もちろん、社会に出てからの生活・就業にも大きく役立つはずです。

○なぜこれらを学ぶのか…Society5.0時代に向けて
現在、政府がすすめる「AI戦略2019」では、高校卒業までに「数理・AI・データサイエンス」に関する基礎的なリテラシー（能力）を学
び、社会のあり方や製品・サービスのデザイン等に向けた問題発見・解決の体験などを通して、創造性を育てることを目標とすること
になっています。

「数理・AI・データサイエンス」が私達の生活とどのようにつながるのでしょうか。例えば、スマホを使っていると、おすすめの商品や動
画が表示されることがあります。これらは、自分自身の情報検索や閲覧などの履歴情報が分析されて表示されています。
これらは、ビッグデータと呼ばれる大量の情報やAI（人工知能）による予測技術によって実現されています。やみくもに表示されてい
るのではなく、すべてプログラムによって計算された「結果」として表示されているのです。
このように、AI技術やビッグデータは、すでに私たちの生活に取り入れられており、また今後、急速に進展していくことが予測されてい
ます。

情報通信技術（ICT）が社会の中心インフラとして活用されることで「情報」が持つ価値は日増しに大きくなっています。さらに、現在で
はAIによるビッグデータの分析が可能になったことで、膨大な情報がサイバー空間に集積され、さらに分析精度を高めます。その結果
が人間にフィードバックされ、これまでには出来なかった新たな価値が産業や社会にもたらされると言われているのが、Society 5.0
時代です。

このような社会で働き、生活することになる皆さんにとって数理・AI・データサイエンスの知識や技術は、現代の「読み・書き・そろば
ん」というような社会人の基礎能力として必須なものとなります。その能力を本学でぜひ身に付けてください。

○本学における「数理・AI・データサイエンス」科目　
●総合生活キャリア学科
 全員が学ぶ科目
・コンピュータリテラシー（オフィスソフトの操作、情報倫理など）
 より幅広い知識・スキルを学ぶための選択科目
・コンピュータ統計（データ分析・課題探求など）
・情報特別演習（ITパスポート取得を目指す）　
●幼児教育保育学科
 全員が学ぶ科目
・情報処理演習（データ活用）（情報倫理、データ分析手法など）

※上記科目の学修内容については、シラバスをご参照ください。

○ITパスポートとは
「ITパスポート」はITを利活用するすべての社会人・これから社会人となる学生が備えておくべき、ITに関する基礎的な知識が証明で
きる国家試験です（情報処理推進機構Webサイトより）。

2009年から始まった情報処理技術者試験の一つで、コンピュータ上で受験するCBT試験となっています。新技術やプログラミング
手法、また経営・IT・プロジェクトマネジメントに関わる「幅広い分野の総合的知識を問う」試験で、どのような業種・職種でも不可欠で
ある情報利活用のための技術・知識を測ることができます。

就職活動においても、企業の中では評価・積極的活用されている場合があります。
本学では、授業や大学共通科目などでの取得を支援しています。みなさんも是非取得を目指してみてください。

教育に関する社会的、制度
的又は経営的事項（学校と
地域との連携及び学校安全
への対応を含む。）を含む。

［2023年度入学生］
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教科に関する
科目

領域及び
保育内容の
指導法に
関する科目

教育の
基礎的理解に
関する科目

道徳、総合的な
学習の時間の
指導法及び
生徒指導、
教育相談等に
関する科目

教育実践に
関する科目

12

6

4

2

5

図画工作

体育

音楽

国語

保育内容の指導法
（情報機器及び教材の活用を含む。）

教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校運営への対応を含む。）

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

幼児、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程

特別の支援を必要とする幼児、児童
及び生徒に対する理解

教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを含む。）

教育の方法及び技術
（情報機器及び教材の活用を含む。）

幼児理解の理論及び方法
進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関する
基礎的な知識を含む。）の理論及び方法

教育に関する社会的、制度的又は
経営的事項（学校と地域との連携及び
学校安全への対応を含む。）

教職実践演習

教育実習

2
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

1
2
3
2

2

2

2

2

1

2

2

1

1

○ことばの基礎
○子どもの音楽（基礎）
○子どもの音楽（応用）
○子どもの図画工作
○造形表現
○体育実技（基礎）
○体育実技（応用）

○保育内容（言葉）
○保育内容（環境）
○保育内容（人間関係）
○保育内容（健康）
○保育内容（表現）
○保育内容総論

○教育原理

○教育経営

○幼稚園実習指導
○幼稚園実習（基礎）
○幼稚園実習（応用）
○保育・教職実践演習（幼稚園）

○保育の心理学Ⅰ

○特別支援教育・保育（基礎）

○教育課程総論

○教育と保育の方法

○幼児理解

○教育相談（カウンセリングを含む）

○教師論

施行規則に定める科目区分等
科目区分 各科目に含めることが必要な事項 単位 単位 年次授業科目

本学で開設する授業科目
備　　考

教育職員免許法
施行規則
第66条の
6に定める科目

8

2
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

2
2
1
1
2
1

2
1
2
2

1

2

2

1

1

2

1

1

2

1
2
2
2
2
2
2

○日本国憲法
○健康とスポーツⅠ
○健康とスポーツⅡ
○外国語コミュニケーション（基礎）
○外国語コミュニケーション（応用）
○情報処理演習（データ活用）
○情報処理演習（文書処理）

日本国憲法

体育

外国語コミュニケーション

情報機器の操作

施行規則に定める科目区分等
科目区分

注：①　○は必修科目

各科目に含めることが必要な事項 単位 単位 年次授業科目
本学で開設する授業科目

備　　考

以下の表に示す教養科目、専門科目から所定の科目を履修し単位を修得すると、保育士の資格を取得することができます。

②保育士資格（幼児教育保育学科）

保育原理
教育原理
子ども家庭福祉
社会福祉
子ども家庭支援論
社会的養護Ⅰ
保育者論
保育の心理学
子ども家庭支援の心理学
幼児理解
子どもの保健
子どもの食と栄養（基礎）
子どもの食と栄養（応用）
教育課程総論
保育内容総論
保育指導法（言葉）
保育指導法（環境）
保育指導法（人間関係）
保育指導法（健康）
保育指導法（音楽表現）
保育指導法（造形表現）
保育内容（言葉）
保育内容（環境）
保育内容（表現）
保育内容（人間関係）
保育内容（健康）
乳児保育Ⅰ
乳児保育Ⅱ
子どもの健康と安全
特別支援教育・保育（基礎）
特別支援教育・保育（応用）
社会的養護Ⅱ
子育て支援
保育実習Ⅰ
保育実習指導Ⅰ

保育原理
教育原理
子ども家庭福祉
社会福祉
子ども家庭支援論
社会的養護Ⅰ
保育者論
保育の心理学
子ども家庭支援の心理学
子どもの理解と援助
子どもの保健

子どもの食と栄養

保育の計画と評価
保育内容総論

保育内容演習

乳児保育Ⅰ
乳児保育Ⅱ
子どもの健康と安全

社会的養護Ⅱ
子育て支援
保育実習Ⅰ
保育実習指導Ⅰ

障害児保育

保育実践演習 保育・教職実践演習（幼稚園） 演習2 2演習

合計

保育内容の理解と
方法

講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
演習
講義

演習

講義
演習

演習

講義
演習
演習

演習
演習
実習
演習

演習

53単位

演習

２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
２

２

２
１

6

２
１
１

１
１
４
２

２

5

講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
演習
講義
演習
演習
講義
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
講義
演習
演習
演習
演習
実習
演習
実習
演習

２
２
２
２
２
２
２
2
２
１
２
1
1
２
１
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
２
１
１
1
1
1
1
４
２

○
○
○

○
○
○

○
○

○

○
○

○
○
○
○
○
○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○
○

○

必修科目を含め53単位すべて修得すること。

告示別表第１による教科目 指定保育士養成施設における教科の開設状況等（新）

系列 教 科 目
授業
形態

授業
形態授業科目

単位数
必修

単位数

保
育
の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
科
目

保
育
の
本
質
・
目
的
に
関
す
る
科
目

保
育
の
対
象
の
理
解
に

関
す
る
科
目

保育
実習

総合
演習

［2023年度入学生］
開講時期

１年次 ２年次
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教科に関する
科目

領域及び
保育内容の
指導法に
関する科目

教育の
基礎的理解に
関する科目

道徳、総合的な
学習の時間の
指導法及び
生徒指導、
教育相談等に
関する科目

教育実践に
関する科目

12

6

4

2

5

図画工作

体育

音楽

国語

保育内容の指導法
（情報機器及び教材の活用を含む。）

教職の意義及び教員の役割・職務内容
（チーム学校運営への対応を含む。）

教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

幼児、児童及び生徒の心身の発達
及び学習の過程

特別の支援を必要とする幼児、児童
及び生徒に対する理解

教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを含む。）

教育の方法及び技術
（情報機器及び教材の活用を含む。）

幼児理解の理論及び方法
進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

教育相談（カウンセリングに関する
基礎的な知識を含む。）の理論及び方法

教育に関する社会的、制度的又は
経営的事項（学校と地域との連携及び
学校安全への対応を含む。）

教職実践演習

教育実習

2
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

1
2
3
2

2

2

2

2

1

2

2

1

1

○ことばの基礎
○子どもの音楽（基礎）
○子どもの音楽（応用）
○子どもの図画工作
○造形表現
○体育実技（基礎）
○体育実技（応用）

○保育内容（言葉）
○保育内容（環境）
○保育内容（人間関係）
○保育内容（健康）
○保育内容（表現）
○保育内容総論

○教育原理

○教育経営

○幼稚園実習指導
○幼稚園実習（基礎）
○幼稚園実習（応用）
○保育・教職実践演習（幼稚園）

○保育の心理学Ⅰ

○特別支援教育・保育（基礎）

○教育課程総論

○教育と保育の方法

○幼児理解

○教育相談（カウンセリングを含む）

○教師論

施行規則に定める科目区分等
科目区分 各科目に含めることが必要な事項 単位 単位 年次授業科目

本学で開設する授業科目
備　　考

教育職員免許法
施行規則
第66条の
6に定める科目

8

2
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

2
2
1
1
2
1

2
1
2
2

1

2

2

1

1

2

1

1

2

1
2
2
2
2
2
2

○日本国憲法
○健康とスポーツⅠ
○健康とスポーツⅡ
○外国語コミュニケーション（基礎）
○外国語コミュニケーション（応用）
○情報処理演習（データ活用）
○情報処理演習（文書処理）

日本国憲法

体育

外国語コミュニケーション

情報機器の操作

施行規則に定める科目区分等
科目区分

注：①　○は必修科目

各科目に含めることが必要な事項 単位 単位 年次授業科目
本学で開設する授業科目

備　　考

以下の表に示す教養科目、専門科目から所定の科目を履修し単位を修得すると、保育士の資格を取得することができます。

②保育士資格（幼児教育保育学科）

保育原理
教育原理
子ども家庭福祉
社会福祉
子ども家庭支援論
社会的養護Ⅰ
保育者論
保育の心理学
子ども家庭支援の心理学
幼児理解
子どもの保健
子どもの食と栄養（基礎）
子どもの食と栄養（応用）
教育課程総論
保育内容総論
保育指導法（言葉）
保育指導法（環境）
保育指導法（人間関係）
保育指導法（健康）
保育指導法（音楽表現）
保育指導法（造形表現）
保育内容（言葉）
保育内容（環境）
保育内容（表現）
保育内容（人間関係）
保育内容（健康）
乳児保育Ⅰ
乳児保育Ⅱ
子どもの健康と安全
特別支援教育・保育（基礎）
特別支援教育・保育（応用）
社会的養護Ⅱ
子育て支援
保育実習Ⅰ
保育実習指導Ⅰ

保育原理
教育原理
子ども家庭福祉
社会福祉
子ども家庭支援論
社会的養護Ⅰ
保育者論
保育の心理学
子ども家庭支援の心理学
子どもの理解と援助
子どもの保健

子どもの食と栄養

保育の計画と評価
保育内容総論

保育内容演習

乳児保育Ⅰ
乳児保育Ⅱ
子どもの健康と安全

社会的養護Ⅱ
子育て支援
保育実習Ⅰ
保育実習指導Ⅰ

障害児保育

保育実践演習 保育・教職実践演習（幼稚園） 演習2 2演習

合計

保育内容の理解と
方法

講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
演習
講義

演習

講義
演習

演習

講義
演習
演習

演習
演習
実習
演習

演習

53単位

演習

２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
２

２

２
１

6

２
１
１

１
１
４
２

２

5

講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
演習
講義
演習
演習
講義
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
講義
演習
演習
演習
演習
実習
演習
実習
演習

２
２
２
２
２
２
２
2
２
１
２
1
1
２
１
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
２
１
１
1
1
1
1
４
２

○
○
○

○
○
○

○
○

○

○
○

○
○
○
○
○
○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

○
○
○

○

必修科目を含め53単位すべて修得すること。

告示別表第１による教科目 指定保育士養成施設における教科の開設状況等（新）

系列 教 科 目
授業
形態

授業
形態授業科目

単位数
必修

単位数

保
育
の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
科
目

保
育
の
本
質
・
目
的
に
関
す
る
科
目

保
育
の
対
象
の
理
解
に

関
す
る
科
目

保育
実習

総合
演習

［2023年度入学生］
開講時期

１年次 ２年次

［2022年度入学生］
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子ども・家族と社会

諸外国の保育

子どもの発達と保育

保育臨床

教育と保育の方法

表現課題演習（基礎）

表現課題演習（応用）

ピアノ基礎演習Ⅰ

ピアノ基礎演習Ⅱ

こどばの基礎

ことばの力

子どもの音楽（基礎）

子どもの音楽（応用）

子どもの図画工作

体育実技（基礎）

体育実技（応用）

身体表現

造形表現

保育実習Ⅱ（保育所）

保育実習Ⅲ（施設）

保育実習指導Ⅱ（保育所）

保育実習指導Ⅲ（施設）

各指定保育士
養成施設に
おいて設定

保育実習Ⅱ又は
保育実習Ⅲ

保育実習指導Ⅱ又は
保育実習指導Ⅲ

実習 ２

演習 1

講義

講義

演習

演習

講義

演習

演習

演習

演習

講義

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

実習

実習

演習

演習

１

１

2

２

２

１

１

２

１

１

2

１

１

１

１

1

1

1

1

２

２

１

１

２6

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

保育実習２単位および保育実習指導１単位を含め
９単位以上を修得すること。

別表第２による教科目 指定保育士養成施設における教科目の解説状況

系列 教 科 目
授業
形態

授業
形態授業科目

単位数
選択必修

履修単位数

保
育
の
本
質
・

目
的
に
関
す
る
科
目

保
育
の
対
象
の
理
解
に

関
す
る
科
目

保
育
の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
科
目

15
単
位
以
上

保
育
実
習

［2023年度入学生］ ［2023年度入学生］
告示による教科目 指定保育士養成施設における教科の開設状況等（新）

系列 教 科 目
授業
形態 授 業 科 目

学びの技法

キャリア形成

日本国憲法

キャリア基礎演習

情報処理演習（データ活用）

情報処理演習（文書処理）

基本演習

北海道論

人間の心理

現代社会論

日本文化演習（茶道）

プレゼンテーション演習

外国語コミュニケーション(基礎)

外国語コミュニケーション（応用）

健康とスポーツⅠ

健康とスポーツⅡ

１

１

２

１

１

6

○

○

○

○

○ ※英語

○ ※英語

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ※総合

○ ※総合

○

○

１

１

２

２

２

１

１

１

１

１

１

１4

外国語、
体育以外の
科目

不問
６以上

2以上演習

講義

実技

１

１

外国語

体　育

合　計 10単位以上
必修科目を含め10単位以上修得すること。

単位数
単位数

教

　
　養

　
　科

　
　目

選択必修

開講時期

１年次 ２年次

開講時期

１年次 ２年次

本学における教科の開設状況 開講時期

授 業 科 目

幼稚園実習（基礎）

幼稚園実習（応用）

幼稚園実習指導

子ども音楽療育概論

子ども音楽療育演習

子ども音楽療育実習

子どもの遊び演習

保育プロジェクト演習

保育英語Ⅰ

保育英語Ⅱ

保育英語Ⅲ

保育英語Ⅳ

海外研修（事前・事後指導も含む）

１

１

２

２

３

１

２

１

１

１

１

１

１

2

16

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

保育士資格取得科目ではないが、
学校独自の科目として
開設されている教科目

合　　計

単位数
１年次 ２年次

選択必修

［2023年度入学生］

36
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子ども・家族と社会

諸外国の保育

子どもの発達と保育

保育臨床

教育と保育の方法

表現課題演習（基礎）

表現課題演習（応用）

ピアノ基礎演習Ⅰ

ピアノ基礎演習Ⅱ

こどばの基礎

ことばの力

子どもの音楽（基礎）

子どもの音楽（応用）

子どもの図画工作

体育実技（基礎）

体育実技（応用）

身体表現

造形表現

保育実習Ⅱ（保育所）

保育実習Ⅲ（施設）

保育実習指導Ⅱ（保育所）

保育実習指導Ⅲ（施設）

各指定保育士
養成施設に
おいて設定

保育実習Ⅱ又は
保育実習Ⅲ

保育実習指導Ⅱ又は
保育実習指導Ⅲ

実習 ２

演習 1

講義

講義

演習

演習

講義

演習

演習

演習

演習

講義

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

実習

実習

演習

演習

１

１

2

２

２

１

１

２

１

１

2

１

１

１

１

1

1

1

1

２

２

１

１

２6

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

保育実習２単位および保育実習指導１単位を含め
９単位以上を修得すること。

別表第２による教科目 指定保育士養成施設における教科目の解説状況

系列 教 科 目
授業
形態

授業
形態授業科目

単位数
選択必修

履修単位数

保
育
の
本
質
・

目
的
に
関
す
る
科
目

保
育
の
対
象
の
理
解
に

関
す
る
科
目

保
育
の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
科
目

15
単
位
以
上

保
育
実
習

［2023年度入学生］ ［2023年度入学生］
告示による教科目 指定保育士養成施設における教科の開設状況等（新）

系列 教 科 目
授業
形態 授 業 科 目

学びの技法

キャリア形成

日本国憲法

キャリア基礎演習

情報処理演習（データ活用）

情報処理演習（文書処理）

基本演習

北海道論

人間の心理

現代社会論

日本文化演習（茶道）

プレゼンテーション演習

外国語コミュニケーション(基礎)

外国語コミュニケーション（応用）

健康とスポーツⅠ

健康とスポーツⅡ

１

１

２

１

１

6

○

○

○

○

○ ※英語

○ ※英語

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ※総合

○ ※総合

○

○

１

１

２

２

２

１

１

１

１

１

１

１4

外国語、
体育以外の
科目

不問
６以上

2以上演習

講義

実技

１

１

外国語

体　育

合　計 10単位以上
必修科目を含め10単位以上修得すること。

単位数
単位数

教

　
　養

　
　科

　
　目

選択必修

開講時期

１年次 ２年次

開講時期

１年次 ２年次

本学における教科の開設状況 開講時期

授 業 科 目

幼稚園実習（基礎）

幼稚園実習（応用）

幼稚園実習指導

子ども音楽療育概論

子ども音楽療育演習

子ども音楽療育実習

子どもの遊び演習

保育プロジェクト演習

保育英語Ⅰ

保育英語Ⅱ

保育英語Ⅲ

保育英語Ⅳ

海外研修（事前・事後指導も含む）

１

１

２

２

３

１

２

１

１

１

１

１

１

2

16

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

保育士資格取得科目ではないが、
学校独自の科目として
開設されている教科目

合　　計

単位数
１年次 ２年次

選択必修

［2023年度入学生］

37

10

免
許
・
資
格

SAPPORO INTERNATIONAL UNIVERSITY JUNIOR COLLEGE STUDY GUIDE 2023



子ども・家族と社会

諸外国の保育

教育相談（カウンセリングを含む）

幼児理解

子どもの発達と保育

保育臨床

教育と保育の方法

表現課題演習（基礎）

表現課題演習（応用）

ピアノ基礎演習Ⅰ

ピアノ基礎演習Ⅱ

こどばの基礎

子どもの音楽（応用）

体育実技（応用）

身体表現

造形表現

保育実習Ⅱ（保育所）

保育実習Ⅲ（施設）

保育実習指導Ⅱ（保育所）

保育実習指導Ⅲ（施設）

各指定保育士
養成施設に
おいて設定

保育実習Ⅱ又は
保育実習Ⅲ

保育実習指導Ⅱ又は
保育実習指導Ⅲ

実習 ２

演習 1

講義

講義

演習

演習

演習

演習

講義

演習

演習

演習

演習

講義

演習

演習

演習

演習

実習

実習

演習

演習

１

１

２

４

２

２

１

１

１

１

２

１

１

１

１

１

１

２

２

１

１

２２

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

保育実習２単位および
保育実習指導１単位を含め９単位以上を修得すること。

１科目２単位
選択必修

１科目１単位
選択必修

◆別表第２による教科目（選択必修科目）

別表第２による教科目 左に対応して開設されている教科目 開講時期

系列 教 科 目
授業
形態

授業
形態授業科目

単位数
１年次 ２年次 備考

選択必修
履修単位数

保
育
の
本
質
・

目
的
に
関
す
る
科
目

保
育
の
対
象
の
理
解
に

関
す
る
科
目

保
育
の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
科
目

６
単
位
以
上

保
育
実
習

保育原理
教育原理
子ども家庭福祉
社会福祉
子ども家庭支援論
社会的養護Ⅰ
保育者論
保育の心理学Ⅰ
子ども家庭支援の心理学
保育の心理学Ⅱ
子どもの保健
子どもの食と栄養（基礎）
子どもの食と栄養（応用）
保育の計画と評価
保育内容総論
保育内容（言葉）
保育内容（環境）
保育内容（表現）
保育内容（健康）
保育内容（人間関係）
子どもの音楽（基礎）
子どもの図画工作
体育実技（基礎）
ことばの力
乳児保育Ⅰ
乳児保育Ⅱ
子どもの健康と安全
特別支援教育・保育（基礎）
特別支援教育・保育（応用）
社会的養護Ⅱ
子育て支援
保育実習Ⅰ
保育実習指導Ⅰ

保育・教職実践演習（幼稚園）

保育原理
教育原理
子ども家庭福祉
社会福祉
子ども家庭支援論
社会的養護Ⅰ
保育者論
保育の心理学
子ども家庭支援の心理学
子どもの理解と援助
子どもの保健

子どもの食と栄養

保育の計画と評価
保育内容総論

保育内容演習

乳児保育Ⅰ
乳児保育Ⅱ
子どもの健康と安全

社会的養護Ⅱ
子育て支援
保育実習Ⅰ
保育実習指導Ⅰ

障害児保育

保育実践演習

合計

保育内容の理解と
方法

講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
演習
講義

演習

講義
演習

演習

講義
演習
演習

演習
演習
実習
演習

演習

演習

51単位

演習

２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
２

２

２
１

５

２
１
１

１
１
４
２

２

２

４

講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
演習
講義
演習
演習
講義
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
講義
演習
演習
演習
演習
演習
演習
実習
演習

演習

２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
２
１
１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１
４
２

２

５１
全科目５１単位修得すること。

○
○
○

○
○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○
○

○

○
○
○

○

◆告示別表第１による教科目（必修科目）

告示別表第１による教科目 左に対応して開設されている教科目 開講時期

系列 教 科 目
授業
形態

授業
形態授業科目

単位数
１年次 ２年次

必修
単位数

保
育
の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
科
目

保
育
の
本
質
・
目
的
に
関
す
る
科
目

保
育
の
対
象
の
理
解
に

関
す
る
科
目

総合
演習

保育
実習

［2022年度入学生］ ［2022年度入学生］
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子ども・家族と社会

諸外国の保育

教育相談（カウンセリングを含む）

幼児理解

子どもの発達と保育

保育臨床

教育と保育の方法

表現課題演習（基礎）

表現課題演習（応用）

ピアノ基礎演習Ⅰ

ピアノ基礎演習Ⅱ

こどばの基礎

子どもの音楽（応用）

体育実技（応用）

身体表現

造形表現

保育実習Ⅱ（保育所）

保育実習Ⅲ（施設）

保育実習指導Ⅱ（保育所）

保育実習指導Ⅲ（施設）

各指定保育士
養成施設に
おいて設定

保育実習Ⅱ又は
保育実習Ⅲ

保育実習指導Ⅱ又は
保育実習指導Ⅲ

実習 ２

演習 1

講義

講義

演習

演習

演習

演習

講義

演習

演習

演習

演習

講義

演習

演習

演習

演習

実習

実習

演習

演習

１

１

２

４

２

２

１

１

１

１

２

１

１

１

１

１

１

２

２

１

１

２２

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

保育実習２単位および
保育実習指導１単位を含め９単位以上を修得すること。

１科目２単位
選択必修

１科目１単位
選択必修

◆別表第２による教科目（選択必修科目）

別表第２による教科目 左に対応して開設されている教科目 開講時期

系列 教 科 目
授業
形態

授業
形態授業科目

単位数
１年次 ２年次 備考

選択必修
履修単位数

保
育
の
本
質
・

目
的
に
関
す
る
科
目

保
育
の
対
象
の
理
解
に

関
す
る
科
目

保
育
の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
科
目

６
単
位
以
上

保
育
実
習

保育原理
教育原理
子ども家庭福祉
社会福祉
子ども家庭支援論
社会的養護Ⅰ
保育者論
保育の心理学Ⅰ
子ども家庭支援の心理学
保育の心理学Ⅱ
子どもの保健
子どもの食と栄養（基礎）
子どもの食と栄養（応用）
保育の計画と評価
保育内容総論
保育内容（言葉）
保育内容（環境）
保育内容（表現）
保育内容（健康）
保育内容（人間関係）
子どもの音楽（基礎）
子どもの図画工作
体育実技（基礎）
ことばの力
乳児保育Ⅰ
乳児保育Ⅱ
子どもの健康と安全
特別支援教育・保育（基礎）
特別支援教育・保育（応用）
社会的養護Ⅱ
子育て支援
保育実習Ⅰ
保育実習指導Ⅰ

保育・教職実践演習（幼稚園）

保育原理
教育原理
子ども家庭福祉
社会福祉
子ども家庭支援論
社会的養護Ⅰ
保育者論
保育の心理学
子ども家庭支援の心理学
子どもの理解と援助
子どもの保健

子どもの食と栄養

保育の計画と評価
保育内容総論

保育内容演習

乳児保育Ⅰ
乳児保育Ⅱ
子どもの健康と安全

社会的養護Ⅱ
子育て支援
保育実習Ⅰ
保育実習指導Ⅰ

障害児保育

保育実践演習

合計

保育内容の理解と
方法

講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
演習
講義

演習

講義
演習

演習

講義
演習
演習

演習
演習
実習
演習

演習

演習

51単位

演習

２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
２

２

２
１

５

２
１
１

１
１
４
２

２

２

４

講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
講義
演習
講義
演習
演習
講義
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
演習
講義
演習
演習
演習
演習
演習
演習
実習
演習

演習

２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
２
１
１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１
４
２

２

５１
全科目５１単位修得すること。

○
○
○

○
○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○
○

○

○
○
○

○

◆告示別表第１による教科目（必修科目）

告示別表第１による教科目 左に対応して開設されている教科目 開講時期

系列 教 科 目
授業
形態

授業
形態授業科目

単位数
１年次 ２年次

必修
単位数

保
育
の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
科
目

保
育
の
本
質
・
目
的
に
関
す
る
科
目

保
育
の
対
象
の
理
解
に

関
す
る
科
目

総合
演習

保育
実習

［2022年度入学生］ ［2022年度入学生］
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札幌国際大学に設置されている図書館司書資格取得に関する科目（以下、図書館科目）において、所定の単位を修得し、大学（短大を含む）
を卒業することで、図書館司書資格が与えられます。図書館科目の履修は、札幌国際大学科目等履修生の扱いとなります。
なお、図書館科目の履修には、60,000円の履修費を徴収します。

③図書館司書（全学科）

図書館法施行規則に定める科目 単位数 左記に対応する本学の開講授業科目 単位数 備　　　考開講学年
生涯学習論
図書館概論
図書館制度・経営論
図書館情報技術論
図書館サービス概論
情報サービス論
児童サービス論
情報サービス演習Ⅰ
情報サービス演習Ⅱ 
図書館情報資源概論
情報資源組織論
情報資源組織演習Ⅰ
情報資源組織演習Ⅱ
図書館基礎特論

図書館情報資源特論
図書・図書館史

2
2
2
2
2
2
2
1
1
2
2
1
1
1

1
1

1
1
1
1
1
2
2
1
2
1
1
2
2
2

2
2

生涯学習概論
図書館概論
図書館制度・経営論
図書館情報技術論
図書館サービス概論
情報サービス論
児童サービス論

情報サービス演習

図書館情報資源概論
情報資源組織論

情報資源組織演習

図書館基礎特論
図書館サービス特論
図書館情報資源特論
図書・図書館史
図書館施設論
図書館総合演習
図書館実習

2
2
2
2
2
2
2

2

2
2

2

1
1
1
1
1
1
1

講義科目7．5回の科目は、次のとおりです。図書館基礎特論、図書館情報資源特論、図書・図書館史

必修
科目

選択
科目

13科目22単位
必修科目

2科目2単位以上

24単位
25単位

資格取得のための最低単位数
合　　　　　　　　　　　計

◆教養科目

告示別表第１による教科目 本学における教科の開設状況等 開講時期

系列 教 科 目
授業
形態 授 業 科 目

学びの技法

キャリア形成

日本国憲法

キャリア基礎演習

情報処理演習（データ活用）

情報処理演習（文書処理）

基本演習

北海道論

人間の心理

現代社会論

日本文化演習（茶道）

プレゼンテーション演習

外国語コミュニケーション(基礎)

外国語コミュニケーション（応用）

健康とスポーツⅠ

健康とスポーツⅡ

１

１

２

１

１

１

１

８

１

１

２

２

２

１

１

１

１

１２

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

外国語、
体育以外の
科目

不問
６以上

演習

講義

実技

１

１

外国語

体　育

必修科目を含め８単位以上修得すること。

単位数
１年次 ２年次履修単位数

教

　
　養

　
　科

　
　目

選択必修

◆学校独自の科目

本学における教科の開設状況 開講時期

授 業 科 目

教育経営

教師論

教育課程総論

幼稚園実習（基礎）

幼稚園実習（応用）

幼稚園実習指導

子ども音楽療育概論

子ども音楽療育演習

子ども音楽療育実習

子どもの遊び演習

保育プロジェクト演習

保育英語Ⅰ

保育英語Ⅱ

保育英語Ⅲ

保育英語Ⅳ

海外研修（事前・事後指導も含む）

１

１

２

２

２

２

２

３

１

２

１

１

１

１

１

１

2

22

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

保育士資格取得科目ではないが、
学校独自の科目として
開設されている教科目

合　　計

単位数
１年次 ２年次

選択必修

［2022年度入学生］

［2022年度入学生］
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札幌国際大学に設置されている図書館司書資格取得に関する科目（以下、図書館科目）において、所定の単位を修得し、大学（短大を含む）
を卒業することで、図書館司書資格が与えられます。図書館科目の履修は、札幌国際大学科目等履修生の扱いとなります。
なお、図書館科目の履修には、60,000円の履修費を徴収します。

③図書館司書（全学科）

図書館法施行規則に定める科目 単位数 左記に対応する本学の開講授業科目 単位数 備　　　考開講学年
生涯学習論
図書館概論
図書館制度・経営論
図書館情報技術論
図書館サービス概論
情報サービス論
児童サービス論
情報サービス演習Ⅰ
情報サービス演習Ⅱ 
図書館情報資源概論
情報資源組織論
情報資源組織演習Ⅰ
情報資源組織演習Ⅱ
図書館基礎特論

図書館情報資源特論
図書・図書館史

2
2
2
2
2
2
2
1
1
2
2
1
1
1

1
1

1
1
1
1
1
2
2
1
2
1
1
2
2
2

2
2

生涯学習概論
図書館概論
図書館制度・経営論
図書館情報技術論
図書館サービス概論
情報サービス論
児童サービス論

情報サービス演習

図書館情報資源概論
情報資源組織論

情報資源組織演習

図書館基礎特論
図書館サービス特論
図書館情報資源特論
図書・図書館史
図書館施設論
図書館総合演習
図書館実習

2
2
2
2
2
2
2

2

2
2

2

1
1
1
1
1
1
1

講義科目7．5回の科目は、次のとおりです。図書館基礎特論、図書館情報資源特論、図書・図書館史

必修
科目

選択
科目

13科目22単位
必修科目

2科目2単位以上

24単位
25単位

資格取得のための最低単位数
合　　　　　　　　　　　計

◆教養科目

告示別表第１による教科目 本学における教科の開設状況等 開講時期

系列 教 科 目
授業
形態 授 業 科 目

学びの技法

キャリア形成

日本国憲法

キャリア基礎演習

情報処理演習（データ活用）

情報処理演習（文書処理）

基本演習

北海道論

人間の心理

現代社会論

日本文化演習（茶道）

プレゼンテーション演習

外国語コミュニケーション(基礎)

外国語コミュニケーション（応用）

健康とスポーツⅠ

健康とスポーツⅡ

１

１

２

１

１

１

１

８

１

１

２

２

２

１

１

１

１

１２

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

外国語、
体育以外の
科目

不問
６以上

演習

講義

実技

１

１

外国語

体　育

必修科目を含め８単位以上修得すること。

単位数
１年次 ２年次履修単位数

教

　
　養

　
　科

　
　目

選択必修

◆学校独自の科目

本学における教科の開設状況 開講時期

授 業 科 目

教育経営

教師論

教育課程総論

幼稚園実習（基礎）

幼稚園実習（応用）

幼稚園実習指導

子ども音楽療育概論

子ども音楽療育演習

子ども音楽療育実習

子どもの遊び演習

保育プロジェクト演習

保育英語Ⅰ

保育英語Ⅱ

保育英語Ⅲ

保育英語Ⅳ

海外研修（事前・事後指導も含む）

１

１

２

２

２

２

２

３

１

２

１

１

１

１

１

１

2

22

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

保育士資格取得科目ではないが、
学校独自の科目として
開設されている教科目

合　　計

単位数
１年次 ２年次

選択必修

［2022年度入学生］

［2022年度入学生］
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全国大学実務教育協会とは、全国181校の大学・短期大学が加盟する協会で、21世紀の社会が必要とする人材の育成を支援するために、大学に
おける主として実務教育に係る教育課程を認定し、履修した学生にその証として資格を発行しています。
資格の申込み手続きは5月と9月の予定で、1件あたり3,500円～7,900円程度の費用が必要となります。

④全国大学実務教育協会資格

(１)実践キャリア実務士(総合生活キャリア学科のみ)
キャリアデザインやキャリアプランニング、および、それらにともなう能力開発についての知識・技能を修得するとともに、幅広い知識・技能を
活用しながら、チームで課題を解決する能力を身につけ、多様にかつ刻々と変化する社会環境において、自らキャリアをひらいていける人材
を養成します。
次に示す必修科目および選択科目を合わせて16単位以上を修得し、「到達目標達成度評価表」の総合評価が「Ｃ」以上の者に付与されます。

「到達目標達成度評価表」とは…
全国大学実務教育協会資格教育課程の一連の授業を受講して、この資格の到達目標を総合的に評価するための評価表です。
これによって、個々の到達目標をどれだけ達成できたのかを確認します。その後、総合的な達成度を自己評価して、達成度をさらに高め
るためにどのような課題が残されているのか、これからの学修の目標を明確にします。
学生による学修成果の総合評価（自己評価）と、教員による学修成果の総合評価を行い、「Ｆ」評価の場合、資格認定することはできません。
具体的な記入方法については、「キャリア特別講義」の授業等で指示します。

総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

必修

必修

必修
必修

キャリア形成
キャリア特別講義
キャリア基礎演習
学びの技法
言葉の力基礎
言葉の力応用
現代生活と社会
ビジネス実務総論
ビジネス実務Ⅰ
現代生活論
業界知識
課題解決演習Ⅰ
課題解決演習Ⅱ
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

1
2
1
1
1
1
1
2
1
2
2
1
1
2
1

１－２
１－３
１－３
１－１
１－１
１－１
１－１
１－３
１－１
１－３
１－３
２－１
２－１
２－１
２－１

④
⑥
⑥
①
①
①
①
⑤
②
⑥
⑤
⑦
⑦
⑧
⑧

○

○
○
○
○
○

○
○
○

○
○

○

○

○
○

領
域
１
、領
域
２
か
ら
16
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。

領域1

領域2

備考科目名 開発能力(Ａ) 学修目標(Ｂ) 単位数 履修方法
2年1年

配当年次

1-1　働く基礎能力 

 

1-2　自分を知る力 

 

1-3　社会を知る力

領域１
資格到達目標

開発する能力(Ａ)

働くための基礎能力とキャリア教養の領域
働くために必要な基礎能力を身につけ、社会と自分の関係を理解している。

学修や就業の場面で必要な
社会人基礎力を発揮する能力

① 理解力(読む・聞く力)や表現技術(文章表現・口頭表現)などの
　 基本スキルを発揮して主体的に調べ、考察できる。
② 職業生活・社会生活で必要なマナーやルールに沿った行動をとり、
　 自らを律して、責任感をもって行動することができる。
③ 就業への問題意識と協働意識をもって実践的に学修活動に取組み、
　 自分の行動を振り返り、自らの能力や資質を明確にできる。
④ 自ら学びの目標を設定し、達成状況をもとに目標を再設定し、
　 改善に向けた活動ができる。
⑤ 市民社会や組織の一員としての自覚をもって課題を捉え、
　 人への思いやりと責任感のある行動がとれる。
⑥ 社会の問題を多面的に理解し、建設的に対話や議論をして、
　 実社会と自らのキャリアを関連づけて考えることができる。

学修の実践体験を省察し、自分の
持ち前を発揮して活動する能力

社会の一員として課題を理解し、
他者と議論し、当事者意識を
もって考察する能力

能力の内容

2-1
就業の中でキャリアを
考える力

領域２
資格到達目標

開発する能力(Ａ)

総合的学修体験と能力開発の領域
総合的学修の体験を通して、キャリアと能力開発の方向性を明確にすることができる。

総合的学修体験を通じて、
就業力を自己評価と他者評価し、
キャリアや能力開発の方向性を
明確にする能力 
  

⑦ 学んだ、知識・スキル・態度を活かして、周りの人とともに課題を
　 明確にし、創意工夫をして総合的な課題解決ができる。
⑧ 職業生活・社会生活のあり方を主体的に設計し、実務実践の体験を
　 通じて学びを継続することができる。

能力の内容［2023年度入学生］

総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

必修

必修

必修
必修

キャリア形成
キャリア特別講義
キャリア基礎演習
学びの技法
日本語基礎表現法
日本語応用表現法
ベーシックスキルズ
ビジネス実務総論
オフィス実務Ⅰ
現代生活論
業界知識
課題解決演習Ⅰ
課題解決演習Ⅱ
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

1
2
1
1
1
1
1
2
1
2
2
1
1
2
1

１－２
１－３
１－３
１－１
１－１
１－１
１－１
１－３
１－１
１－３
１－３
２－１
２－１
２－１
２－１

④
⑥
⑥
①
①
①
①
⑤
②
⑥
⑤
⑦
⑦
⑧
⑧

○

○
○
○
○
○

○
○
○

○
○

○

○

○
○

領
域
１
、領
域
２
か
ら
16
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。

領域1

領域2

備考科目名 開発能力(Ａ) 学修目標(Ｂ) 単位数 履修方法
2年1年

配当年次
［2022年度入学生］
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全国大学実務教育協会とは、全国181校の大学・短期大学が加盟する協会で、21世紀の社会が必要とする人材の育成を支援するために、大学に
おける主として実務教育に係る教育課程を認定し、履修した学生にその証として資格を発行しています。
資格の申込み手続きは5月と9月の予定で、1件あたり3,500円～7,900円程度の費用が必要となります。

④全国大学実務教育協会資格

(１)実践キャリア実務士(総合生活キャリア学科のみ)
キャリアデザインやキャリアプランニング、および、それらにともなう能力開発についての知識・技能を修得するとともに、幅広い知識・技能を
活用しながら、チームで課題を解決する能力を身につけ、多様にかつ刻々と変化する社会環境において、自らキャリアをひらいていける人材
を養成します。
次に示す必修科目および選択科目を合わせて16単位以上を修得し、「到達目標達成度評価表」の総合評価が「Ｃ」以上の者に付与されます。

「到達目標達成度評価表」とは…
全国大学実務教育協会資格教育課程の一連の授業を受講して、この資格の到達目標を総合的に評価するための評価表です。
これによって、個々の到達目標をどれだけ達成できたのかを確認します。その後、総合的な達成度を自己評価して、達成度をさらに高め
るためにどのような課題が残されているのか、これからの学修の目標を明確にします。
学生による学修成果の総合評価（自己評価）と、教員による学修成果の総合評価を行い、「Ｆ」評価の場合、資格認定することはできません。
具体的な記入方法については、「キャリア特別講義」の授業等で指示します。

総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

必修

必修

必修
必修

キャリア形成
キャリア特別講義
キャリア基礎演習
学びの技法
言葉の力基礎
言葉の力応用
現代生活と社会
ビジネス実務総論
ビジネス実務Ⅰ
現代生活論
業界知識
課題解決演習Ⅰ
課題解決演習Ⅱ
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

1
2
1
1
1
1
1
2
1
2
2
1
1
2
1

１－２
１－３
１－３
１－１
１－１
１－１
１－１
１－３
１－１
１－３
１－３
２－１
２－１
２－１
２－１

④
⑥
⑥
①
①
①
①
⑤
②
⑥
⑤
⑦
⑦
⑧
⑧

○

○
○
○
○
○

○
○
○

○
○

○

○

○
○

領
域
１
、領
域
２
か
ら
16
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。

領域1

領域2

備考科目名 開発能力(Ａ) 学修目標(Ｂ) 単位数 履修方法
2年1年

配当年次

1-1　働く基礎能力 

 

1-2　自分を知る力 

 

1-3　社会を知る力

領域１
資格到達目標

開発する能力(Ａ)

働くための基礎能力とキャリア教養の領域
働くために必要な基礎能力を身につけ、社会と自分の関係を理解している。

学修や就業の場面で必要な
社会人基礎力を発揮する能力

① 理解力(読む・聞く力)や表現技術(文章表現・口頭表現)などの
　 基本スキルを発揮して主体的に調べ、考察できる。
② 職業生活・社会生活で必要なマナーやルールに沿った行動をとり、
　 自らを律して、責任感をもって行動することができる。
③ 就業への問題意識と協働意識をもって実践的に学修活動に取組み、
　 自分の行動を振り返り、自らの能力や資質を明確にできる。
④ 自ら学びの目標を設定し、達成状況をもとに目標を再設定し、
　 改善に向けた活動ができる。
⑤ 市民社会や組織の一員としての自覚をもって課題を捉え、
　 人への思いやりと責任感のある行動がとれる。
⑥ 社会の問題を多面的に理解し、建設的に対話や議論をして、
　 実社会と自らのキャリアを関連づけて考えることができる。

学修の実践体験を省察し、自分の
持ち前を発揮して活動する能力

社会の一員として課題を理解し、
他者と議論し、当事者意識を
もって考察する能力

能力の内容

2-1
就業の中でキャリアを
考える力

領域２
資格到達目標

開発する能力(Ａ)

総合的学修体験と能力開発の領域
総合的学修の体験を通して、キャリアと能力開発の方向性を明確にすることができる。

総合的学修体験を通じて、
就業力を自己評価と他者評価し、
キャリアや能力開発の方向性を
明確にする能力 
  

⑦ 学んだ、知識・スキル・態度を活かして、周りの人とともに課題を
　 明確にし、創意工夫をして総合的な課題解決ができる。
⑧ 職業生活・社会生活のあり方を主体的に設計し、実務実践の体験を
　 通じて学びを継続することができる。

能力の内容［2023年度入学生］

総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

必修

必修

必修
必修

キャリア形成
キャリア特別講義
キャリア基礎演習
学びの技法
日本語基礎表現法
日本語応用表現法
ベーシックスキルズ
ビジネス実務総論
オフィス実務Ⅰ
現代生活論
業界知識
課題解決演習Ⅰ
課題解決演習Ⅱ
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

1
2
1
1
1
1
1
2
1
2
2
1
1
2
1

１－２
１－３
１－３
１－１
１－１
１－１
１－１
１－３
１－１
１－３
１－３
２－１
２－１
２－１
２－１

④
⑥
⑥
①
①
①
①
⑤
②
⑥
⑤
⑦
⑦
⑧
⑧

○

○
○
○
○
○

○
○
○

○
○

○

○

○
○

領
域
１
、領
域
２
か
ら
16
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。

領域1

領域2

備考科目名 開発能力(Ａ) 学修目標(Ｂ) 単位数 履修方法
2年1年

配当年次
［2022年度入学生］
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(2)上級秘書士（総合生活キャリア学科のみ）
職業人としての基礎的な実務能力を備えた上で、上司とのペアワークを中心とした秘書の仕事を理解し、業務を遂行する情報業務スキルと対人
業務スキルを身につけて、秘書的センスをもって秘書業務を実践できる能力を修得している。さらに、上司の視点や企業の視点から課題を理解
して課題解決に向けて判断力を発揮して選択肢を提案できる総合的な実践力を修得し、職務を通じてその能力を高めることができる。
次に示す必修科目および選択科目を合わせて24単位以上を修得した者に付与されます。

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

必修

必修
必修
必修
必修

必修
必修

オフィス総論
プレゼンテーション基礎
プレゼンテーション応用
サービス接遇
コンピュータリテラシー
情報処理
情報処理演習
コンピュータ統計
現代生活と経済
マーケティング
生活と金融
現代生活論
学びの技法
基本演習
言葉の力基礎
言葉の力応用
ビジネス実務Ⅰ
ビジネス実務Ⅱ
オフィス演習
秘書演習　　
キャリア形成
課題解決演習Ⅰ
課題解決演習Ⅱ
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

2
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1

○
○
○

○

○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○

○
○

○

○
○

○

○

○

○
○

領域1

領域2

領域3

備考科目名 単位数 履修方法
2年1年

配当年次

領
域
１
〜
３
か
ら
24
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

必修

必修
必修
必修
必修

必修
必修

オフィス総論
ビジネス文書
プレゼンテーション基礎
プレゼンテーション応用
職場のコミュニケーション
コンピュータリテラシー
情報処理
情報処理演習
コンピュータ統計
現代生活と経済
マーケティング
生活と銀行
現代生活論
学びの技法
基本演習
日本語基礎表現法
日本語応用表現法
オフィス実務Ⅰ
オフィス実務Ⅱ
オフィス演習
秘書演習
キャリア形成
課題解決演習Ⅰ
課題解決演習Ⅱ
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

2
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1

○
○
○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○

○

○

○

○

○
○

領域1

領域2

領域3

備考科目名 単位数 履修方法
2年1年

配当年次

領
域
１
〜
領
域
３
か
ら
２４
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。

［2023年度入学生］

［2022年度入学生］
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(2)上級秘書士（総合生活キャリア学科のみ）
職業人としての基礎的な実務能力を備えた上で、上司とのペアワークを中心とした秘書の仕事を理解し、業務を遂行する情報業務スキルと対人
業務スキルを身につけて、秘書的センスをもって秘書業務を実践できる能力を修得している。さらに、上司の視点や企業の視点から課題を理解
して課題解決に向けて判断力を発揮して選択肢を提案できる総合的な実践力を修得し、職務を通じてその能力を高めることができる。
次に示す必修科目および選択科目を合わせて24単位以上を修得した者に付与されます。

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

必修

必修
必修
必修
必修

必修
必修

オフィス総論
プレゼンテーション基礎
プレゼンテーション応用
サービス接遇
コンピュータリテラシー
情報処理
情報処理演習
コンピュータ統計
現代生活と経済
マーケティング
生活と金融
現代生活論
学びの技法
基本演習
言葉の力基礎
言葉の力応用
ビジネス実務Ⅰ
ビジネス実務Ⅱ
オフィス演習
秘書演習　　
キャリア形成
課題解決演習Ⅰ
課題解決演習Ⅱ
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

2
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1

○
○
○

○

○

○
○
○
○

○
○
○
○

○
○

○
○

○

○
○

○

○

○

○
○

領域1

領域2

領域3

備考科目名 単位数 履修方法
2年1年

配当年次

領
域
１
〜
３
か
ら
24
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

必修

必修
必修
必修
必修

必修
必修

オフィス総論
ビジネス文書
プレゼンテーション基礎
プレゼンテーション応用
職場のコミュニケーション
コンピュータリテラシー
情報処理
情報処理演習
コンピュータ統計
現代生活と経済
マーケティング
生活と銀行
現代生活論
学びの技法
基本演習
日本語基礎表現法
日本語応用表現法
オフィス実務Ⅰ
オフィス実務Ⅱ
オフィス演習
秘書演習
キャリア形成
課題解決演習Ⅰ
課題解決演習Ⅱ
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

2
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1

○
○
○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○

○

○

○

○

○
○

領域1

領域2

領域3

備考科目名 単位数 履修方法
2年1年

配当年次

領
域
１
〜
領
域
３
か
ら
２４
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。

［2023年度入学生］

［2022年度入学生］
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［2023年度入学生］

(3)上級秘書士（メディカル秘書）（総合生活キャリア学科のみ）｠
職業人としての基礎的な実務能力を備えた上で、上司とのペアワークを中心とした秘書の仕事を理解し、業務を遂行する情報業務スキルと対人
業務スキルを身につけて、秘書的センスをもって秘書業務を実践できる能力を修得している。さらに、上司の視点や企業の視点から課題を理解
して課題解決に向けて判断力を発揮して選択肢を提案できる総合的な実践力を修得し、職務を通じてその能力を高めることができる。
メディカル秘書は、医療機関において効果的な役割を果たすために、必要な知識と実践能力を身につける。
次に示す必修科目および選択科目を合わせて24単位以上を修得した者に付与されます。

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

必修

必修
必修

必修

必修
必修

オフィス総論
プレゼンテーション基礎
プレゼンテーション応用
サービス接遇
コンピュータリテラシー
情報処理
情報処理演習
コンピュータ統計
現代生活と経済
マーケティング
生活と金融
現代生活論
学びの技法
基本演習
言葉の力基礎
言葉の力応用
メディカル秘書実務
医療事務
医薬・販売
医療事務特別演習
健康・医学
キャリア形成
課題解決演習Ⅰ
課題解決演習Ⅱ
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

2
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
1
1
1
1
1
2
2
1
2
1
1
1
2
1

○
○
○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○
○

○

○

○
○

領域１

領域２

領域３

備考科目名 単位数 履修方法
2年1年

配当年次

領
域
１
〜
３
か
ら
２４
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。

［2022年度入学生］

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

必修

必修
必修

必修

必修
必修

オフィス総論
ビジネス文書
プレゼンテーション基礎
プレゼンテーション応用
職場のコミュニケーション
コンピュータリテラシー
情報処理
情報処理演習
コンピュータ統計
現代生活と経済
マーケティング
生活と銀行
現代生活論
学びの技法
基本演習
日本語基礎表現法
日本語応用表現法
メディカル秘書実務
医療事務
医薬・販売
医療事務特別演習
健康・医学
キャリア形成
課題解決演習Ⅰ
課題解決演習Ⅱ
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

2
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
1
1
1
1
1
2
2
1
2
1
1
1
2
1

○
○
○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○
○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○
○

領域１

領域２

領域３

備考科目名 単位数 履修方法
2年1年

配当年次

領
域
１
〜
領
域
３
か
ら
２４
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。

46

10

免
許
・
資
格

免許・資格



［2023年度入学生］

(3)上級秘書士（メディカル秘書）（総合生活キャリア学科のみ）｠
職業人としての基礎的な実務能力を備えた上で、上司とのペアワークを中心とした秘書の仕事を理解し、業務を遂行する情報業務スキルと対人
業務スキルを身につけて、秘書的センスをもって秘書業務を実践できる能力を修得している。さらに、上司の視点や企業の視点から課題を理解
して課題解決に向けて判断力を発揮して選択肢を提案できる総合的な実践力を修得し、職務を通じてその能力を高めることができる。
メディカル秘書は、医療機関において効果的な役割を果たすために、必要な知識と実践能力を身につける。
次に示す必修科目および選択科目を合わせて24単位以上を修得した者に付与されます。

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

必修

必修
必修

必修

必修
必修

オフィス総論
プレゼンテーション基礎
プレゼンテーション応用
サービス接遇
コンピュータリテラシー
情報処理
情報処理演習
コンピュータ統計
現代生活と経済
マーケティング
生活と金融
現代生活論
学びの技法
基本演習
言葉の力基礎
言葉の力応用
メディカル秘書実務
医療事務
医薬・販売
医療事務特別演習
健康・医学
キャリア形成
課題解決演習Ⅰ
課題解決演習Ⅱ
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

2
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
1
1
1
1
1
2
2
1
2
1
1
1
2
1

○
○
○

○

○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○

○

○
○

○

○

○
○

領域１

領域２

領域３

備考科目名 単位数 履修方法
2年1年

配当年次

領
域
１
〜
３
か
ら
２４
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。

［2022年度入学生］

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

必修

必修
必修

必修

必修
必修

オフィス総論
ビジネス文書
プレゼンテーション基礎
プレゼンテーション応用
職場のコミュニケーション
コンピュータリテラシー
情報処理
情報処理演習
コンピュータ統計
現代生活と経済
マーケティング
生活と銀行
現代生活論
学びの技法
基本演習
日本語基礎表現法
日本語応用表現法
メディカル秘書実務
医療事務
医薬・販売
医療事務特別演習
健康・医学
キャリア形成
課題解決演習Ⅰ
課題解決演習Ⅱ
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

2
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
1
1
1
1
1
2
2
1
2
1
1
1
2
1

○
○
○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○
○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○
○

領域１

領域２

領域３

備考科目名 単位数 履修方法
2年1年

配当年次

領
域
１
〜
領
域
３
か
ら
２４
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。
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(4)ビジネス実務士（総合生活キャリア学科のみ）
企業の組織構造や経営資源としての人・物・金・情報について理解を深めるとともに、情報収集・活用、企画立案、文書作成などの実務能力、
さらには多様な視点から現場の課題を理解し、その解決に向けてメンバーと協働する総合的な実践力を修得。即戦力となれるビジネスのプロ
フェッショナルを養成します。次に示す必修科目および選択科目を合わせて10単位以上を修得した者に付与されます。 

［2023年度入学生］

総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

必修
必修

必修

必修
必修

キャリア形成
キャリア基礎演習
プレゼンテーション基礎
プレゼンテーション応用
言葉の力基礎
言葉の力応用
現代生活と経済
ビジネス実務総論
ビジネス会計
ビジネス実務Ⅱ
オフィス演習
サービス接遇
ビジネス実務Ⅰ
コンピュータ統計
情報処理演習
マーケティング
コンピュータリテラシー
課題解決演習Ⅰ
課題解決演習Ⅱ
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

1
1
1
1
1
1
2
2
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
2
1

○
○
○
○
○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○
○

○
○

○

○
○

領域１

領域２

領域３

備考科目名 単位数 履修方法
2年1年

配当年次

領
域
１
〜
３
か
ら
10
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。

幼児教育保育学科必修科目

幼児教育保育学科必修科目

幼児教育保育学科必修科目
※2022年度生は２年次開講

幼児教育保育学科必修科目
幼児教育保育学科必修科目

必修
必修
必修
必修

必修
必修
必修

子どもの音楽(基礎)
子どもの音楽(応用)
ピアノ基礎演習Ⅰ
ピアノ基礎演習Ⅱ
子ども家庭福祉
保育の心理学（2023年度生）
保育の心理学Ⅰ（2022年度生）
乳児保育Ⅰ
子どもの保健
特別支援教育・保育（基礎）
特別支援教育・保育（応用）
子どもの遊び演習
保育内容（表現）
身体表現
表現課題演習（基礎）
表現課題演習（応用）
子ども音楽療育概論
子ども音楽療育演習
子ども音楽療育実習

1
1
1
1
2

2

2
2
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1

○

○
○
○

○

○
○
○

○
○

○

○

※○
○
○
○
○
○
○

領域１

領域２

領域３

備考科目名 単位数 履修方法
2年1年

配当年次

領
域
１
〜
３
か
ら
20
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。

［2022年度入学生］

総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

必修
必修

必修

必修
必修

キャリア形成
キャリア基礎演習
プレゼンテーション基礎
プレゼンテーション応用
日本語基礎表現法
日本語応用表現法
現代生活と経済
ビジネス実務総論
ビジネス実務
オフィス実務Ⅱ
オフィス演習
職場のコミュニケーション
ビジネス文書
オフィス実務Ⅰ
コンピュータ統計
情報処理演習
マーケティング
コンピュータリテラシー
課題解決演習Ⅰ
課題解決演習Ⅱ
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

1
1
1
1
1
1
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
2
1

○
○
○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○
○

○
○
○

○
○

○

○
○

領域１

領域２

領域３

備考科目名 単位数 履修方法
2年1年

配当年次

領
域
１
〜
３
か
ら
10
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。

(5)こども音楽療育士(幼児教育保育学科のみ)
音楽を通して、心身に何らかの障害のあるこども達の発達的な援助を行うための音楽療育に関する基礎知識・専門知識に加え、それに必要と
される技術と実践能力とをもつ人材を養成します。次に示す必修科目および選択科目を合わせて20単位以上を習得した者に付与されます。
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(4)ビジネス実務士（総合生活キャリア学科のみ）
企業の組織構造や経営資源としての人・物・金・情報について理解を深めるとともに、情報収集・活用、企画立案、文書作成などの実務能力、
さらには多様な視点から現場の課題を理解し、その解決に向けてメンバーと協働する総合的な実践力を修得。即戦力となれるビジネスのプロ
フェッショナルを養成します。次に示す必修科目および選択科目を合わせて10単位以上を修得した者に付与されます。 

［2023年度入学生］

総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

必修
必修

必修

必修
必修

キャリア形成
キャリア基礎演習
プレゼンテーション基礎
プレゼンテーション応用
言葉の力基礎
言葉の力応用
現代生活と経済
ビジネス実務総論
ビジネス会計
ビジネス実務Ⅱ
オフィス演習
サービス接遇
ビジネス実務Ⅰ
コンピュータ統計
情報処理演習
マーケティング
コンピュータリテラシー
課題解決演習Ⅰ
課題解決演習Ⅱ
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

1
1
1
1
1
1
2
2
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
2
1

○
○
○
○
○
○

○

○
○

○
○

○
○

○
○
○

○
○

○

○
○

領域１

領域２

領域３

備考科目名 単位数 履修方法
2年1年

配当年次

領
域
１
〜
３
か
ら
10
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。

幼児教育保育学科必修科目

幼児教育保育学科必修科目

幼児教育保育学科必修科目
※2022年度生は２年次開講

幼児教育保育学科必修科目
幼児教育保育学科必修科目

必修
必修
必修
必修

必修
必修
必修

子どもの音楽(基礎)
子どもの音楽(応用)
ピアノ基礎演習Ⅰ
ピアノ基礎演習Ⅱ
子ども家庭福祉
保育の心理学（2023年度生）
保育の心理学Ⅰ（2022年度生）
乳児保育Ⅰ
子どもの保健
特別支援教育・保育（基礎）
特別支援教育・保育（応用）
子どもの遊び演習
保育内容（表現）
身体表現
表現課題演習（基礎）
表現課題演習（応用）
子ども音楽療育概論
子ども音楽療育演習
子ども音楽療育実習

1
1
1
1
2

2

2
2
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1

○

○
○
○

○

○
○
○

○
○

○

○

※○
○
○
○
○
○
○

領域１

領域２

領域３

備考科目名 単位数 履修方法
2年1年

配当年次

領
域
１
〜
３
か
ら
20
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。

［2022年度入学生］

総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目

総合生活キャリア学科必修科目
総合生活キャリア学科必修科目

必修
必修

必修

必修
必修

キャリア形成
キャリア基礎演習
プレゼンテーション基礎
プレゼンテーション応用
日本語基礎表現法
日本語応用表現法
現代生活と経済
ビジネス実務総論
ビジネス実務
オフィス実務Ⅱ
オフィス演習
職場のコミュニケーション
ビジネス文書
オフィス実務Ⅰ
コンピュータ統計
情報処理演習
マーケティング
コンピュータリテラシー
課題解決演習Ⅰ
課題解決演習Ⅱ
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ

1
1
1
1
1
1
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
2
1

○
○
○
○
○
○

○

○
○
○

○
○

○
○

○
○
○

○
○

○

○
○

領域１

領域２

領域３

備考科目名 単位数 履修方法
2年1年

配当年次

領
域
１
〜
３
か
ら
10
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と
。

(5)こども音楽療育士(幼児教育保育学科のみ)
音楽を通して、心身に何らかの障害のあるこども達の発達的な援助を行うための音楽療育に関する基礎知識・専門知識に加え、それに必要と
される技術と実践能力とをもつ人材を養成します。次に示す必修科目および選択科目を合わせて20単位以上を習得した者に付与されます。
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　国際課では随時相談を受け付けています。海外留学を実現するために、履修計画から資金面まで幅広く相談にのり、サポートしていきます。
気軽にお立ち寄りください。

（1）海外留学

本学では、国内の大学と提携を結び、交換留学制度を設けています。留学期間は在学期間に含まれます。留学中の授業料は本学に納めま
す。（留学先大学の授業料は免除されます）
また、提携大学で修得した単位は、本学の卒業要件単位数として30単位まで認定できます。

（2）国内留学
●提携大学への交換留学

大阪国際大学短期大学部

富山短期大学

福岡女子短期大学

新潟青陵大学短期大学部

・提携大学
受入・派遣提携大学

大阪国際大学短期大学部

富山短期大学

福岡女子短期大学

新潟青陵大学短期大学部

提携年月日

2004年3月23日

2005年2月23日

2005年3月15日

2010年11月12日

5名以内

5名以内

5名以内

5名以内

人　数

2年次

2年次

2年次

2年次

学　年所在地

大阪府守口市

富山県富山市

福岡県太宰府市

新潟県新潟市

大

　学

短
期
大
学

札幌学院大学

札幌国際大学

札幌大学

東海大学札幌キャンパス

藤女子大学

北翔大学

北星学園大学

北海道科学大学

酪農学園大学

北海道情報大学

北海道文教大学

札幌国際大学短期大学部

北翔大学短期大学部

北星学園大学短期大学部

札幌圏大学・短期大学単位互換制度協定校

1

2

3

4

10

11

5

6

7

8

9

日本語能力検定

BJTビジネス日本語能力テスト

ITパスポート

総合旅行業務取扱管理者

国内旅行業務取扱管理者

880点以上

750点以上

550点以上

1級

準1級

6級

5級

4級

6級

5級

4級

N1

530点以上

1級

2級

1級

2級

資格名称

（資格取得奨励金　対象資格）

基準

¥50,000

¥30,000

¥10,000

¥50,000

¥30,000

¥50,000

¥30,000

¥10,000

¥50,000

¥30,000

¥10,000

¥30,000

¥50,000

¥10,000

¥30,000

¥30,000

¥30,000

¥10,000

¥50,000

¥30,000

奨励金

TOEIC（L/R）
（IPテストは不可）

実用英語技能検定

中国語検定（HSK）

韓国語能力検定（TOPIK）

リテールマーケティング（販売士）検定

日商簿記検定

札幌国際大学及び札幌国際大学短期大学部の学生の資格取得を奨励し、本学学生の資質向上に資するために、以下の資格を取得した学生に
奨励金を給付します。

札幌国際大学・札幌国際大学短期大学部　資格取得奨励金

対　　象：本学在学期間中に受験し、合格又は所定の基準点に達した者

申請方法：教務課に以下の書類を提出すること
 (1) 資格取得奨励金給付申請書（所定様式） 
 (2) 別表に定める資格を取得したこと（合格又は所定の基準点に達したこと）を証明する書類 

申請期間：春学期（7月1日～7月31日）
 秋学期（12月20日～1月20日）

・語学資格については、当該言語を母語とする者は対象外とする。

・過去に奨励金の給付を受けた資格の上位の資格（合格又は基準点）を取得した場合は、
 下位の資格の奨励金額を差し引いた金額を給付する。
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　国際課では随時相談を受け付けています。海外留学を実現するために、履修計画から資金面まで幅広く相談にのり、サポートしていきます。
気軽にお立ち寄りください。

（1）海外留学

本学では、国内の大学と提携を結び、交換留学制度を設けています。留学期間は在学期間に含まれます。留学中の授業料は本学に納めま
す。（留学先大学の授業料は免除されます）
また、提携大学で修得した単位は、本学の卒業要件単位数として30単位まで認定できます。

（2）国内留学
●提携大学への交換留学

大阪国際大学短期大学部

富山短期大学

福岡女子短期大学

新潟青陵大学短期大学部

・提携大学
受入・派遣提携大学

大阪国際大学短期大学部

富山短期大学

福岡女子短期大学

新潟青陵大学短期大学部

提携年月日

2004年3月23日

2005年2月23日

2005年3月15日

2010年11月12日

5名以内

5名以内

5名以内

5名以内

人　数

2年次

2年次

2年次

2年次

学　年所在地

大阪府守口市

富山県富山市

福岡県太宰府市

新潟県新潟市

大

　学

短
期
大
学

札幌学院大学

札幌国際大学

札幌大学

東海大学札幌キャンパス

藤女子大学

北翔大学

北星学園大学

北海道科学大学

酪農学園大学

北海道情報大学

北海道文教大学

札幌国際大学短期大学部

北翔大学短期大学部

北星学園大学短期大学部

札幌圏大学・短期大学単位互換制度協定校

1

2

3

4

10

11

5

6

7

8

9

日本語能力検定

BJTビジネス日本語能力テスト

ITパスポート

総合旅行業務取扱管理者

国内旅行業務取扱管理者

880点以上

750点以上

550点以上

1級

準1級

6級

5級

4級

6級

5級

4級

N1

530点以上

1級

2級

1級

2級

資格名称

（資格取得奨励金　対象資格）

基準

¥50,000

¥30,000

¥10,000

¥50,000

¥30,000

¥50,000

¥30,000

¥10,000

¥50,000

¥30,000

¥10,000

¥30,000

¥50,000

¥10,000

¥30,000

¥30,000

¥30,000

¥10,000

¥50,000

¥30,000

奨励金

TOEIC（L/R）
（IPテストは不可）

実用英語技能検定

中国語検定（HSK）

韓国語能力検定（TOPIK）

リテールマーケティング（販売士）検定

日商簿記検定

札幌国際大学及び札幌国際大学短期大学部の学生の資格取得を奨励し、本学学生の資質向上に資するために、以下の資格を取得した学生に
奨励金を給付します。

札幌国際大学・札幌国際大学短期大学部　資格取得奨励金

対　　象：本学在学期間中に受験し、合格又は所定の基準点に達した者

申請方法：教務課に以下の書類を提出すること
 (1) 資格取得奨励金給付申請書（所定様式） 
 (2) 別表に定める資格を取得したこと（合格又は所定の基準点に達したこと）を証明する書類 

申請期間：春学期（7月1日～7月31日）
 秋学期（12月20日～1月20日）

・語学資格については、当該言語を母語とする者は対象外とする。

・過去に奨励金の給付を受けた資格の上位の資格（合格又は基準点）を取得した場合は、
 下位の資格の奨励金額を差し引いた金額を給付する。
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１年間に履修できる単位数は１０単位までです。履修する科目は最高履修登録単位に含みません。
修得した単位は、他学部・他学科、短期大学部および留学等で修得した単位と併せて45単位まで卒業要件単位数に含めることができます。

・単位の認定

単位互換科目については、「manaba」で公開します。
・提供科目

① 出願資格
　 本学２年次以上に在学し、原則として通算GPA1.0以上であること。
② 出願方法
　 出願は、春学期および秋学期履修分を原則として春学期に一括して行います。
 　履修希望者は、「札幌圏大学・短期大学間単位互換協定履修生許可願」を履修登録締切日前までに教務課に提出してください。
　 複数の大学に出願する場合は、履修を希望する大学ごとに書類を作成してください。
③ 履修許可と仮受講
　本学から履修を許可された学生の出願書類は、受入大学に送付されます。
　受入大学からの選考結果は、本学から出願者に通知します。なお、出願してから受入大学の許可が届くまでに授業が進むことが
　ありますが、本学から履修許可を受けた時点で、当該科目を仮受講することができます。

年度初めに説明会を開催します。履修希望者は必ず参加してください。概要は次のとおりです。
・出願手続き

① 履修手続きが完了した学生は、受入大学における「単位互換生」となります。
② 単位互換生は、履修許可された科目を受講し、所定の試験に合格すれば単位の認定を受けることができます。
③ 授業や試験については、受入大学の定める方法に従ってください。なお、本学と受入大学の定期試験の日程が重なった場合は、
　 原則として受入大学の定期試験を優先してください。本学の定期試験については追試験の対象となりますので、定期試験欠席届を
　 試験開始前に教務課に提出してください。

・単位互換履修生

① 出願に当たっては、しっかりとした履修計画を立て、許可を受けた後に取りやめることがないように心がけてください。
② 本学が開設する授業科目と同一名称および同一内容の単位互換科目は履修することができません。
③ 上位学年に配当されている単位互換科目は履修することができません。

・注意事項

（3）札幌圏大学・短期大学間単位互換制度
本学は、P51の大学、短期大学と単位互換協定を結んでいます。
この制度は、協定大学が提供する単位互換科目を履修し、それを本学の単位として認定する制度です。この制度では、各大学の特色
ある科目が単位互換科目として提供されていますので、自分の専攻を深めるために活用してください。

① 書類審査：申請書類、学業成績 など
② 面接試験
選考は①・②をもとに総合的に勘案し行います。

・選考方法

① 留学先大学の発行する成績証明書
② 既修得単位認定申請書
③ 科目の内容、講義時間数等を示す資料（シラバス等）

交換留学先の大学で取得した単位は本学の卒業要件単位として半期で20単位、1年間で40単位まで認定することができます。
原則として所属学科に設置された科目に相当するもの及び関連科目で認定します。全ての科目の単位が本学で認定されるわけではありませ
んのでご注意ください。
交換留学終了後は2週間以内に以下の書類を教務課まで提出してください。

・単位の認定

※留学先大学で修得した単位は、最高４０単位を上限に卒業要件に含めることができますが、他学部・他学科、短期大学部、札幌圏大学・短期大学間単位互換協定および他留学等で修得
　した単位と併せて45単位が上限です。

留学期間は、１年間（2学期）または半年間（1学期）です。また留学期間は在学期間に含まれます。
・留学期間

① 本学に1年以上在学し、協定で定めた年次であること。
② 学業成績が良好であること。（通算GPA1.0以上）
③ 心身ともに健康であること。
④ 学業成績のみならず、協調性や順応性に富み、派遣先で支障なく勉学に専念できる資質と意欲をもっていること。
⑤ 留学の目的が明確であること。
⑥ その他、派遣先大学の募集資格を有すること。

・出願資格
本学は放送大学と単位互換協定を結んでいます。この制度は、放送大学が提供する単位互換科目を履修し、それを本学の単位として認定す
る制度です。自分の専攻を深めるために活用してください。

本学大学学部・短期大学部学生
※2023年９月に卒業を予定している学生は履修できません。
※休学中の学生は、この制度を利用できません。

（4）放送大学との単位互換制度

１科目２単位につき１１，０００円
履修希望者は、「放送大学授業料納入書」に履修科目分の証紙を貼付し出願票の提出期間内に、出願票とともに教務課に提出して
ください。

・費用（授業料）

・対象学生

① 開設科目については、教務課にて「授業科目案内」を受け取り確認してください。
　 履修できる授業科目は放送大学の当該年度開設科目から自由に選択できます。
② 修得した単位は、20単位まで（短期大学部は10単位まで）卒業単位として認定します。本学科目への読み替えはその科目の内容に
　 よって、共通科目、または専門科目（短期大学部は教養科目、またはそれ以外の該当する区分の科目）として読み替えます。
③ 放送大学授業科目はすべて２単位です。
　 単位認定試験日が同一日時の科目は、１科目しか登録できませんのでご注意ください。

科目を登録した学期に通信指導を提出しなかった、または不合格だった場合は、引き続き本学に在学していれば、次の学期に限り改めて
通信指導を受けることができます。これに合格すれば、単位認定試験を受験できます。この場合は、再度出願手続きを行う必要はありま
せん。また、授業料は不要です。

・履修できる放送大学授業科目

単位認定試験終了後、放送大学から「成績通知書」が送付されます。通知書に記載された成績は、以下のとおり本学の単位として認定します。
・単位認定

① 通信指導の再提出

科目を登録した学期に、単位認定試験を受験し、不合格となった場合や受験しなかった場合は、引き続き本学に在学していれば、次の学
期に限り単位認定試験（再試験）を受験することができます。この場合は、再度出願手続きを行う必要はありません。また、授業料は不要
です。再試験の際には特別聴講学生の学生証が必要になりますので、大切に保管してください。

② 再試験

・再試験等

以下の方法で各自視聴することができます。
① ＣＳデジタル放送での視聴
② ＣＡＴＶ（ケーブルテレビ）での視聴
③ 学習センターにおける視聴
④ 放送大学授業科目のＤＶＤまたはＣＤを借りて、図書館内の視聴設備で視聴

・視聴方法

＠（１００ ～ ９０点）
Ａ（　８９ ～ ８０点）
Ｂ（　７９ ～ ７０点）
Ｃ（　６９ ～ ６０点）

Ｄ（　５９ ～ ５０点）
Ｅ（　４９ ～ 　０点）

優＋
優
良
可

不可
不可

成　　績　　評　　価
放送大学 本学（大学・短大）

合　格

不合格
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１年間に履修できる単位数は１０単位までです。履修する科目は最高履修登録単位に含みません。
修得した単位は、他学部・他学科、短期大学部および留学等で修得した単位と併せて45単位まで卒業要件単位数に含めることができます。

・単位の認定

単位互換科目については、「manaba」で公開します。
・提供科目

① 出願資格
　 本学２年次以上に在学し、原則として通算GPA1.0以上であること。
② 出願方法
　 出願は、春学期および秋学期履修分を原則として春学期に一括して行います。
 　履修希望者は、「札幌圏大学・短期大学間単位互換協定履修生許可願」を履修登録締切日前までに教務課に提出してください。
　 複数の大学に出願する場合は、履修を希望する大学ごとに書類を作成してください。
③ 履修許可と仮受講
　本学から履修を許可された学生の出願書類は、受入大学に送付されます。
　受入大学からの選考結果は、本学から出願者に通知します。なお、出願してから受入大学の許可が届くまでに授業が進むことが
　ありますが、本学から履修許可を受けた時点で、当該科目を仮受講することができます。

年度初めに説明会を開催します。履修希望者は必ず参加してください。概要は次のとおりです。
・出願手続き

① 履修手続きが完了した学生は、受入大学における「単位互換生」となります。
② 単位互換生は、履修許可された科目を受講し、所定の試験に合格すれば単位の認定を受けることができます。
③ 授業や試験については、受入大学の定める方法に従ってください。なお、本学と受入大学の定期試験の日程が重なった場合は、
　 原則として受入大学の定期試験を優先してください。本学の定期試験については追試験の対象となりますので、定期試験欠席届を
　 試験開始前に教務課に提出してください。

・単位互換履修生

① 出願に当たっては、しっかりとした履修計画を立て、許可を受けた後に取りやめることがないように心がけてください。
② 本学が開設する授業科目と同一名称および同一内容の単位互換科目は履修することができません。
③ 上位学年に配当されている単位互換科目は履修することができません。

・注意事項

（3）札幌圏大学・短期大学間単位互換制度
本学は、P51の大学、短期大学と単位互換協定を結んでいます。
この制度は、協定大学が提供する単位互換科目を履修し、それを本学の単位として認定する制度です。この制度では、各大学の特色
ある科目が単位互換科目として提供されていますので、自分の専攻を深めるために活用してください。

① 書類審査：申請書類、学業成績 など
② 面接試験
選考は①・②をもとに総合的に勘案し行います。

・選考方法

① 留学先大学の発行する成績証明書
② 既修得単位認定申請書
③ 科目の内容、講義時間数等を示す資料（シラバス等）

交換留学先の大学で取得した単位は本学の卒業要件単位として半期で20単位、1年間で40単位まで認定することができます。
原則として所属学科に設置された科目に相当するもの及び関連科目で認定します。全ての科目の単位が本学で認定されるわけではありませ
んのでご注意ください。
交換留学終了後は2週間以内に以下の書類を教務課まで提出してください。

・単位の認定

※留学先大学で修得した単位は、最高４０単位を上限に卒業要件に含めることができますが、他学部・他学科、短期大学部、札幌圏大学・短期大学間単位互換協定および他留学等で修得
　した単位と併せて45単位が上限です。

留学期間は、１年間（2学期）または半年間（1学期）です。また留学期間は在学期間に含まれます。
・留学期間

① 本学に1年以上在学し、協定で定めた年次であること。
② 学業成績が良好であること。（通算GPA1.0以上）
③ 心身ともに健康であること。
④ 学業成績のみならず、協調性や順応性に富み、派遣先で支障なく勉学に専念できる資質と意欲をもっていること。
⑤ 留学の目的が明確であること。
⑥ その他、派遣先大学の募集資格を有すること。

・出願資格
本学は放送大学と単位互換協定を結んでいます。この制度は、放送大学が提供する単位互換科目を履修し、それを本学の単位として認定す
る制度です。自分の専攻を深めるために活用してください。

本学大学学部・短期大学部学生
※2023年９月に卒業を予定している学生は履修できません。
※休学中の学生は、この制度を利用できません。

（4）放送大学との単位互換制度

１科目２単位につき１１，０００円
履修希望者は、「放送大学授業料納入書」に履修科目分の証紙を貼付し出願票の提出期間内に、出願票とともに教務課に提出して
ください。

・費用（授業料）

・対象学生

① 開設科目については、教務課にて「授業科目案内」を受け取り確認してください。
　 履修できる授業科目は放送大学の当該年度開設科目から自由に選択できます。
② 修得した単位は、20単位まで（短期大学部は10単位まで）卒業単位として認定します。本学科目への読み替えはその科目の内容に
　 よって、共通科目、または専門科目（短期大学部は教養科目、またはそれ以外の該当する区分の科目）として読み替えます。
③ 放送大学授業科目はすべて２単位です。
　 単位認定試験日が同一日時の科目は、１科目しか登録できませんのでご注意ください。

科目を登録した学期に通信指導を提出しなかった、または不合格だった場合は、引き続き本学に在学していれば、次の学期に限り改めて
通信指導を受けることができます。これに合格すれば、単位認定試験を受験できます。この場合は、再度出願手続きを行う必要はありま
せん。また、授業料は不要です。

・履修できる放送大学授業科目

単位認定試験終了後、放送大学から「成績通知書」が送付されます。通知書に記載された成績は、以下のとおり本学の単位として認定します。
・単位認定

① 通信指導の再提出

科目を登録した学期に、単位認定試験を受験し、不合格となった場合や受験しなかった場合は、引き続き本学に在学していれば、次の学
期に限り単位認定試験（再試験）を受験することができます。この場合は、再度出願手続きを行う必要はありません。また、授業料は不要
です。再試験の際には特別聴講学生の学生証が必要になりますので、大切に保管してください。

② 再試験

・再試験等

以下の方法で各自視聴することができます。
① ＣＳデジタル放送での視聴
② ＣＡＴＶ（ケーブルテレビ）での視聴
③ 学習センターにおける視聴
④ 放送大学授業科目のＤＶＤまたはＣＤを借りて、図書館内の視聴設備で視聴

・視聴方法

＠（１００ ～ ９０点）
Ａ（　８９ ～ ８０点）
Ｂ（　７９ ～ ７０点）
Ｃ（　６９ ～ ６０点）

Ｄ（　５９ ～ ５０点）
Ｅ（　４９ ～ 　０点）

優＋
優
良
可

不可
不可

成　　績　　評　　価
放送大学 本学（大学・短大）

合　格

不合格
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ナンバリング
　教育課程表（カリキュラム）には科目ナンバーが付番されています。
　ナンバリングとは、授業科目を分類し、個別の番号を付番することにより、科目レベルや学問分野などを明確にし、教育課程を体系的にわり
やすく明示するものです。
　科目ナンバリングの導入により、科目間の関連や難易度がわかりやすくなりますので、体系的な履修計画に役立ててください。
　学科ごとのナンバリングの定義は以下の通りです。

【総合生活キャリア学科教育課程表】（札幌国際大学短期大学部学則別表第１） 　[２０２３年度入学生]

【 幼児教育保育学科 】

0
ステップ
③

0
区分
④

0
整理番号
⑤

0
教養 / 専門

①
0
習熟度
②

① 教養/専門区分 ７：教養科目　　８：専門科目
② 習熟度 ０：単独授業　　１：「基礎」や「Ⅰ」　　２：「応用」や「Ⅱ」　　３～：Ⅲ以降はローマ数字を算用数字に直したもの
③ ステップ 学科で策定した「カリキュラム・ステップ」（カリキュラム・ステップとは、学んでいる科目が2年間の学修のどの段階に位置し、

何を目標としているのかを示すもので、本学科が独自に設定しています。STEP0からSTEP5までの6段階があります）
④ 区分 １：基本　　２：言語・発表　　３：情報　　４：キャリア　　５：教育・保育の理論　　６：子ども理解

７：保育の内容・保育　　８：基礎技能　　９：実習
⑤ 整理番号 同じカテゴリ内の整理番号

【 総合生活キャリア学科 】（2023 年度入学生）

0
②

レベル番号

0
①

教養 / 専門

00
③

分野番号

0
④

整理番号

７：教養科目　　８：専門科目① 教養/専門
学年や期別に関係ない純粋なレベル
１：前提となる他科目がないもの（いきなりこれから取れるもの）
２：１番を履修しているか、１番を履修したと同等の実力を持っているものでないと履修できないレベル
３：２番を履修しているか、２番を履修したと同等の実力を持っているものでないと履修できないレベル

② レベル番号

◆教養・生活
・キャリア
・PBL
・現代社会
・スタディスキルズ

・ビジネス実務
・外国語コミュニケーション
・食と健康

◆専門・業界知識
・検定
・販売分野
・サービス分野
・マネジメント
・医療分野

11：生活総論　12：生活
21：キャリア　
31：インターンシップ　32：フィールドワーク　33：課題解決
41：ビジネスと社会　42：現代社会　43：共生社会　44：地域　
51：スタディスキルズ　52：日本語　53：プレゼンテーション　54：コンピュータリテラシー
55：Basic English
61：ビジネス実務　62：統計　63：ビジネス一般　64：会計
71：総合英語　72：英語活用　73：ビジネス英語　74：韓国語
81：調理実習　82：健康とスポーツ
11：業界知識
21：PC検定　22：英語検定　23：秘書検定　24：簿記検定　25：食生活アドバイザ　26：色彩検定
31：マーケティング　32：フードビジネス　33：ファッション
41：サービス総合　42：観光サービス　43：ブライダル　44：航空サービス　45：金融サービス
51：マネジメント
61：医療事務　62：調剤薬局事務　63：登録販売者　64：医療総合

③ 分野番号

同じカテゴリ内の整理番号④ 整理番号

【 総合生活キャリア学科 】（2022 年度入学生）

0
①

レベル番号

00
②

分野番号

0
③

整理番号
学年や期別に関係ない純粋なレベル
１：前提となる他科目がないもの（いきなりこれから取れるもの）
２：１番を履修しているか、１番を履修したと同等の実力を持っているものでないと履修出来ないレベル
３：２番を履修しているか、２番を履修したと同等の実力を持っているものでないと履修出来ないレベル

① レベル番号

サブカテゴリ＝身につく力を意識したまとまりとして振った番号
◆教養科目　社会常識群 ０１/１１：生活　　０２/１２：キャリア　　０３/１３：ＰＢＬ　　０４/１４：現代社会　
◆教養科目　スキルを身につける群 ０５/１５：スタディスキルズ　　０６/１６：ビジネス実務　　０７/１７：コミュニケーション
０８/１８：食と健康　
◆専門科目群は基本的にユニットが明示されるように番号を振る。

② 分野番号

同じカテゴリ内の整理番号③ 整理番号
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ナンバリング
　教育課程表（カリキュラム）には科目ナンバーが付番されています。
　ナンバリングとは、授業科目を分類し、個別の番号を付番することにより、科目レベルや学問分野などを明確にし、教育課程を体系的にわり
やすく明示するものです。
　科目ナンバリングの導入により、科目間の関連や難易度がわかりやすくなりますので、体系的な履修計画に役立ててください。
　学科ごとのナンバリングの定義は以下の通りです。

【総合生活キャリア学科教育課程表】（札幌国際大学短期大学部学則別表第１） 　[２０２３年度入学生]

【 幼児教育保育学科 】

0
ステップ
③

0
区分
④

0
整理番号
⑤

0
教養 / 専門

①
0
習熟度
②

① 教養/専門区分 ７：教養科目　　８：専門科目
② 習熟度 ０：単独授業　　１：「基礎」や「Ⅰ」　　２：「応用」や「Ⅱ」　　３～：Ⅲ以降はローマ数字を算用数字に直したもの
③ ステップ 学科で策定した「カリキュラム・ステップ」（カリキュラム・ステップとは、学んでいる科目が2年間の学修のどの段階に位置し、

何を目標としているのかを示すもので、本学科が独自に設定しています。STEP0からSTEP5までの6段階があります）
④ 区分 １：基本　　２：言語・発表　　３：情報　　４：キャリア　　５：教育・保育の理論　　６：子ども理解

７：保育の内容・保育　　８：基礎技能　　９：実習
⑤ 整理番号 同じカテゴリ内の整理番号

【 総合生活キャリア学科 】（2023 年度入学生）

0
②

レベル番号

0
①

教養 / 専門

00
③

分野番号

0
④

整理番号

７：教養科目　　８：専門科目① 教養/専門
学年や期別に関係ない純粋なレベル
１：前提となる他科目がないもの（いきなりこれから取れるもの）
２：１番を履修しているか、１番を履修したと同等の実力を持っているものでないと履修できないレベル
３：２番を履修しているか、２番を履修したと同等の実力を持っているものでないと履修できないレベル

② レベル番号

◆教養・生活
・キャリア
・PBL
・現代社会
・スタディスキルズ

・ビジネス実務
・外国語コミュニケーション
・食と健康

◆専門・業界知識
・検定
・販売分野
・サービス分野
・マネジメント
・医療分野

11：生活総論　12：生活
21：キャリア　
31：インターンシップ　32：フィールドワーク　33：課題解決
41：ビジネスと社会　42：現代社会　43：共生社会　44：地域　
51：スタディスキルズ　52：日本語　53：プレゼンテーション　54：コンピュータリテラシー
55：Basic English
61：ビジネス実務　62：統計　63：ビジネス一般　64：会計
71：総合英語　72：英語活用　73：ビジネス英語　74：韓国語
81：調理実習　82：健康とスポーツ
11：業界知識
21：PC検定　22：英語検定　23：秘書検定　24：簿記検定　25：食生活アドバイザ　26：色彩検定
31：マーケティング　32：フードビジネス　33：ファッション
41：サービス総合　42：観光サービス　43：ブライダル　44：航空サービス　45：金融サービス
51：マネジメント
61：医療事務　62：調剤薬局事務　63：登録販売者　64：医療総合

③ 分野番号

同じカテゴリ内の整理番号④ 整理番号

【 総合生活キャリア学科 】（2022 年度入学生）

0
①

レベル番号

00
②

分野番号

0
③

整理番号
学年や期別に関係ない純粋なレベル
１：前提となる他科目がないもの（いきなりこれから取れるもの）
２：１番を履修しているか、１番を履修したと同等の実力を持っているものでないと履修出来ないレベル
３：２番を履修しているか、２番を履修したと同等の実力を持っているものでないと履修出来ないレベル

① レベル番号

サブカテゴリ＝身につく力を意識したまとまりとして振った番号
◆教養科目　社会常識群 ０１/１１：生活　　０２/１２：キャリア　　０３/１３：ＰＢＬ　　０４/１４：現代社会　
◆教養科目　スキルを身につける群 ０５/１５：スタディスキルズ　　０６/１６：ビジネス実務　　０７/１７：コミュニケーション
０８/１８：食と健康　
◆専門科目群は基本的にユニットが明示されるように番号を振る。

② 分野番号

同じカテゴリ内の整理番号③ 整理番号
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【総合生活キャリア学科教育課程表】（札幌国際大学短期大学部学則別表第１） 　[２０２３年度入学生] 【総合生活キャリア学科教育課程表】（札幌国際大学短期大学部学則別表第１） 　[２０22年度入学生]

56

12

授
業
科
目
一
覧

授業科目一覧



【総合生活キャリア学科教育課程表】（札幌国際大学短期大学部学則別表第１） 　[２０２３年度入学生] 【総合生活キャリア学科教育課程表】（札幌国際大学短期大学部学則別表第１） 　[２０22年度入学生]
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【総合生活キャリア学科教育課程表】（札幌国際大学短期大学部学則別表第１） 　[２０22年度入学生] 【幼児教育保育学科教育課程表】（札幌国際大学短期大学部学則別表第２） 　[２０23年度入学生]
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【総合生活キャリア学科教育課程表】（札幌国際大学短期大学部学則別表第１） 　[２０22年度入学生] 【幼児教育保育学科教育課程表】（札幌国際大学短期大学部学則別表第２） 　[２０23年度入学生]
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【幼児教育保育学科教育課程表】（札幌国際大学短期大学部学則別表第２） 　[２０23年度入学生] 【幼児教育保育学科教育課程表】（札幌国際大学短期大学部学則別表第２） 　[２０22年度入学生]
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【幼児教育保育学科教育課程表】（札幌国際大学短期大学部学則別表第２） 　[２０23年度入学生] 【幼児教育保育学科教育課程表】（札幌国際大学短期大学部学則別表第２） 　[２０22年度入学生]
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【幼児教育保育学科教育課程表】（札幌国際大学短期大学部学則別表第２） 　[２０22年度入学生] 【幼児教育保育学科教育課程表】（札幌国際大学短期大学部学則別表第２） 　[２０22年度入学生]
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【幼児教育保育学科教育課程表】（札幌国際大学短期大学部学則別表第２） 　[２０22年度入学生] 【幼児教育保育学科教育課程表】（札幌国際大学短期大学部学則別表第２） 　[２０22年度入学生]
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